


　当コンテストでは、高年齢者が長い職業人生のなかでつちかってきた知識や経験を職場等で有効に活かすため、企業な
どが行った創意工夫の事例を広く募集･収集し、優秀事例について表彰を行います。
　優秀企業等の改善事例と実際に働く高年齢者の働き方を社会に広く周知することにより、企業などにおける雇用・就業
機会の確保等の環境整備に向けて具体的な取組みの普及・促進を図り、生涯現役社会の実現を目ざしていきます。多数のご
応募をお待ちしています。

詳しい募集内容、応募方法などにつきましては、本誌52～53頁をご覧ください。

　働くことを希望する高年齢者が、年齢にかかわりなく生涯現役でいきいきと働くことができるようにする
ために、各企業などが行った雇用管理や職場環境の改善に関する創意工夫の事例を募集します。なお、創
意工夫の具体的な例示として、以下の取組内容を参考にしてください。

１．高年齢者の活躍のための制度面の改善
２．高年齢者の意欲・能力の維持向上のための取組
３．高年齢者が働きつづけられるための作業環境の改善、健康管理、安全衛生、福利厚生の取組

お　問
合せ先

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構
各都道府県支部 高齢・障害者業務課
※連絡先は65頁をご覧ください

【厚生労働大臣表彰】
最優秀賞　1編
優秀賞　　2編
特別賞　　3編

【独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長表彰】
　優秀賞　　若干編
　特別賞　　若干編

※上記は予定であり、各審査を経て入賞の有無・入賞編数などが決定されます

１．原則として、企業からの応募とします。
２．応募時点において、労働関係法令に関し重大な違反がないこととします。
３． 高年齢者が65歳以上になっても働ける制度を導入し、高年齢者が持つ知識や経験を十分に
活かして、いきいきと働くことができる職場環境となる創意工夫がなされていることとします。

４． 応募時点前の各応募企業における事業年度において、平均した１カ月あたりの
時間外労働時間が60 時間以上である労働者がいないこととします。

高年齢者活躍企業コンテスト
～生涯現役社会の実現に向けて～

高年齢者がいきいきと働くことのできる
創意工夫の事例を募集します

主催　厚生労働省、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

令和 3 年度

取 組 内 容

主 な 応 募 資 格

各 　 　 賞

令和3年3月31日（水）応　募
締切日

ご応募
お待ちしています
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ネージャー、住友林業クレスト株式会社取締役
常務執行役員などを経て、2016年より現職。

はだ・かずなり

　
住
友
林
業
株
式
会
社
で
は
、
２
０

２
０
（
令
和
２
）
年
４
月
よ
り
、
定

年
を
60
歳
か
ら
65
歳
へ
引
き
上
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
専
門
人
材
の
確
保
と

活
用
を
目
的
に
、
70
歳
ま
で
の
勤
務

を
可
能
と
し
て
い
た
同
社
独
自
の
制

度
で
あ
る
「
シ
ニ
ア
人
財
バ
ン
ク
セ

ン
タ
ー
制
度
」
の
上
限
年
齢
を
撤
廃

す
る
な
ど
、
シ
ニ
ア
人
材
の
活
躍
推

進
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
回
は
理
事
・
人
事
部
長
の
羽

田
一
成
さ
ん
に
、
制
度
導
入
に
至
っ

た
背
景
や
今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

住
友
林
業
株
式
会
社 

理
事
・
人
事
部
長

羽
田
一
成
さ
ん
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安
定
法
の
改
正
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
企
業
に
は
、

こ
の
法
律
に
よ
り
、
本
人
が
希
望
す
れ
ば
65
歳
ま
で

継
続
雇
用
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
４
月
か

ら
は
、
そ
れ
に
加
え
て
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
措
置

を
導
入
す
る
こ
と
が
企
業
の
努
力
義
務
と
な
り
ま

す
。
当
面
は
努
力
義
務
に
と
ど
ま
り
ま
す
が
、
い
ず

れ
は
義
務
化
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
企
業
に
も
対
応

が
迫
ら
れ
ま
す
。

―
そ
う
し
た
な
か
で
、
す
で
に
貴
社
に
は
65
歳
ま

で
の
再
雇
用
制
度
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
再
雇
用
制

度
を
あ
ら
た
め
、
定
年
を
65
歳
に
引
き
上
げ
た
わ
け

で
す
ね
。
65
歳
定
年
制
に
ふ
み
切
る
企
業
は
、
ま
だ

多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
定
年
延
長
を
選
択
し
た
理
由

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

羽
田　
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
企
業
に
義
務
づ
け

て
い
る
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
措
置
の
な
か
で
は
、

定
年
後
再
雇
用
制
度
を
採
用
し
て
い
る
企
業
が
多

く
、
当
社
で
も
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
か
ら
再
雇

用
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
制
度

は
、
60
歳
定
年
で
会
社
を
い
っ
た
ん
退
職
し
、
最
長

―
貴
社
で
は
２
０
２
０
年
４
月
に
、
定
年
を
60
歳

か
ら
65
歳
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
制
度
導
入
の
背
景

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

羽
田　
大
き
な
社
会
的
背
景
と
し
て
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
が
あ
り
ま
す
。
労
働
力
人
口
が
減
少
し
、
企

業
は
ま
す
ま
す
労
働
力
の
確
保
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
社
員
に
と
っ
て
は
、
公
的
年
金
の
給
付
の
見

直
し
に
よ
り
、
長
い
老
後
生
活
へ
の
不
安
が
高
ま
り

ま
す
。
社
員
が
安
心
し
て
働
け
な
い
と
、
仕
事
へ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
す
る
の

で
、
社
員
の
生
活
の
安
定
は
、
企
業
に
と
っ
て
も
重

視
す
べ
き
課
題
で
す
。

　
公
的
年
金
は
老
後
生
活
の
安
心
に
か
か
わ
る
基
礎

的
な
条
件
で
す
が
、
厚
生
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の

段
階
的
引
上
げ
に
よ
り
、
次
年
度
60
歳
に
な
る
男
性

は
、
65
歳
か
ら
公
的
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
65
歳
ま
で
安
定
的
に
収
入

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
社
員
が
働
け
る
場
を
用
意
す

る
責
任
が
、
企
業
に
も
あ
り
ま
す
。

　
社
会
的
背
景
と
し
て
も
う
一
つ
、
高
年
齢
者
雇
用

65
歳
ま
で
１
年
ご
と
に
有
期
契
約
を
更
新
す
る
形
で

再
雇
用
す
る
も
の
で
、
再
雇
用
後
の
待
遇
が
、
定
年

ま
で
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
再
雇
用
後
の
報
酬
水
準
は
、
個
別
契
約
な
の
で
一

概
に
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
大
ま
か
に
い
う
と
定
年
直

前
の
40
％
ほ
ど
に
下
が
っ
て
い
ま
し
た
。
公
的
年
金

も
加
え
れ
ば
、
年
収
は
従
前
の
３
分
の
２
程
度
の
水

準
を
確
保
で
き
ま
す
が
、
厚
生
年
金
の
支
給
が
始
ま

る
ま
で
は
、勤
め
先
収
入
だ
け
の
生
活
に
な
り
ま
す
。

会
社
と
し
て
は
、
社
員
を
雇
用
す
る
以
上
、
60
歳
以

降
で
あ
っ
て
も
安
定
し
た
生
活
の
で
き
る
報
酬
を
保

障
す
る
社
会
的
義
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
再
雇

用
制
度
を
定
年
延
長
に
切
り
換
え
、
待
遇
の
改
善
を

図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
社
の
年
齢
別
人
員
構
成
は
、
46
〜
60
歳

ま
で
が
全
体
の
約
45
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ボ

リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
は
46
〜
50
歳
で
約
20
％
。
今
後
こ

の
大
き
な
か
た
ま
り
が
15
年
後
に
は
60
代
に
移
行

し
、
60
歳
定
年
の
ま
ま
だ
と
退
職
・
再
雇
用
と
な
り

ま
す
。
一
方
、
国
の
推
計
で
は
、
大
卒
新
社
会
人
の

数
は
今
後
10
年
で
約
10
％
、
20
年
で
約
20
％
の
減
少

が
見
込
ま
れ
※
、
定
年
退
職
で
抜
け
た
人
員
を
新
卒

採
用
で
補
充
す
る
こ
と
が
、
現
状
よ
り
さ
ら
に
む
ず

か
し
く
な
り
ま
す
。
社
会
全
体
が
高
齢
化
し
、
若
年

労
働
力
の
獲
得
が
む
ず
か
し
く
な
る
な
か
で
、
60
歳

65
歳
ま
で
安
心
し
て
働
け
る
仕
組
み
の
整
備
は

企
業
の
社
会
的
責
任

※　「日本の将来推計人口（平成29年推計）」（国立社会保障・人口問題研究所）より
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の
流
出
防
止
に
備
え
る
た
め
の
施
策
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
の
社
員
数
約
５
千
人
の
う
ち
、
ポ
ス

ト
に
就
い
て
い
る
人
は
約
１
１
０
０
人
い
ま
す
が
、

今
後
こ
れ
を
若
い
世
代
だ
け
で
補
っ
て
い
く
の
は
困

難
に
な
る
た
め
、
60
歳
以
降
も
、
や
る
気
の
あ
る
人

に
は
ポ
ス
ト
を
継
続
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
事
業

継
続
が
む
ず
か
し
く
な
る
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
し

た
。
会
社
と
し
て
は
、
60
歳
以
降
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
保
っ
た
ま
ま
、
ペ
ー
ス
を
落
と
さ
ず
に
貢
献
し

て
ほ
し
い
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
定
年
後
再

雇
用
で
は
な
く
、
定
年
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。こ
れ
が
定
年
延
長
に
ふ
み
切
っ
た
理
由
で
す
。

―
定
年
延
長
部
分
の
待
遇
な
ど
、
制
度
内
容
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

羽
田　
当
社
は
、「
能
力
グ
レ
ー
ド
」
と
「
ポ
ス
ト

グ
レ
ー
ド
」
の
二
つ
の
グ
レ
ー
ド
制
（
等
級
制
度
）

を
採
用
し
て
い
ま
す
。定
年
延
長
者
は
、60
歳
に
な
っ

た
年
度
末
時
点
の
能
力
グ
レ
ー
ド
を
引
き
続
き
継
承

し
ま
す
が
、
ポ
ス
ト
グ
レ
ー
ド
は
、
原
則
ポ
ス
ト
オ

フ
と
し
、
後
進
に
道
を
譲
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、後
任
に
適
材
が
い
な
い
、余
人
を
も
っ

て
代
え
が
た
い
人
材
な
ど
、
会
社
指
定
に
よ
り
定
年

延
長
後
も
引
き
続
き
ポ
ス
ト
職
を
継
続
、
ま
た
は

い
っ
た
ん
ポ
ス
ト
を
外
れ
た
後
に
再
度
ポ
ス
ト
に
就

く
こ
と
も
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
定
年
延
長
後
の
給

与
は
、60
歳
に
な
っ
た
年
度
末
時
点
の
基
本
給
の
70
％

と
し
、そ
の
後
毎
年
５
％
ず
つ
減
額
と
な
り
ま
す
が
、

賞
与
の
算
定
方
式
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
以
前
の
再
雇

用
制
度
に
比
べ
て
、
報
酬
水
準
は
ほ
ぼ
倍
増
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
ポ
ス
ト
を
継
続
す
る
場

合
に
は
、
ポ
ス
ト
グ
レ
ー
ド
に
応
じ
た
給
与
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
定
年
延
長
に
と
も
な
う
60
歳
以
上
の
報
酬

水
準
の
引
上
げ
と
あ
わ
せ
て
、
再
雇
用
者
の
報
酬
も

同
じ
水
準
ま
で
引
き
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
一

労
働
同
一
賃
金
と
い
う
時
代
の
要
請
に
応
え
る
た
め

で
す
。

―
一
方
で
、
60
歳
定
年
を
前
提
に
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

を
描
い
て
い
る
方
も
い
る
は
ず
で
す
ね
。
そ
の
場
合

に
、
退
職
が
先
に
延
び
る
の
は
、
本
人
に
と
っ
て
誤

を
超
え
て
も
ペ
ー
ス
を
落
と
さ
ず
に
、
社
内
で
引
き

続
き
活
躍
で
き
る
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
企

業
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
当
社
で
は
、
60
歳
到
達
者
は
、
２
０
２
１
年
度
以

降
毎
年
１
０
０
人
規
模
と
な
り
、
２
０
２
４
年
度
に

は
単
年
度
で
２
０
０
人
近
く
に
な
り
ま
す
。
直
近
の

再
雇
用
率
で
あ
る
８
割
程
度
を
前
提
に
試
算
す
る

と
、61
〜
65
歳
の
人
員
は
10
年
後
に
は
７
０
０
人
弱
、

15
年
後
に
は
８
０
０
人
を
超
え
る
人
数
ま
で
増
加
し

て
い
き
ま
す
。
定
年
延
長
は
、
こ
の
よ
う
な
人
員
構

成
の
変
化
を
見
す
え
、
労
働
力
不
足
や
優
秀
な
人
材

定
年
延
長
で
の
報
酬
水
準
は
再
雇
用
時
に
比
べ
倍
増

再
雇
用
者
の
報
酬
も
同
じ
水
準
ま
で
引
上
げ
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算
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

羽
田　
多
様
な
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
、
定
年
退
職
の
時
期
を
選
べ
る
「
選
択
型
定
年
制

度
」
と
し
ま
し
た
。
60
歳
に
到
達
し
た
翌
月
以
降
、

65
歳
年
度
末
ま
で
の
間
は
、
い
つ
退
職
し
て
も
定
年

扱
い
と
し
ま
す
。
60
歳
を
過
ぎ
て
、
健
康
状
態
や
家

族
状
況
な
ど
個
別
事
情
の
変
化
を
理
由
に
、
定
年
を

前
倒
し
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
例
え
ば
、
62
歳
で
退
職
し
再
雇
用
社
員
と
し
て
週

４
日
勤
務
に
ペ
ー
ス
を
落
と
し
て
働
き
た
い
な
ど
、

個
別
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
ま
す
。
再
雇
用
社
員
に

な
る
と
、
家
族
の
介
護
な
ど
の
事
情
が
な
く
て
も
、

短
日
・
短
時
間
勤
務
を
選
択
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
再
雇
用
社
員
は
、
原
則
と
し
て
転
居
を
と

も
な
う
転
勤
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
正
社
員
で
も
年
齢

な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
勤
務
地
限
定
を
選
択
で
き
る

認
可
型
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

―
貴
社
に
は
65
歳
以
降
も
継
続
し
て
雇
用
す
る

「
シ
ニ
ア
人
財
バ
ン
ク
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
制
度
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
上
限
年
齢
を
撤
廃
さ
れ
た
そ
う

で
す
ね
。

羽
田　
２
０
１
８
年
に
導
入
し
た
制
度
で
、
会
社
が

必
要
と
し
、
本
人
が
希
望
す
る
場
合
は
、
65
歳
以
降

も
継
続
し
て
雇
用
を
行
う
と
い
う
制
度
で
、
１
年
ご

と
に
更
新
す
る
有
期
契
約
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
上
限

年
齢
を
70
歳
と
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
上
限
年
齢
を
、

今
回
の
定
年
延
長
を
機
に
、
撤
廃
し
ま
し
た
。

―
こ
の
制
度
の
も
と
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
シ
ニ
ア

は
何
人
く
ら
い
い
ま
す
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
仕

事
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

羽
田　
現
在
24
人
で
、
最
高
齢
は
68
歳
で
す
。
職
種

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
例
え
ば
住
宅
の
設
計
に
た
ず

さ
わ
る
建
築
士
。
当
社
に
建
築
士
は
数
多
く
い
ま
す

が
、
長
年
の
経
験
に
裏
づ
け
ら
れ
た
高
度
な
ス
キ
ル

を
持
つ
シ
ニ
ア
は
、
お
客
さ
ま
の
高
度
で
複
雑
な
要

望
を
デ
ザ
イ
ン
に
表
現
で
き
る
よ
う
な
、
余
人
を

も
っ
て
代
え
が
た
い
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
を
理
解
し
て
迅
速
に
的
確
な
対

応
に
つ
な
げ
る
能
力
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
も
求

め
ら
れ
る
も
の
で
す
が
、
そ
こ
で
も
若
い
人
に
交

じ
っ
て
、
シ
ニ
ア
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
住
宅
事
業

以
外
で
も
、
植
林
や
育
林
の
専
門
家
、
研
究
所
の
研

究
職
、
関
係
会
社
で
監
査
を
し
て
い
る
経
理
の
プ
ロ

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
業
務
経
験
を
通
じ
て
つ
ち
か
わ

れ
た
高
度
な
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

―
今
年
４
月
か
ら
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
措
置
の

導
入
が
努
力
義
務
と
な
り
ま
す
が
、
貴
社
で
は
い
ち

早
く
態
勢
を
整
え
た
と
い
え
そ
う
で
す
ね
。

羽
田　
シ
ニ
ア
人
財
バ
ン
ク
セ
ン
タ
ー
は
、
従
来
の

上
限
70
歳
の
ま
ま
で
も
ク
リ
ア
で
き
る
内
容
で
し
た

が
、
よ
り
進
ん
だ
レ
ベ
ル
を
目
ざ
し
ま
し
た
。
課
題

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
現
行
の
「
会
社
が
必
要
と
す
る

者
」
と
い
う
要
件
で
す
。
65
歳
ま
で
は
「
希
望
者
全

員
」
の
雇
用
確
保
が
法
で
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
将

来
こ
れ
が
70
歳
ま
で
に
な
っ
た
場
合
に
備
え
る
こ
と

も
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
70
歳
ま

で
の
就
業
確
保
措
置
で
は
、
雇
用
以
外
の
方
法
、
例

え
ば
社
会
貢
献
事
業
で
の
就
業
も
選
択
肢
と
し
て
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
社
グ
ル
ー
プ
内
で
継
続
し
て

働
く
場
合
の
選
定
方
法
や
、
社
会
貢
献
活
動
な
ど
で

働
く
こ
と
を
就
業
確
保
措
置
に
含
め
る
か
ど
う
か
を

検
討
し
、
労
働
組
合
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

高
ス
キ
ル
人
材
が
65
歳
以
降
も
働
け
る

独
自
制
度
の
上
限
年
齢
を
撤
廃

（
聞
き
手
・
文
／
労
働
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
鍋
田
周
一

撮
影
／
中
岡
泰
博
）



●表紙のオブジェ
イラストレーター　
柳田ワタル（やなぎだ・わたる）
1947年 大阪府堺市生まれ。1970年 多
摩美術大学卒業。アニメーション制作
会社勤務ののち、1974年よりフリーの
イラストレーターとなる。1977年より
オブジェ、立体クラフトなどの制作を開
始。90年代からは写真撮影も始める。

エルダー（elder）は、英語のoldの比較級で、”年長の人、目上の人、尊敬
される人”などの意味がある。1979（昭和54）年、本誌発刊に際し、（財）
高年齢者雇用開発協会初代会長・花村仁八郎氏により命名された。
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6 高齢社員戦力化に向けた活用戦略と賃金・評価制度を考える
―生涯現役社会の実現に向けたシンポジウム―
理事長挨拶  東京会場   独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 理事長　和田慶宏

7 開催レポート
大阪会場
福岡会場
東京会場

生涯現役社会の実現に向けたシンポジウム
～高齢社員戦力化に向けた活用戦略と賃金・評価制度を考える～

8 基調講演 東京会場
高年齢者雇用安定法改正について
～70歳までの就業機会の確保のために事業主が講ずるべき措置（努力義務）等について～
厚生労働省職業安定局 高齢・障害者雇用開発審議官　達谷窟 庸野

9 基調講演 東京会場
高齢社員の戦力化に向けた賃金・評価制度
～合理的な人事管理とシニアに必要な意識転換～
学習院大学名誉教授　学習院さくらアカデミー長　今野 浩一郎

12 企業事例発表 ❶ 大阪会場 川崎重工業株式会社
65歳への雇用延長の取組み　労働条件の見直しなどについて

14 企業事例発表❷ 東京会場 太陽生命保険株式会社
高齢社員戦力化に向けた活用戦略と賃金・評価制度、長く元気に働ける環境づくり

16 パネルディスカッション 東京会場 高齢社員戦力化に向けた活用戦略と賃金・評価制度
17 企業事例発表 ❸ 福岡会場 サントリーホールディングス株式会社

シニア層のさらなる活躍に向けて　65歳定年制、70歳までの再雇用制度を整備

特  

集

42 高齢社員の心理学 
―加齢で“こころ”はどう変わるのか― 【第4回】
高齢社員の仕事と感情機能 増本康平

44 いまさら聞けない人事用語辞典 第10回
「賞与」　吉岡利之

46 労務資料
令和 2年６月１日現在の高年齢者の雇用状況

52 令和3年度 高年齢者活躍企業コンテスト募集案内
54 『70歳雇用推進マニュアル』のご案内
56 BOOKS
58 ニュース ファイル
59 読者アンケート結果
60 次号予告・編集後記
61 技を支える   vol.314
日本料理の魅力を発信し
ファンを広げ後進を育てる
ホテルニューオータニ幕張 日本料理 顧問　黒田廣昭さん

64 イキイキ働くための脳力アップトレーニング！
［第45回］ 鏡絵描き　篠原菊紀

1 リーダーズトーク   No.70
住友林業株式会社 理事・人事部長　羽田一成さん
定年延長を選択型定年とセットで導入
70歳以上が活躍できる場も整備

19 日本史にみる長寿食  vol.329
桃の節句のころにおいしくなるハマグリ　永山久夫

20 江戸から東京へ   第100回
駆け込み寺由来　千姫と娘千代
作家　童門冬二

22 特別企画
「産業別高齢者雇用推進ガイドライン」のご紹介

30 高齢者の職場探訪  北から、南から　第105回 
埼玉県　日生工業株式会社

34  高齢社員のための安全職場づくり 〔第3回〕
 高齢者の労働災害防止対策について
（ハード対策とソフト対策）
高木元也

38 知っておきたい労働法Q&A《第34回》
部門閉鎖と整理解雇、人事考課に基づく降格
家永 勲

2021 
March

※連載「高齢者に聞く 生涯現役で働くとは」は休載します



高齢社員戦力化に向けた
活用戦略と賃金・評価制度を考える
―生涯現役社会の実現に向けたシンポジウム―

　当機構では、生涯現役社会の普及・啓発を目的とした「生涯現役社会の実現に向けたシンポ
ジウム」を毎年開催しています。今号では、大阪・福岡・東京会場の開催レポートをお届けし
ます。有識者による講演や高齢者雇用における先進企業の事例発表など、参考となる情報が満
載です。ぜひご一読ください。

健康上の問題で日常生活を制限されることなく過
ごせる期間を、「健康寿命」といいます。日本人の
健康寿命は男性が 72.14 歳、女性が 74.79 歳（2016
年調査）となっており、世界第２位の長寿社会を迎
えて、さらなる健康寿命の延伸が期待されています。
このような人生 100 年時代を見すえ、意欲ある

高齢者に働く場を提供することが重要な課題となっ
ております。このため、2020（令和 2）年 3月 31
日に改正された高年齢者雇用安定法では、70 歳ま
での就業確保を努力義務とする規定が盛り込まれ、
2021 年４月１日に施行されます。定年延長、継続
雇用の促進に向けて、ますます積極的な取組みが求
められているところです。
こうしたなか当機構は、高齢者雇用にかかわる企

業の個別具体的な課題の解決の支援に取り組んでい
ます。本シンポジウムは、その一環として、高齢者
の雇用の実態や具体的な取組み、今後の展開につい

て紹介いただき、企業や個人がどのような考え方に
立ち、どのような取組みを行えば、生涯現役社会の
実現に向けた環境の整備が進むのかということにつ
いて、みなさまとともに考え、展望することを主眼
として、毎年開催しています。今回は、コロナ禍の
影響により例年より規模を縮小した開催となります
が、動画配信といった新たな試みも行っております。
本日の講演、事例発表、パネルディスカッション
が、みなさまの高齢者雇用の取組みに資するものに
なることを期待しております。
最後になりますが、当機構では厚生労働省をはじ
め各関係機関と連携し、今後も高齢者の雇用に取り
組む事業主の方へのサービス充実に努めてまいりま
す。ぜひ、ご利用いただきますとともに、みなさま
方のますますのご健勝を祈念いたし、主催者の挨拶
とさせていただきます。

特　集

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 理事長　和田 慶
よ し

宏
ひ ろ

理事長挨拶東
京

※ シンポジウムの開催の様子をオンデマンド配信中です。視聴は3月22日（月）までとなります。お早目に特設サイトからお申し込みください
（https://moushikomi.jeed.go.jp）
※シンポジウムでの配付資料については、当機構ホームページ（https://www.jeed.go.jp/elderly/activity/haifusiryou.html）に掲載しています
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特集 高齢社員戦力化に向けた活用戦略と賃金・評価制度を考える

昨
年
10
月
〜
12
月
に
か
け
て

全
国
５
都
市
で
開
催

当
機
構
で
は
、
高
齢
者
雇
用
に
関
す
る
理
解
と
認
識

を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
、「
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向

け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
、
厚
生
労
働
省
の
ほ
か
関
係
団
体
の

協
力
の
も
と
、
２
０
２
０
年
10
月
〜
12
月
に
か
け
て
全

国
５
都
市
（
新
潟
、
愛
知
、
大
阪
、
福
岡
、
東
京
）
の

会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
号
で
は
、「
高
齢
社
員
戦
力
化
に
向
け
た
活
用
戦

略
と
賃
金
・
評
価
制
度
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

東
京
・
大
阪
、「
高
齢
社
員
の
戦
力
化
に
向
け
た
人
事

管
理
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
福
岡
の
３
会
場
の

開
催
レ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
し
ま
す
（
新
潟
、
愛
知
会
場

の
模
様
は
、
本
誌
１
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
※
）。

各
会
場
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
、
参
加
人
数
を
限
定
し
短

時
間
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
学
識
経
験
者
に
よ

る
講
演
や
高
齢
者
雇
用
に
お
け
る
先
進
企
業
に
よ
る
事

例
発
表
な
ど
を
行
い
、
今
後
の
高
齢
者
雇
用
の
方
向
性

に
つ
い
て
来
場
者
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
考
え
、
生
涯

現
役
社
会
の
実
現
を
目
ざ
す
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

高
齢
社
員
が
活
か
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
や

取
組
み
を
支
援
す
る
助
成
金
制
度
を
紹
介

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正
（
本
年
４
月
1
日
施

行
）
に
よ
り
、
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
が
努
力

義
務
化
さ
れ
、
働
く
意
欲
の
あ
る
高
年
齢
者
が
活
躍
で

き
る
職
場
環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
こ
の
改
正
法
の
内
容
と
事

業
主
が
留
意
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働

省
に
よ
る
詳
細
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
福
岡
会
場
で
は
、
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部

教
授
の
内
田
賢ま

さ
る

氏
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
内
田

氏
は
「
会
社
の
力
を
引
き
上
げ
る
シ
ニ
ア
活
用
戦
略
」

と
題
し
、
高
齢
者
が
活
か
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
の
必

要
性
や
具
体
的
な
方
法
、
高
齢
社
員
の
意
識
改
革
、
70

歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ま
し

た
。本

誌
１
月
号
に
は
、
新
潟
・
愛
知
会
場
で
の
内
田
氏

に
よ
る
基
調
講
演
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

大
阪
会
場
で
は
、
当
機
構
大
阪
支
部
よ
り
、
65
歳
以

上
へ
の
定
年
の
引
上
げ
や
継
続
雇
用
制
度
の
見
直
し
を

行
う
な
ど
、
高
齢
者
の
雇
用
の
安
定
や
推
進
を
目
的
と

し
た
取
組
み
を
進
め
る
事
業
主
が
対
象
の
「
65
歳
超
雇

用
推
進
助
成
金
」
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
大
阪
・
東
京
会
場
で
行
わ
れ
た
学
習
院

大
学
名
誉
教
授
・
学
習
院
さ
く
ら
ア
カ
デ
ミ
ー
長
の
今い

ま

野の

浩
一
郎
氏
に
よ
る
基
調
講
演
と
、
大
阪
、
福
岡
、
東

京
会
場
で
行
わ
れ
た
高
齢
社
員
の
さ
ら
な
る
活
用
に
向

け
て
定
年
の
引
上
げ
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
企
業
に
よ
る

事
例
発
表
、
東
京
会
場
で
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
模
様
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※　

生
涯
現
役
社
会
の

実
現
に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜
高
齢
社
員
戦
力
化
に
向
け
た
活
用
戦
略
と
賃
金
・
評
価
制
度
を
考
え
る
〜

エルダー   2021 年 1月号 検 索

大
阪
・
福
岡
・
東
京
会
場
開
催
レ
ポ
ー
ト



基調講演

2021.3 8

本
日
は
、
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
の
改
正
内
容
と
、
事
業
主
の
方
々
に
ご
留
意
い

た
だ
き
た
い
「
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
の
実
施
及
び

運
用
に
関
す
る
指
針
」
の
概
要
を
ご
説
明
し
ま
す
。

現
行
の
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
は
、
60
歳
未
満
の
定

年
は
禁
止
と
し
た
う
え
で
、
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
措

置
と
し
て
、
65
歳
ま
で
の
定
年
引
上
げ
、
定
年
制
の
廃

止
、
65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
の
い
ず
れ
か

を
事
業
主
の
方
に
義
務
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

も
の
で
、
31
人
以
上
規
模
の
企
業
で
は
99
・
８
％
の
企

業
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
措
置
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
※1
。

今
回
の
法
改
正
で
は
、
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
に
加

え
、
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
努

力
義
務
と
し
て
新
設
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
努
力
義
務
は
、

①
定
年
を
65
歳
以
上
70
歳
未
満
に
定
め
て
い
る
事
業

主
、
②
70
歳
以
上
ま
で
引
き
続
き
雇
用
す
る
制
度
を
除

い
た
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
て
い
る
事
業
主
の
方
々

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
法
改
正
で
は
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
る

な
か
、
働
く
意
欲
が
あ
る
高
齢
者
の
方
々
が
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
そ
の
活
躍
で
き
る
環
境
の
整

備
を
行
う
た
め
に
、
個
々
の
労
働
者
の
多
様
な
特
性
や

ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
、
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
に

つ
い
て
、多
様
な
選
択
肢
を
法
制
度
上
で
整
え
ま
し
た
。

ま
ず
、
①
70
歳
ま
で
の
定
年
引
上
げ
、
②
定
年
制
の

廃
止
、
③
70
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
。
こ
れ

ら
三
つ
は
、
雇
用
関
係
の
な
か
で
70
歳
ま
で
の
就
業
確

保
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

加
え
て
、
④
70
歳
ま
で
継
続
的
に
業
務
委
託
契
約
を

締
結
す
る
制
度
の
導
入
、
⑤
70
歳
ま
で
継
続
的
に
社
会

貢
献
事
業
に
従
事
す
る
制
度
の
導
入
を
す
る
、
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
の
④
と
⑤
は
、
雇
用
関
係
で
は
な
い
な

か
で
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
を
確
保
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
、「
創
業
支
援
等
措
置
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
③
の
70
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
は
、
65
歳

以
降
70
歳
未
満
ま
で
は
特
殊
関
係
事
業
主
※2
に
加
え
て
、

他
社
で
継
続
雇
用
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

④
と
⑤
の
創
業
支
援
等
措
置
に
つ
い
て
、
特
に
⑤
の

社
会
貢
献
事
業
に
継
続
的
に
従
事
で
き
る
制
度
の
導
入

は
、ａ
．
事
業
主
が
自
ら
実
施
す
る
社
会
貢
献
事
業
と
、

ｂ
．
事
業
主
が
委
託
・
出
資
な
ど
を
す
る
団
体
が
行
う

社
会
貢
献
事
業
が
あ
り
、
こ
の
ａ
、
ｂ
い
ず
れ
か
に
従

事
で
き
る
制
度
を
導
入
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
い

ず
れ
の
場
合
も
、
有
償
の
も
の
※3
に
か
ぎ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
こ
で
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
④
と
⑤
の
創

業
支
援
等
措
置
は
、
雇
用
関
係
に
よ
ら
な
い
措
置
で
す

の
で
、
労
働
関
係
法
令
の
適
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
創
業
支
援
等
措
置
を
講
ず
る
場
合
は
、
創
業
支

援
等
措
置
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
過
半
数

労
働
組
合
等
の
同
意
を
得
て
、
そ
の
後
に
労
働
者
に
周

知
す
る
と
い
う
、
い
く
つ
か
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
措
置
は
努
力
義
務
で
す
が
、

事
業
主
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
改
正
法
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
労
使
間
で
十
分
に
ご
協
議

の
う
え
取
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
た
都

道
府
県
労
働
局
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
措
置
の
導
入
に

向
け
た
相
談
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
改
正
に
つ
い
て

〜
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
の
た
め
に
事
業
主
が
講
ず
る
べ
き
措
置（
努
力
義
務
）等
に
つ
い
て
〜

厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局 

高
齢
・
障
害
者
雇
用
開
発
審
議
官
　
達た

谷が

窟や

庸の
ぶ

野な
お

東
京

※1　厚生労働省「高年齢者雇用状況報告」（令和２年6月1日時点）
※2　特殊関係事業主……元の事業主のグループ会社のこと
※3　業務に従事することにより、高齢者に金銭が支払われるもの
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社
員
の
20
％
を
高
齢
社
員
が

占
め
る
時
代
に

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正
に
よ
り
、
70
歳
ま
で

の
就
業
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が
事
業
主
の
努
力
義
務

と
し
て
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
環
境
を
整
備
す
る
選

択
肢
と
し
て
、
雇
用
に
よ
る
も
の
と
雇
用
に
よ
ら
な
い

も
の
、
合
わ
せ
て
五
つ
の
選
択
肢
が
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
や
は
り
、
雇
用
に
よ
る
も
の
が
中
心
に
な
る
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、「
65
歳
以
上
の
高
齢
社
員
の
人
事
管
理
を
ど

う
構
築
す
る
か
」
と
い
う
こ
と
が
課
題
と
な
る
わ
け
で

す
が
、
そ
の
際
の
人
事
管
理
は
、
60
代
前
半
層
の
人
事

管
理
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
れ
ば
、
65
歳
以
上
も
同
じ

で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
本
日
は
主
に
65
歳
ま

で
の
人
事
管
理
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
が
、
こ
こ
を

し
っ
か
り
構
築
し
て
お
け
ば
、
65
歳
超
に
も
十
分
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

高
齢
社
員
の
人
事
管
理
を
整
備
す
る
う
え
で
ま
ず
念

頭
に
置
い
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
、
高
齢
社
員
の
割

合
で
す
。
約
５
人
に
1
人
、
つ
ま
り
、
社
員
の
20
％
は

60
歳
以
上
の
高
齢
社
員
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
会
社

に
占
め
る
高
齢
社
員
の
割
合
は
、
こ
ん
な
に
大
き
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
人
た
ち
に
が
ん

ば
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
、
経
営
上
、
企
業
は
深
刻
な
状

況
に
陥
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

も
う
一
つ
認
識
し
て
お
き
た
い
の
は
、
60
歳
を
超
え

て
も
働
き
続
け
る
こ
と
が
、
も
は
や
普
通
の
こ
と
に

な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
、
生
涯
働
く

「
自
営
業
主
型
働
き
方
」
へ
の
回
帰
で
あ
る
と
い
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
昔
は
み
な
、
農
業
や
自
営
業
で
年
齢

に
関
係
な
く
働
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
高
度
成
長

期
以
降
、
急
速
に
組
織
で
働
く
雇
用
者
が
増
え
て
、
定

年
制
度
な
ど
が
で
き
、
定
年
＝
引
退
と
い
う
よ
う
な
社

会
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
ま
た
、
年
齢
に
か
か
わ

り
な
く
働
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
ま
ず
、
こ
れ
だ
け

大
き
な
社
員
集
団
と
な
っ
た
高
齢
社
員
の
重
要
性
は
、

企
業
経
営
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
き
な
存
在
と
な
り
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
高
齢
社
員
の
活
用
に
つ
い
て
、
企
業

も
労
働
者
も
本
気
に
な
っ
て
向
か
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
、
そ
う
い
う
心
意
気
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

人
事
制
度
は
社
員
に
対
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ

現
状
で
は
、
60
歳
定
年
が
主
流
で
あ
り
、
定
年
以
降

は
再
雇
用
で
継
続
雇
用
す
る
制
度
が
一
般
的
と
な
っ
て

い
ま
す
。

人
事
管
理
を
み
る
と
、
多
く
の
場
合
、
60
歳
前
は
正

社
員
で
、再
雇
用
後
は
嘱
託
な
ど
の
非
正
社
員
と
な
り
、

正
社
員
用
の
人
事
管
理
と
、
60
歳
以
降
の
非
正
社
員
用

の
人
事
管
理
を
共
存
さ
せ
る
「
１
国
２
制
度
型
」
の
人

事
管
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
自
体
に
問
題
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
再
雇
用
後
の
高
齢
社
員
に
対
応

す
る
人
事
管
理
が
な
か
な
か
む
ず
か
し
く
、現
状
で
は
、

問
題
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く

な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

多
く
の
企
業
で
は
、
再
雇
用
後
、
同
じ
仕
事
を
継
続

し
て
担
当
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
職
責
や
成
果
期

東
京

高
齢
社
員
の
戦
力
化
に
向
け
た
賃
金
・
評
価
制
度

〜
合
理
的
な
人
事
管
理
と
シ
ニ
ア
に
必
要
な
意
識
転
換
〜

学
習
院
大
学
名
誉
教
授
　
学
習
院
さ
く
ら
ア
カ
デ
ミ
ー
長
　
今
野
浩
一
郎
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待
は
下
が
り
、
残
業
や
転
勤
は
も
う
し
な
く
て
も
よ
い

と
い
っ
た
制
約
的
な
働
き
方
を
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

処
遇
の
面
で
は
、
定
年
到
達
時
の
賃
金
を
一
律
に
下
げ

て
、
そ
の
後
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
働
き
ぶ
り
を
評
価

し
な
い
と
い
う
よ
う
な
賃
金
設
定
を
し
て
い
る
企
業
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
に
が
ん
ば
っ
て
も
賃
金
は
同
じ
、
働
き
ぶ
り

を
み
る
前
に
定
年
到
達
時
か
ら
一
律
に
賃
金
を
下
げ
る

と
い
う
の
は
、
も
は
や
賃
金
と
は
い
え
な
い
と
思
い
ま

す
。
人
事
制
度
と
い
う
も
の
は
、
社
員
に
対
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
一
つ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
処
遇
は
、「
高
齢

者
に
は
成
果
を
期
待
し
な
い
」、「
定
年
前
並
み
の
活
躍

を
期
待
し
な
い
」
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い

る
人
事
制
度
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
働
く
こ
と
を

期
待
し
な
い
の
は
、雇
用
と
は
い
い
ま
せ
ん
。
私
は「
福

祉
的
雇
用
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

当
然
な
が
ら
、
こ
う
し
た
制
度
の
適
用
を
受
け
る
高

齢
社
員
は
や
る
気
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
。
こ
う
し
た
社
員
が
千
人
中
１
人
や
２
人
な
ら
よ
い

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
社
員
の
５
人
に
1
人
が
高
齢
社

員
で
す
か
ら
、千
人
の
企
業
で
あ
れ
ば
２
０
０
人
で
す
。

そ
の
人
た
ち
が
み
ん
な
や
る
気
を
な
く
し
た
ら
、
経
営

は
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、

こ
の
５
人
に
1
人
の
高
齢
社
員
を
し
っ
か
り
と
戦
力
化

す
る
と
い
う
こ
と
が
企
業
経
営
に
と
っ
て
重
要
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

「
再
雇
用
」は
雇
用
契
約
の「
再
締
結
」

で
は
、
高
齢
社
員
を
戦
力
化
す
る
人
事
管
理
を
ど
う

構
築
す
る
の
か
。「
定
年
＋
再
雇
用
」
を
前
提
に
、
ま

ず
は
高
齢
社
員
の
活
用
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

定
年
後
の
「
再
雇
用
」
は
、
定
年
を
契
機
に
し
た
雇

用
契
約
の「
再
締
結
」と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
と
き
、

企
業
は
「
高
齢
社
員
か
ら
何
を
買
う
の
か
」、
高
齢
社

員
は
「
会
社
に
何
を
売
る
の
か
」
を
明
確
に
し
て
、
そ

れ
ら
に
基
づ
く
ニ
ー
ズ
の
す
り
合
わ
せ
を
通
し
て
活
用

の
仕
方
を
決
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、「
わ
が
社
で
は
い
ま
こ
う
い
う
業
務
を
し

て
い
る
か
ら
そ
れ
を
満
た
す
人
材
が
ほ
し
い
。
高
齢
社

員
の
な
か
に
そ
う
し
た
人
材
は
い
る
だ
ろ
う
か
」
と

い
っ
た
姿
勢
で
、
企
業
は
人
材
を
探
し
、
高
齢
社
員
と

雇
用
の
再
締
結
を
す
る
。

こ
れ
は
、
高
齢
社
員
の
た
め
に
仕
事
を
つ
く
る
「
供

給
サ
イ
ド
型
」
の
施
策
で
は
な
く
、
労
働
サ
ー
ビ
ス
を

必
要
と
す
る
側
か
ら
、高
齢
社
員
の
活
用
を
考
え
る「
需

要
サ
イ
ド
型
」
の
施
策
で
す
。
こ
う
い
う
心
構
え
で
雇

用
契
約
を
再
締
結
し
な
い
と
、
先
ほ
ど
述
べ
た
「
福
祉

的
雇
用
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
高
齢
社
員
も
、
や

は
り
必
要
と
さ
れ
る
場
で
働
く
と
い
う
こ
と
が
と
て
も

重
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た
活
用
施
策
が
基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
大
事
に
な
り
ま
す
。

処
遇
に
つ
い
て
は
、
高
齢
社
員
は
短
期
雇
用
型
の
特

性
に
対
応
す
る
「
仕
事
ベ
ー
ス
の
賃
金
」
が
合
理
的
な

選
択
で
す
。
仕
事
の
重
要
度
に
見
合
っ
た
賃
金
設
定
に

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
高
齢
社
員
の
場
合
は
残
業
も
転
勤
も
し
な
い

と
い
う
制
約
社
員
と
し
て
、そ
の
分
賃
金
を
調
整
す
る
。

つ
ま
り
、
短
期
雇
用
型
で
制
約
社
員
と
い
う
タ
イ
プ
に

合
わ
せ
た
処
遇
制
度
を
設
計
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

合
理
性
が
あ
る
処
遇
が
決
ま
る
と
い
え
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
合
理
性
の
あ
る
賃
金
制
度
を
設

キ
ャ
リ
ア
・
役
割
転
換
に
と
も
な
う

意
識
転
換
を

60
歳
を
超
え
て
、
65
歳
、
70
歳
ま
で
働
く
、
も
し
か

し
た
ら
生
涯
働
く
、
と
い
う
こ
と
を
想
定
す
る
と
、
働

く
期
間
は
と
て
も
長
く
な
り
ま
す
。

長
期
化
し
て
、
最
後
ま
で
若
い
と
き
の
よ
う
に
よ
り

高
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
目
ざ
し
て
が
ん
ば
る
と
い
う
「
上

り
続
け
る
キ
ャ
リ
ア
」
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
ど
こ
か
で

転
換
し
て
、
少
し
キ
ャ
リ
ア
を
下
に
向
け
て
い
く
。
そ

こ
を
上
手
に
、
下
に
向
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
年
齢

に
関
係
な
く
ず
っ
と
働
き
続
け
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。い

ず
れ
に
し
て
も
、
働
く
期
間
が
長
く
な
る
と
、
あ

る
時
点
を
超
え
た
と
き
に
、
会
社
で
求
め
ら
れ
る
役
割

が
代
わ
り
、
キ
ャ
リ
ア
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を

理
解
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
高
齢
社
員
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
の
一
つ
で
す
。

例
え
ば
、
管
理
職
と
し
て
責
任
あ
る
仕
事
を
し
て
き

た
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
は
転
換
し
て
、
一
担
当
者
の
プ

ロ
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
場
面
で
、
き

ち
ん
と
意
識
転
換
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
こ
の
こ
と
が

い
く
つ
に
な
っ
て
も
活
躍
し
て
い
く
た
め
の
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
企
業
は
こ
の
よ

う
な
意
識
転
換
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
意
識
転
換
を

支
援
す
る
体
制
も
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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れ
ら
に
基
づ
く
ニ
ー
ズ
の
す
り
合
わ
せ
を
通
し
て
活
用

の
仕
方
を
決
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、「
わ
が
社
で
は
い
ま
こ
う
い
う
業
務
を
し

て
い
る
か
ら
そ
れ
を
満
た
す
人
材
が
ほ
し
い
。
高
齢
社

員
の
な
か
に
そ
う
し
た
人
材
は
い
る
だ
ろ
う
か
」
と

い
っ
た
姿
勢
で
、
企
業
は
人
材
を
探
し
、
高
齢
社
員
と

雇
用
の
再
締
結
を
す
る
。

こ
れ
は
、
高
齢
社
員
の
た
め
に
仕
事
を
つ
く
る
「
供

給
サ
イ
ド
型
」
の
施
策
で
は
な
く
、
労
働
サ
ー
ビ
ス
を

必
要
と
す
る
側
か
ら
、高
齢
社
員
の
活
用
を
考
え
る「
需

要
サ
イ
ド
型
」
の
施
策
で
す
。
こ
う
い
う
心
構
え
で
雇

用
契
約
を
再
締
結
し
な
い
と
、
先
ほ
ど
述
べ
た
「
福
祉

的
雇
用
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
高
齢
社
員
も
、
や

は
り
必
要
と
さ
れ
る
場
で
働
く
と
い
う
こ
と
が
と
て
も

重
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た
活
用
施
策
が
基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
大
事
に
な
り
ま
す
。

処
遇
に
つ
い
て
は
、
高
齢
社
員
は
短
期
雇
用
型
の
特

性
に
対
応
す
る
「
仕
事
ベ
ー
ス
の
賃
金
」
が
合
理
的
な

選
択
で
す
。
仕
事
の
重
要
度
に
見
合
っ
た
賃
金
設
定
に

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
高
齢
社
員
の
場
合
は
残
業
も
転
勤
も
し
な
い

と
い
う
制
約
社
員
と
し
て
、そ
の
分
賃
金
を
調
整
す
る
。

つ
ま
り
、
短
期
雇
用
型
で
制
約
社
員
と
い
う
タ
イ
プ
に

合
わ
せ
た
処
遇
制
度
を
設
計
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

合
理
性
が
あ
る
処
遇
が
決
ま
る
と
い
え
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
合
理
性
の
あ
る
賃
金
制
度
を
設

定
し
て
も
、
定
年
を
契
機
に
し
て
、
賃
金
が
下
が
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
と
な
り
ま
す
。
同
じ
分
野
の
仕
事
を
し

て
も
、
定
年
を
契
機
に
職
責
が
落
ち
れ
ば
仕
事
の
重
要

度
が
落
ち
ま
す
か
ら
、
賃
金
が
下
が
る
こ
と
に
な
る
わ

け
で
す
。
し
か
し
、
人
間
は
そ
ん
な
に
合
理
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、「
賃
金
が
下
が
っ
た
こ
と
に
は
や
っ

ぱ
り
不
満
だ
」
と
い
う
思
い
が
、
ど
う
し
て
も
高
齢
社

員
に
は
残
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
の
思
い
が
強
い

と
、
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
の
で
、対
応
策
を
考
え
て
お
く
こ
と
も
大
事
で
す
。

企
業
は
ま
ず
、
高
齢
社
員
に
対
し
て
戦
力
化
す
る
た
め

の
合
理
的
な
人
事
管
理
に
つ
い
て
一
生
懸
命
説
明
し
、

高
齢
社
員
の
納
得
を
得
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
な
お
高
齢
社
員
に
不
満
が
残
る
な
ら
、
今

度
は
高
齢
社
員
自
身
に
変
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
再
雇
用
は
、
定
年
を
契
機
に
し
た
雇
用
契

約
の
再
締
結
で
す
か
ら
、
一
種
の
社
内
中
途
採
用
と
い

え
ま
す
。
例
え
ば
、
中
途
採
用
試
験
を
受
け
て
働
こ
う

と
す
る
と
き
、「
私
は
こ
う
い
う
能
力
を
持
っ
て
い
て
、

こ
う
い
う
こ
と
で
会
社
に
貢
献
し
ま
す
」
と
ア
ピ
ー
ル

す
る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
高
齢
社
員
も
、
ど
の
よ
う

な
役
割
を
通
し
て
会
社
や
職
場
に
貢
献
す
る
か
、
き
ち

ん
と
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
会
社
が
仕
事
を

用
意
し
て
く
れ
る
の
は
当
然
だ
、
と
い
う
意
識
で
は
な

く
、
ぜ
ひ
と
も
意
識
転
換
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
・
役
割
転
換
に
と
も
な
う

意
識
転
換
を

60
歳
を
超
え
て
、
65
歳
、
70
歳
ま
で
働
く
、
も
し
か

し
た
ら
生
涯
働
く
、
と
い
う
こ
と
を
想
定
す
る
と
、
働

く
期
間
は
と
て
も
長
く
な
り
ま
す
。

長
期
化
し
て
、
最
後
ま
で
若
い
と
き
の
よ
う
に
よ
り

高
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
目
ざ
し
て
が
ん
ば
る
と
い
う
「
上

り
続
け
る
キ
ャ
リ
ア
」
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
ど
こ
か
で

転
換
し
て
、
少
し
キ
ャ
リ
ア
を
下
に
向
け
て
い
く
。
そ

こ
を
上
手
に
、
下
に
向
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
年
齢

に
関
係
な
く
ず
っ
と
働
き
続
け
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。い

ず
れ
に
し
て
も
、
働
く
期
間
が
長
く
な
る
と
、
あ

る
時
点
を
超
え
た
と
き
に
、
会
社
で
求
め
ら
れ
る
役
割

が
代
わ
り
、
キ
ャ
リ
ア
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を

理
解
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
高
齢
社
員
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
の
一
つ
で
す
。

例
え
ば
、
管
理
職
と
し
て
責
任
あ
る
仕
事
を
し
て
き

た
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
は
転
換
し
て
、
一
担
当
者
の
プ

ロ
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
場
面
で
、
き

ち
ん
と
意
識
転
換
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
こ
の
こ
と
が

い
く
つ
に
な
っ
て
も
活
躍
し
て
い
く
た
め
の
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
企
業
は
こ
の
よ

う
な
意
識
転
換
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
意
識
転
換
を

支
援
す
る
体
制
も
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

60
歳
定
年
制
の
機
能
を
認
識
す
る

現
在
、
多
く
の
企
業
で
は
定
年
を
60
歳
と
し
て
い
ま

す
が
、
改
正
高
齢
法
は
す
で
に
希
望
者
全
員
65
歳
ま
で

の
雇
用
を
求
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
定
年
延
長
・
再

雇
用
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
は
す
で
に
「
実
質
65
歳
定

年
時
代
」
と
い
え
る
の
で
す
。

今
後
、
定
年
を
延
長
す
る
企
業
が
増
え
て
く
る
と
思

い
ま
す
が
、
定
年
延
長
を
し
て
も
し
な
く
て
も
、
60
歳

以
降
の
高
齢
社
員
に
戦
力
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
た

め
の
人
事
管
理
は
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
こ
と
と
基
本

は
同
じ
で
す
。

た
だ
、
注
意
し
た
い
こ
と
と
し
て
、「
定
年
の
機
能

変
化
」
を
頭
に
入
れ
て
お
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
現
在
の
定
年
制
は
、
定
年
を
一
つ
の
契
機
と
し

て
、「
キ
ャ
リ
ア
転
換
促
進
」
の
機
能
が
主
流
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、

職
業
生
活
が
長
く
な
る
と
、
ど
こ
か
で
キ
ャ
リ
ア
を
転

換
す
る
必
要
が
出
て
く
る
の
で
、
そ
れ
を
促
進
す
る
機

能
が
現
在
の
60
歳
定
年
制
と
い
う
こ
と
で
す
。
定
年
を

延
長
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
「
キ
ャ
リ
ア
転
換
促

進
」機
能
が
、定
年
延
長
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
の
で
、「
定

年
延
長
で
何
を
ね
ら
う
の
か
」
を
真
剣
に
検
討
し
な
が

ら
、「
60
歳
定
年
」
に
代
わ
る
キ
ャ
リ
ア
転
換
装
置
の

構
築
を
セ
ッ
ト
で
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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当
社
は
、
創
業
者
で
あ
る
川
崎
正し

ょ
う

蔵ぞ
う

が
船
造
り
を
始

め
た
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
１
８
９
６
（
明
治
29
）

年
の
設
立
か
ら
１
２
４
年
※1
と
な
り
ま
す
。
現
在
は
大

き
く
分
け
て
、
航
空
宇
宙
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
プ
ラ

ン
ト
、精
密
機
械・ロ
ボ
ッ
ト
、船
舶
海
洋
、車
両
、モ
ー

タ
ー
サ
イ
ク
ル
＆
エ
ン
ジ
ン
の
六
つ
の
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
従
業
員
数
は
、
単
体
で
約
１
万
７
千
人
。

う
ち
、
管
理
職
が
約
４
千
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
社
で
は
２
０
０
４（
平
成
16
）年
の
早
い
段
階
で
、

一
般
従
業
員
の
定
年
を
60
歳
か
ら
63
歳
へ
段
階
的
に
引

き
上
げ
、
63
歳
以
降
は
65
歳
ま
で
の
再
雇
用
制
度
を
設

け
ま
し
た
。
以
降
徐
々
に
一
般
従
業
員
の
高
齢
者
層
の

賃
金
水
準
の
改
善
に
取
り
組
み
、２
０
１
９
年
４
月
に
、

一
般
従
業
員
の
定
年
を
65
歳
に
延
長
し
ま
し
た
。

そ
し
て
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
４
月
に
は
、
一
般

従
業
員
の
処
遇
制
度
を
新
た
に
見
直
す
予
定
で
す
。
年

齢
給
の
廃
止
や
評
価
制
度
の
見
直
し
と
い
っ
た
大
き
な

改
定
で
す
。
ま
た
、
管
理
職
の
定
年
年
齢
を
現
在
の
60

歳
か
ら
65
歳
へ
延
長
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

人
事
制
度
全
般
を
見
直
す
な
か
で

定
年
延
長
や
賃
金
設
定
を
行
う

２
０
０
４
年
の
早
い
段
階
で
当
社
が
定
年
延
長
に
ふ

み
切
っ
た
背
景
に
は
、
い
く
つ
か
の
事
情
が
あ
り
ま
し

た
。
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
世
代
の
大
量
定
年
退
職

に
よ
り
、
社
内
の
労
働
力
が
大
き
く
減
っ
て
い
く
こ
と

が
目
に
見
え
て
い
る
一
方
で
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

受
注
が
決
ま
り
、
高
度
な
技
量
を
要
す
る
多
種
類
の
職

種
が
必
要
で
あ
り
、
高
齢
者
の
活
用
を
考
え
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
50
年
代
後
半
〜
60
年
代
の
造
船
不
況
時
に
採
用

を
絞
っ
た
こ
と
か
ら
、
35
〜
45
歳
く
ら
い
の
層
が
極
端

に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
採
用
と

い
う
の
は
、
ど
ん
な
に
不
景
気
で
も
や
り
続
け
な
い
と

い
け
な
い
と
、
身
に
沁
み
て
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
60
代
前
半
層
の
雇
用
義
務
化
と
い
っ
た
雇
用

環
境
の
変
化
も
あ
る
な
か
、
単
に
高
齢
層
の
と
こ
ろ
だ

け
を
改
革
す
る
の
で
は
な
く
、
人
事
制
度
全
般
の
見
直

し
に
よ
る
労
務
費
の
変
動
費
化
に
着
手
す
る
な
か
で
、

定
年
延
長
を
行
い
ま
し
た
。

継
続
雇
用
で
は
な
く
定
年
延
長
と
し
た
の
は
、
正
規

従
業
員
と
し
て
の
雇
用
に
よ
る
モ
ラ
ル
ア
ッ
プ
、
各
種

人
事
制
度
改
定
の
代
償
措
置
と
し
て
の
位
置
づ
け
や
、

１
９
９
９
年
か
ら
労
働
組
合
と
定
年
延
長
の
検
討
を
し

て
い
た
こ
と
、さ
ら
に
、退
職
給
付
債
務
（
勤
務
費
用
）

の
軽
減
と
い
っ
た
理
由
か
ら
で
し
た
。

そ
し
て
、
人
事
制
度
全
般
に
つ
い
て
七
つ
の
項
目
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
基
本
的
に
は
労
務
費
を
変
動

費
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、成
果
主
義
、実
費
主
義
、

自
助
努
力
と
い
っ
た
も
の
を
強
め
る
制
度
に
し
ま
し
た
。

従
業
員
と
し
て
は
、
が
ん
ば
ら
な
い
と
賃
金
が
上
が
り

ま
せ
ん
し
、
当
初
は
社
内
に
不
安
の
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
定
年
延
長
に
ふ
み
切
っ
た
わ

け
で
す
。

定
年
延
長
に
関
連
す
る
取
組
み
で
実
際
に
行
っ
た
の

は
、
定
期
昇
給
制
度
の
見
直
し
、
高
齢
・
高
職
給
化
し

た
昇
給
原
資
の
適
正
化
、
青
天
井
の
昇
給
制
度
か
ら
レ

ン
ジ
（
職
能
資
格
ご
と
の
上
限
）
の
あ
る
昇
給
制
度
へ

の
変
更
、
加
点
主
義
の
導
入
で
し
た
。

企業事例
発表 ❶

大
阪

65
歳
へ
の
雇
用
延
長
の
取
組
み

労
働
条
件
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て

川
崎
重
工
業
株
式
会
社  

人
事
本
部 

労
政
部 

労
政
企
画
課
課
長　

川か
わ

内ち

寿と
し

夫お

※1　本シンポジウム開催時（2020年11月12日）
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退
職
金
制
度
は
、
管
理
職
は
Ｄ
Ｃ
制
度
（
確
定
拠
出

年
金
制
度
）
を
導
入
し
ま
し
た
。
退
職
金
の
一
部
を
前

払
い
し
て
Ｐ
Ｂ
Ｏ
※2
の
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
化
を
図
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
バ
ラ
ン
ス
・
プ
ラ
ン
の
導

入
、
死
亡
退
職
金
の
年
金
化
、
60
歳
到
達
時
点
で
の
退

職
金
の
一
部
前
払
い
の
実
施
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
成
果
を
重
視

新
人
事
制
度
を
協
議
中

当
初
の
63
歳
へ
の
定
年
延
長
は
、
２
年
に
１
歳
ず
つ

延
ば
し
て
い
き
、２
０
０
９
年
に
63
歳
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
4
月
に
は
、
さ
ら
に
65
歳
ま
で
定
年
を

延
長
し
、
基
本
的
に
再
雇
用
制
度
は
な
く
な
る
方
向
と

な
っ
て
い
ま
す
。

定
年
延
長
を
導
入
し
た
当
初
の
賃
金
は
、
60
歳
到
達

時
点
の
５
〜
６
割
程
度
に
設
定
し
、
毎
年
の
査
定
昇
給

を
実
施
し
ま
し
た
。
賞
与
は
60
歳
未
満
と
同
算
式
で
計

算
。
退
職
金
は
毎
月
５
千
円
増
額
。
福
利
厚
生
は
従
来

と
同
じ
と
し
ま
し
た
。

定
年
延
長
に
と
も
な
う
退
職
金
の
一
部
前
払
い
と
し

て
、
60
歳
到
達
時
点
で
本
人
の
希
望
・
選
択
に
よ
り
、

３
０
０
万
円
以
内
の
任
意
の
金
額
を
受
取
り
可
能
と
し

ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
退
職
金
に
は
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
一
時
所
得
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
希
望
者
は

非
常
に
少
な
か
っ
た
で
す
。

一
方
で
、
賃
金
減
額
に
対
す
る
不
満
は
と
て
も
大
き

な
も
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
高
齢
社
員
活
用
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
や
分
社
化
し
た
会
社
の
再
統
合
な
ど
を
背
景

に
、
高
齢
社
員
の
労
働
条
件
の
改
善
に
取
り
組
み
、
そ

れ
ま
で
58
歳
時
に
給
与
が
減
額
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
改

善
す
る
と
と
も
に
Ｌ
Ｓ
手
当
※3
を
60
歳
以
降
も
支
給
す

る
こ
と
と
し
、
賃
金
水
準
を
改
善
。
現
在
は
、
60
歳
以

降
緩
や
か
に
減
額
し
、64
歳
で
７
割
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
意
識
づ
け
と
し
て
、
55
歳
に
到
達
し
た
幹
部

職
員
を
対
象
に
し
た
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
を
1
泊
2
日

で
行
い
、
い
ま
ま
で
の
会
社
人
生
の
棚
卸
し
と
今
後
の

会
社
人
生
の
目
標
設
定
と
老
後
の
生
活
設
計
を
行
う
機

会
と
し
て
い
ま
す
。
55
歳
に
到
達
し
た
一
般
従
業
員
に

は
気
づ
き
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
会
社
制
度
の
説
明
と
老

後
の
生
活
資
金
の
説
明
な
ど
を
3
時
間
ほ
ど
で
行
っ
て

い
ま
す
。

現
在
の
年
齢
構
成
は
、
従
来
に
比
べ
れ
ば
い
び
つ
さ

が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
技
能
伝
承
の

た
め
、
伝
承
す
べ
き
技
能
を
持
ち
、
後
進
育
成
の
資
質

を
有
す
る
56
歳
以
上
の
社
員
を
「
範は

ん

師し

」
と
し
て
認
定

す
る「
範
師
制
度
」を
導
入
し
ま
し
た
。
任
期
は
1
年
。

技
能
伝
承
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。
現
在
、
全
社
で
約

30
人
が
活
躍
中
で
す
。

ま
た
、
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
、

新
人
事
制
度
を
協
議
し
て
い
ま
す
。
協
議
し
て
い
る
項

目
の
一
つ
は
、
職
能
資
格
制
度
で
す
。
同
じ
仕
事
で
な

ん
と
な
く
報
酬
が
上
が
っ
て
い
く
仕
組
み
で
は
な
く
、

幹
部
職
員
に
つ
い
て
は
役
割
等
級
制
度
を
再
構
築
し
、

一
般
従
業
員
も
大
き
な
括く

く

り
の
コ
ー
ス
管
理
を
導
入
し

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

肝
は
、
評
価
制
度
の
改
定
で
す
。
現
在
は
相
対
評
価

で
運
用
し
て
い
ま
す
が
、
絶
対
評
価
を
導
入
し
、
結
果

を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
賞
与
に
反
映
す
る
、
こ
れ
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
を
極
力
排

除
し
た
制
度
に
し
て
、
い
わ
ゆ
る
昇
進
・
昇
給
の
停
止

年
齢
の
廃
止
を
検
討
中
で
す
。

給
与
体
系
に
つ
い
て
は
、
管
理
職
は
年
俸
制
か
ら
月

給
制
へ
、
一
般
従
業
員
は
Ｌ
Ｓ
手
当
を
廃
止
し
、
成
果

と
職
責
に
よ
り
報
酬
が
上
が
る
仕
組
み
に
し
、
退
職
金

も
勤
続
要
素
か
ら
成
果
加
算
へ
の
組
み
替
え
や
、
Ｐ
Ｂ

Ｏ
の
圧
縮
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
管
理
職
も
一
般
従
業
員
と
同
じ
よ
う
な
考
え

方
で
、
65
歳
へ
の
定
年
延
長
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

※2　PBO……Projected Benefit Obligation（退職給付債務）のこと
※3　LS手当……ライフステージ手当。18歳から65歳まで設定している年齢給のこと

定年制度
 ● 一般従業員は2004年に60歳から63歳
へ、2019年に65歳へ延長

 ● 管理職は、定年60歳、その後は上限5年
の再雇用制度があるが、65歳へ定年延長
を協議中

高齢社員の労働条件を改善
 ● 2011年度に賃金水準などを改善

55歳到達者に対する研修
 ● 幹部職員対象キャリアセミナー
 ● 一般従業員対象気づきセミナー

範師制度
 ● 56歳以上の社員を「範師」として認定
 ● 伝承すべき技能を後進に指導する

高齢社員の戦力化に向けて
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当
社
は
１
８
９
３
（
明
治
26
）
年
に
創
業
し
て
、
２

０
２
０
（
令
和
２
）
年
で
１
２
７
年
目
を
迎
え
る
会
社

で
す
。
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
に
は
、
大
同
生
命
お

よ
び
Ｔ
＆
Ｄ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
生
命
と
と
も
に
、
持
ち

株
会
社
で
あ
る
Ｔ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
を
設
立
し

ま
し
た
。

当
社
は
、
多
く
の
保
険
会
社
が
企
業
を
中
心
に
営
業

活
動
を
行
う
の
に
対
し
、
家
庭
を
一
軒
一
軒
訪
問
し
て

商
品
を
販
売
す
る
、
家
庭
マ
ー
ケ
ッ
ト
中
心
の
販
売
戦

略
を
と
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
人
生
１
０
０
歳
時
代
を

先
取
り
し
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
ご
家
庭
に
お
届
け
す

る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
お
客
さ
ま
の
安
心
で
豊

か
な
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
事
業

展
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
３
月
末
時
点
の
従
業
員
数
は
、
内
務
職

員
が
２
３
３
３
人
、
営
業
職
員
が
８
０
７
１
人
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
内
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
７
年

４
月
に
定
年
を
60
歳
か
ら
65
歳
に
延
長
し
、
最
長
70
歳

ま
で
働
け
る
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
営

業
職
員
に
つ
い
て
は
２
０
０
５
年
に
70
歳
定
年
を
導
入

し
て
お
り
、
１
年
契
約
の
更
新
に
よ
り
最
長
80
歳
ま
で

働
け
る
環
境
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

当
社
で
は
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
と
い
う
社
会
的
課

題
に
応
え
る
た
め
、「
従
業
員
」、「
お
客
様
」、「
社
会
」

の
す
べ
て
を
元
気
に
す
る
取
組
み
「
太
陽
の
元
気
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
社
会
や
お
客
様
を

元
気
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
従
業
員
が
元
気
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
、２
０
１
６
年
６
月
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

な
か
で
も
一
番
大
き
な
施
策
が
、雇
用
を
確
保
し
て
、

従
業
員
が
安
心
し
て
老
後
を
迎
え
ら
れ
る
環
境
を
つ
く

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
内
務
職
員
を
対
象
に
、
処
遇
を

維
持
し
た
ま
ま
定
年
を
65
歳
に
延
長
し
、
定
年
退
職
後

は
最
長
70
歳
ま
で
働
け
る
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
ま

し
た
。
ま
た
、当
時
57
歳
と
し
て
い
た
役
職
定
年
制
度・

特
別
職
員
制
度
を
廃
止
し
ま
し
た
。

定
年
と
継
続
雇
用
年
齢
を
引
き
上
げ
た
背
景
に
は
、

従
業
員
の
高
齢
化
・
晩
婚
化
が
進
ん
だ
こ
と
や
、
生
涯

未
婚
の
従
業
員
も
増
え
、
経
済
的
な
不
安
を
訴
え
る
者

が
増
え
て
き
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
年

齢
者
雇
用
安
定
法
改
正
な
ど
の
国
策
と
企
業
へ
の
要

請
、
加
え
て
、
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
も
考
慮
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
当
社
の
課
題
と
し
て
、
人
員
構
成
上
の
大

き
な
山
と
谷
が
あ
り
、
適
切
な
管
理
職
体
制
の
維
持
と

シ
ニ
ア
層
の
活
性
化
が
求
め
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
層
の
従
業
員
は
、
65

歳
定
年
と
し
た
２
０
１
７
年
４
月
の
段
階
で
は
40
〜
50

人
で
し
た
が
、
現
在
は
１
０
０
人
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま

す
。制
度
導
入
か
ら
10
年
後
の
２
０
２
７
年
４
月
に
は
、

総
合
職
約
１
２
０
０
人
の
う
ち
約
３
０
０
人
が
60
歳
以

上
と
な
る
見
込
み
で
す
。
シ
ニ
ア
層
に
従
来
通
り
活
躍

し
て
も
ら
わ
な
い
と
会
社
と
し
て
健
全
な
成
長
が
で
き

な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
定
年
延
長
と
継
続
雇
用
年

齢
の
引
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

新
入
社
員
か
ら
65
歳
ま
で

同
じ
人
事
処
遇
体
系
を
実
現

当
社
で
は
人
事
諸
制
度
を
、
こ
の
４
年
間
で
2
度
改

定
し
て
い
ま
す
。
１
度
目
の
２
０
１
７
年
4
月
の
改
定

企業事例
発表 ❷

東
京

高
齢
社
員
戦
力
化
に
向
け
た
活
用
戦
略
と

賃
金
・
評
価
制
度
、
長
く
元
気
に
働
け
る
環
境
づ
く
り

太
陽
生
命
保
険
株
式
会
社  

人
事
部 

人
事
課
長
　
一い

ち

番ば

ヶが

瀬せ

智
彦
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で
は
、
先
ほ
ど
説
明
し
た
よ
う
に
内
務
職
員
を
対
象
に

65
歳
定
年
制
度
を
導
入
し
、
新
入
社
員
か
ら
65
歳
ま
で

同
じ
人
事
処
遇
体
系
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
最
長
70

歳
ま
で
働
け
る
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
ま

た
、
役
職
定
年
と
特
別
職
員
制
度
を
廃
止
し
、
年
齢
に

よ
る
一
律
の
処
遇
引
下
げ
を
な
く
す
こ
と
で
、
競
争
意

識
を
持
ち
意
欲
的
に
活
躍
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま

し
た
。

同
時
に
、
初
任
給
の
引
上
げ
、
福
利
厚
生
制
度
の
充

実
、
健
康
経
営
を
推
進
し
、
若
手
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
、

年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
高
い
意
欲
で
能
力
や
成
果
を
発
揮

で
き
る
環
境
を
構
築
す
る
、
全
世
代
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
改
定
を
進
め
ま
し
た
。

当
社
で
は
退
職
一
時
金
に
つ
い
て
は
ポ
イ
ン
ト
制
を

採
用
し
て
い
ま
す
が
、
定
年
年
齢
を
65
歳
に
引
き
上
げ

た
こ
と
に
と
も
な
い
、
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
は
60
歳
ま
で

と
し
、
支
給
時
期
を
65
歳
と
し
ま
し
た
。
61
歳
か
ら
65

歳
ま
で
の
賃
金
が
大
幅
に
上
昇
す
る
た
め
、
60
歳
時
点

の
金
額
と
し
て
い
ま
す
。退
職
年
金
に
つ
い
て
は
、支
給

開
始
年
齢
は
65
歳
と
し
、
支
給
方
法
は
10
年
保
証
期
間

付
確
定
給
付
型
終
身
年
金
を
維
持
し
、
支
給
金
額
は
旧

制
度
と
同
額
と
し
て
い
ま
す
。

2
度
目
の
人
事
諸
制
度
の
改
定
は
、
２
０
２
０
年
4

月
に
実
施
し
ま
し
た
。

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
人
事
運
用
を
行
う
た
め
、
評
価
項

目
・
評
価
基
準
の
明
確
化
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
評

価
乗
率
を
見
直
し
、
職
位
に
応
じ
て
人
事
評
価
の
処
遇

反
映
を
最
大
２
倍
程
度
引
き
上
げ
、
よ
り
成
果
が
反
映

し
や
す
い
処
遇
を
実
現
し
、
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
昇
降
格
要
件
の

明
確
化
・
早
期
化
・
厳
格
化
、
給
与
テ
ー
ブ
ル
の
見
直

し
を
行
い
、
固
定
部
分
を
縮
小
し
、
変
動
部
分
を
拡
大

す
る
こ
と
で
、
成
果
発
揮
や
管
理
職
登
用
、
上
位
管
理

職
ほ
ど
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
よ
り
働
く
処
遇
体
系
と
す

る
な
ど
、
１
度
目
の
改
定
か
ら
３
年
経
過
し
た
と
こ
ろ

で
、
成
果
に
対
し
て
、
よ
り
一
層
評
価
を
反
映
で
き
る

よ
う
な
体
系
に
改
め
ま
し
た
。

仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
の
充
実
と

従
業
員
の
健
康
増
進
に
も
取
り
組
む

65
歳
定
年
制
度
を
導
入
し
、
長
く
働
け
る
就
労
環
境

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
仕
事
と
生
活
の
両

立
支
援
制
度
の
充
実
と
従
業
員
の
健
康
増
進
に
関
す
る

取
組
み
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

両
立
支
援
制
度
の
充
実
と
し
て
は
、
最
長
３
年
間
取

得
で
き
る
介
護
休
業
や
年
30
日
間
有
給
で
取
得
で
き
る

介
護
休
暇
、
子
が
小
学
校
卒
業
ま
で
利
用
で
き
る
短
時

間
勤
務
制
度
、男
性
従
業
員
の
育
児
休
業
の
取
得
促
進
、

不
妊
治
療
お
よ
び
が
ん
治
療
に
よ
る
通
院
休
暇
を
導
入

し
た
ほ
か
、
介
護
や
が
ん
治
療
を
要
件
と
し
て
週
３
〜

４
日
勤
務
が
で
き
る
制
度
も
導
入
し
ま
し
た
。

従
業
員
の
健
康
増
進
に
つ
い
て
は
、
①
健
康
増
進
セ

ミ
ナ
ー
の
実
施
や
ク
ア
オ
ル
ト
※
を
活
用
し
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
の
予
防
・
意
識
向
上
に
関
す
る
取
組
み
、

②
Ｍ
Ｃ
Ｉ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
実
施
な
ど
の
認
知

症
の
早
期
発
見
に
関
す
る
取
組
み
、
③
再
検
査
や
精
密

検
査
の
１
０
０
％
受
診
の
徹
底
な
ど
の
重
症
化
予
防
に

関
す
る
取
組
み
で
、
人
事
部
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
て

い
ま
す
。

人
事
制
度
の
改
定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
福
利
厚
生
制
度

の
充
実
、
健
康
経
営
の
推
進
と
も
合
わ
せ
て
、
全
世
代

型
の
取
組
み
「
太
陽
の
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
通
じ

て
、
従
業
員
が
長
く
元
気
に
高
い
意
欲
で
働
け
る
環
境

を
構
築
し
て
い
ま
す
。

※　 クアオルト……「クア（治療・療養）」と「オルト（場所・地域）」を合わせた「療養地」という意味のドイツ語

65歳定年制度を導入
 ● 内務職員（約2300人）の定年を60歳か65歳へ
延長。処遇は60歳到達時を維持

最長70歳までの継続雇用制度を導入
 ● 定年退職後、最長70歳まで嘱託社員として働け
る継続雇用制度を導入

役職定年・特別職員制度を廃止
仕事と生活の両立支援制度を充実
従業員の健康増進に取り組む

 ※ 営業職員は、2005年1月に定年年齢を70歳とし、
最長80歳まで働ける制度を導入済み

高齢社員の戦力化に向けて
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今
野　
両
社
の
事
例
発
表
で
は
、
定
年
延
長
に
と
も
な

う
処
遇
や
評
価
制
度
の
改
定
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
ず
は
、
こ
の
点
か
ら
お
聞
き
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

一
番
ヶ
瀬　
当
社
の
場
合
、
部
長
と
課
長
、
支
社
長
と

次
長
な
ど
管
理
職
の
年
次
が
逆
転
す
る
事
例
も
多
く
、

い
わ
ゆ
る
成
果
主
義
型
の
人
事
制
度
が
徹
底
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
少
数
精
鋭
で
あ
り
、
一
度
降
職
を
し

て
も
再
度
成
果
を
あ
げ
れ
ば
、
何
度
で
も
上
位
職
に
登

用
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
年
齢
に

よ
ら
な
い
成
果
に
応
じ
た
人
事
運
用
が
徹
底
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
成
功
の
一
番
の
要
因
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

川
内　
当
社
も
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
４
月
か
ら
、

年
齢
と
い
う
要
素
を
排
除
す
る
と
い
う
仕
組
み
に
変
え

て
い
く
方
向
で
新
制
度
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
年
功
で

昇
格
せ
ず
、
基
本
的
に
能
力
と
役
割
を
見
て
処
遇
を
決

め
て
い
く
と
い
う
内
容
で
、
全
世
代
に
対
し
て
、
同
じ

考
え
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
野　
考
え
て
み
れ
ば
あ
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
成

果
に
見
合
っ
た
給
料
で
、
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
働
い

て
も
ら
う
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

川
内　
は
い
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

一
番
ヶ
瀬　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

今
野　
す
る
と
、
制
度
を
そ
こ
ま
で
ど
う
持
っ
て
い
く

か
、と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
定
年
延
長
を
考
え
て
い
る
会
社
に
向
け

て
、
こ
れ
だ
け
は
い
っ
て
お
き
た
い
、
と
い
う
こ
と
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

川
内　

定
年
延
長
に
だ
け
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、

「
ト
ー
タ
ル
の
人
事
処
遇
制
度
を
見
直
す
な
か
で
定
年

延
長
も
や
っ
て
い
く
」、
と
い
う
取
組
み
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
年
延
長
は
コ

ス
ト
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
施
策
で
あ
る
と
い
う
認
識
で

躊ち
ゅ
う

躇ち
ょ

さ
れ
る
会
社
も
お
あ
り
か
と
思
い
ま
す
が
、
ト
ー

タ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
考
え
、
従
業
員
に
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
伝
え
て
い
く
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

一
番
ヶ
瀬　
当
社
で
は
経
営
ト
ッ
プ
の
「
人
件
費
は
コ

ス
ト
で
は
な
く
投
資
で
あ
る
」
と
い
う
価
値
観
を
大
切

に
し
、
65
歳
定
年
制
度
、
役
職
定
年
や
年
齢
に
よ
る
処

遇
の
切
り
下
げ
な
ど
の
廃
止
を
行
い
、
新
入
社
員
か
ら

65
歳
ま
で
同
じ
人
事
制
度
の
な
か
で
成
長
し
合
え
る
環

境
を
整
え
ま
し
た
。
今
後
、
定
年
延
長
を
検
討
さ
れ
て

い
る
企
業
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
法
令
で

定
年
が
65
歳
以
上
と
な
り
追
い
込
ま
れ
て
か
ら
で
は
な

く
、
定
年
延
長
を
前
向
き
に
と
ら
え
て
自
社
に
合
っ
た

制
度
を
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

今
野　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
短
い
時
間
で
し
た

が
、
高
齢
者
雇
用
を
進
め
る
う
え
で
の
キ
ー
コ
ン
セ
プ

ト
が
示
さ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

高
齢
社
員
戦
力
化
に
向
け
た

活
用
戦
略
と
賃
金
・
評
価
制
度

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

 

川
崎
重
工
業
株
式
会
社 

人
事
本
部 

労
政
部 

労
政
企
画
課
課
長

川
内
寿
夫
氏

 

太
陽
生
命
保
険
株
式
会
社 

人
事
部 

人
事
課
長

一
番
ヶ
瀬
智
彦
氏

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】 

 

学
習
院
大
学
名
誉
教
授
　
学
習
院
さ
く
ら
ア
カ
デ
ミ
ー
長

今
野
浩
一
郎
氏

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

東
京
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当
社
は
、１
８
９
９
（
明
治
32
）
年
に
「
鳥
井
商
店
」

と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。
ワ
イ
ン
か
ら
始
ま
り
、
ウ
イ

ス
キ
ー
、
ビ
ー
ル
、
烏
龍
茶
な
ど
の
酒
類
・
飲
料
の
製

造
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年

に
は
ア
メ
リ
カ
の
蒸
留
酒
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ビ
ー
ム
社

を
買
収
し
、
同
社
と
共
同
開
発
し
た
ジ
ン
を
世
界
で
展

開
す
る
な
ど
、
こ
こ
数
年
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
て

い
ま
す
。
現
在
、
グ
ル
ー
プ
会
社
は
３
０
０
社
、
従
業

員
数
は
約
４
万
人
で
、
そ
の
う
ち
約
半
分
が
国
内
の
従

業
員
で
す
。
成
長
の
原
動
力
は
、
創
業
者
で
あ
る
鳥
井

信
治
郎
が
口
癖
の
よ
う
に
い
っ
て
い
た
「
や
っ
て
み
な

は
れ
」
と
い
う
挑
戦
の
精
神
で
す
。

当
社
で
は
、
２
０
１
３
年
４
月
に
当
時
の
60
歳
定
年

を
延
長
し
、
65
歳
定
年
制
を
導
入
し
ま
し
た
。
す
で
に

２
０
０
１
年
に
再
雇
用
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
し
た
が
、

法
改
正
に
よ
る
65
歳
ま
で
の
雇
用
義
務
化
な
ど
が
見
込

ま
れ
る
な
か
、
２
０
１
０
年
あ
た
り
か
ら
新
た
な
制
度

の
検
討
を
始
め
て
、
再
雇
用
制
度
の
拡
充
、
あ
る
い
は

定
年
の
延
長
に
つ
い
て
協
議
し
、
結
果
と
し
て
、
65
歳

へ
の
定
年
延
長
に
至
り
ま
し
た
。

従
前
の
再
雇
用
制
度
は
、雇
用
形
態
が
嘱
託
社
員
で
、

対
象
者
は
、
希
望
者
の
う
ち
勤
務
地
ま
で
の
住
居
を
自

ら
確
保
で
き
る
者
、
と
い
う
内
容
で
し
た
。
ま
た
、
単

年
度
契
約
で
、
処
遇
水
準
は
60
歳
到
達
時
点
の
資
格
に

か
か
わ
ら
ず
基
本
的
に
一
律
で
、
福
利
厚
生
や
考
課
、

資
格
の
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
２
０
１
３
年
か
ら
の
65
歳
定
年
制

は
、
対
象
者
は
60
歳
を
迎
え
る
社
員
全
員
、
雇
用
形
態

は
正
社
員
で
す
。
処
遇
水
準
は
、
60
歳
時
の
資
格
に
応

じ
て
３
段
階
と
し
、
一
般
的
な
ケ
ー
ス
で
60
歳
到
達
時

点
の
6
割
か
ら
7
割
の
水
準
と
な
る
よ
う
設
定
し
ま
し

た
。
福
利
厚
生
や
考
課
、
資
格
の
定
義
は
、
社
員
で
す

か
ら
変
わ
ら
ず
適
用
に
な
る
と
い
う
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
を
導
入
し
た
２
０
１
３
年
当
時
の
世
間
に

お
け
る
高
齢
者
雇
用
対
応
は
、
約
94
％
は
継
続
雇
用
制

度
導
入
で
、
残
り
の
約
６
％
が
定
年
制
の
廃
止
、
あ
る

い
は
引
上
げ
と
い
う
も
の
で
し
た
（
厚
生
労
働
省
：
平

成
23
年
「
高
年
齢
者
の
雇
用
状
況
」
※
従
業
員
数
３
０

１
名
以
上
）。
当
時
は
ま
だ
、
定
年
の
年
齢
を
引
き
上

げ
る
企
業
は
レ
ア
だ
っ
た
の
で
す
。

当
社
の
従
前
の
再
雇
用
制
度
を
振
り
返
る
と
、
再
雇

用
率
は
95
％
前
後
で
、
毎
年
１
０
０
人
前
後
が
再
雇
用

と
な
る
状
況
で
し
た
。
当
時
の
シ
ニ
ア
層
の
意
識
調
査

で
は
、
定
年
が
一
つ
の
区
切
り
に
な
り
、「
や
は
り
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
る
」
と
い
っ
た
意
見
の
ほ
か
、

処
遇
が
一
律
で
あ
っ
た
た
め
「
成
果
を
出
し
て
も
給
与

は
変
わ
ら
な
い
」、「
60
歳
以
前
と
同
じ
業
務
継
続
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
処
遇
が
大
幅
に
下
が
る
」
と
い
っ
た
不

満
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

あ
る
い
は
、当
社
は
モ
ノ
づ
く
り
の
会
社
で
す
か
ら
、

「
技
術
伝
承
な
ど
を
に
な
う
役
割
が
あ
る
」
と
い
う
気

概
を
持
っ
て
い
た
り
、「
特
定
の
技
能
が
あ
る
Ｅ
Ｐ
（
嘱

託
）
は
社
員
と
変
わ
ら
ず
活
躍
し
て
い
る
」
と
い
っ
た

声
も
あ
り
、再
雇
用
制
度
の
拡
充
も
検
討
し
つ
つ
、ト
ッ

プ
の
判
断
で
、
最
終
的
に
65
歳
定
年
制
の
導
入
と
な
り

ま
し
た
。

65
歳
定
年
制
を
導
入
す
る
一
方
で

シ
ニ
ア
期
の
サ
ポ
ー
ト
施
策
を
構
築

65
歳
定
年
制
の
導
入
に
と
も
な
い
、
退
職
金
・
年
金

企業事例
発表 ❸

福
岡

シ
ニ
ア
層
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
向
け
て

65
歳
定
年
制
、
70
歳
ま
で
の
再
雇
用
制
度
を
整
備

千 

大
輔

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ
ソ
ー
ス
本
部 

人
事
部
部
長 

兼 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
長
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制
度
の
変
更
も
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
年
金
支
給
開
始

年
齢
を
60
歳
か
ら
65
歳
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

企
業
年
金
の
給
付
利
率
を
３
％
か
ら
２
％
に
変
更
し
、

持
続
可
能
な
仕
組
み
に
し
ま
し
た
。
月
額
約
１
万
円
程

度
の
支
給
額
減
少
と
な
る
の
で
す
が
、
65
歳
ま
で
厚
生

年
金
保
険
料
を
納
め
た
場
合
、
厚
生
年
金
の
支
給
額
が

月
額
1
万
円
程
度
増
加
し
、
生
活
を
維
持
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
期
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
策
も
構
築
し
、
二
つ

の
側
面
か
ら
支
援
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
一
つ
は
、一
人
ひ
と
り
が
考
え
る「
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ

ク
」
と
い
う
支
援
で
、
53
歳
と
58
歳
で
全
員
参
加
の
セ

ミ
ナ
ー
を
受
講
し
て
も
ら
い
、
成
長
の
再
認
識
な
ど
を

行
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
50
〜
52
歳
、
58
歳
、
63
歳

の
3
段
階
で
行
う「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」で
す
。

今
後
の
処
遇
、
退
職
金
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

行
い
、
シ
ニ
ア
期
に
向
か
っ
て
準
備
を
始
め
る
き
っ
か

け
に
し
て
も
ら
い
ま
す
。

一
方
で
、
シ
ニ
ア
期
の
多
様
な
働
き
方
に
応
じ
て
、

社
内
外
で
の
活
躍
の
支
援
策
と
い
っ
た
も
の
も
、
同
じ

タ
イ
ミ
ン
グ
で
少
し
ず
つ
で
す
が
導
入
を
始
め
ま
し
た
。

70
歳
ま
で
の
再
雇
用
制
度
を
導
入

社
外
転
身
支
援
を
含
む
キ
ャ
リ
ア
支
援
も

シ
ニ
ア
層
の
意
識
調
査
で
は
、
65
歳
〜
69
歳
の
就
労

意
欲
は
65
％
と
高
く
、
65
歳
以
降
も
引
き
続
き
働
き
た

い
と
い
う
意
欲
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、「
働
く
こ

と
で
社
会
と
つ
な
が
っ
て
い
た
い
」
と
い
う
声
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
の
勤
務
形
態
と
し
て
は
、
週

２
〜
３
日
勤
務
で
、
月
10
万
円
程
度
の
給
与
を
望
む
声

が
多
く
、
こ
の
裏
返
し
で
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
し
か
選

択
肢
が
な
い
場
合
、
希
望
者
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
声
も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、シ
ニ
ア
層
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
向
け
て
、こ

こ
１
〜
2
年
の
取
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

65
歳
以
上
の
再
雇
用
制
度
を
、２
０
２
０
（
令
和
２
）

年
9
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
雇
用
形
態
は
嘱
託
社
員

で
、
単
年
度
契
約
、
原
則
と
し
て
70
歳
ま
で
と
い
う
制

度
で
、
労
働
時
間
は
週
3
日
、
1
日
６
時
間
勤
務
を
モ

デ
ル
と
し
て
い
ま
す
。
本
人
の
希
望
に
加
え
て
、
部
署

が
推
薦
す
る
こ
と
が
再
雇
用
の
条
件
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
45
歳
以
上
の
社
員
を
対
象
に
し
た
キ
ャ
リ
ア

支
援
の
拡
充
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
社
員
一
人
ひ

と
り
が
人
生
後
半
戦
の
キ
ャ
リ
ア
を
自
律
的
に
考
え
、

社
外
へ
の
転
身
も
含
め
て
、
キ
ャ
リ
ア
の
選
択
肢
を
広

げ
る
た
め
の
支
援
で
す
。

具
体
的
に
は
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
を
は
じ
め
、
知
識
・
ス

キ
ル
の
継
続
学
習
を
支
援
す
る
「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」、

外
部
転
職
会
社
に
よ
る
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
よ
る

「
社
外
転
身
支
援
」、
転
身
後
３
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
サ

ン
ト
リ
ー
に
復
職
で
き
る
と
い
う「
カ
ム
バ
ッ
ク
制
度
」

の
三
つ
の
支
援
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ

り
、
サ
ン
ト
リ
ー
ら
し
く
、
シ
ニ
ア
層
が
社
内
外
で
活

躍
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
社
の
事
例
は
以
上
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
模
索
し

な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
法
令
も
変
わ
っ
て

く
る
で
し
ょ
う
し
、
世
の
中
の
状
況
も
変
化
し
て
い
く

な
か
で
、
現
状
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
ま
さ
に
走
り
な

が
ら
制
度
を
変
え
て
い
く
、
あ
る
い
は
、
運
用
を
変
え

て
い
く
と
い
う
こ
と
を
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。65歳定年制を導入

 ● 2013年4月、定年を60歳から65歳へ延長

70歳までの継続雇用制度を導入
 ● 2020年9月、定年退職後、最長70歳まで嘱託社員と
して働ける再雇用制度を導入

シニア期をサポートする施策を構築
 ● キャリアドック（53歳・58歳）
 ● ライフプランセミナー
（50歳以降、３段階で実施）

キャリア支援策を拡充（対象45歳以上）
 ● リカレント教育
 ● 社外転身支援
 ● カムバック制度

シニア層のさらなる活躍に向けて
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日本史にみる長寿食

食文化史研究家● 永山久夫

桃の節句のころにおいしくなるハマグリ

婚礼の席に欠かせないハマグリの吸い物
ハマグリは殻が厚く白色で、美しくつやつやし

ています。２枚の白殻が固く結びついていて、ほ
かの殻とは絶対に合わないという特徴があります。
このため和合のしるしとして、おめでたい婚礼

の席には、ハマグリの吸い物が欠かせません。食
べごろの旬となるのは、３月から４月ころで、桃
の節句にハマグリの吸い物が出されるのも、「女
児が美しく、元気に成長するように」という願い
が込められていたからにほかなりません。桃の節
句のころが、身もふっくらと肥大してもっとも美
味となります。
婚礼にハマグリ汁が出るようになったのは、江

戸の下情によく通じていた８代将軍徳川吉宗のお
達しという説が有名です。
ハマグリは、三千世界を訪ねても、ほかのハマ

グリの殻と合うことはありません。ほかの貝殻と
は合わない、つまり、一人の伴侶と末長く暮らす
仲のよい夫婦の象徴とされてきました。
旬のハマグリは、実に美味。ところが、婚礼用

のハマグリの吸い物は、汁だけを味わって、身は
口にしないのが習わし。次のような江戸の川柳が

あります。

蛤
はまぐり

は  吸うばかりだと  母おしえ

蛤の  吸い物を食って  しかられる

ハマグリの吸い物は磯の香りがするところか
ら、「潮

うしお

汁
じる

」とも呼ばれました。
すまし汁仕立てでだし汁を用いず、貝を水から
入れて火にかけ、塩だけで味を決めます。ひと吹
きして貝が開いたら酒少々を入れて調味し、お椀
に盛り、吸い口に木の芽を浮かべて出します。

人気があった千
ち

鳥
どり

焼き
ハマグリの身を串に数個刺し、味噌をつけて焼
く田楽もあり、「千鳥焼き」と呼ばれて江戸っ子
に人気がありました。次のような川柳もあります。

蛤も  千鳥と化して  味噌をつけ

ハマグリに豊富なタウリンは心臓の機能を高め、
肝臓を丈夫にする働きがあり、うまみ成分はアミ
ノ酸のグリシンやグルタミン酸などです。タウリ
ンは目の老化防止にも役立ち、テレワーク時代を
バックアップします。

329
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千
姫
と
い
え
ば
豊
臣
秀
頼
の
妻
で
、

大
坂
の
陣
で
豊
臣
氏
滅
亡
後
、
数
奇
な

生
涯
を
送
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
が
、

実
際
に
は
弟
の
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の

威
を
借
り
な
が
ら
、
不
幸
な
女
性
の
救

済
に
力
を
尽
く
し
た
善
行
者
だ
。

祖
父
家
康
と
関
白
豊
臣
秀
吉
と
の
政

略
で
、
家
康
の
三
男
秀
忠
の
長
女
と
し

て
生
ま
れ
た
千
姫
が
秀
頼
と
結
婚
し
た

の
は
七
歳
の
と
き
だ
。
男
女
の
こ
と
な

ど
何
も
わ
か
ら
な
い
。〝
お
嫁
さ
ん
ご
っ

こ
〞
の
遊
び
だ
っ
た
ろ
う
。
が
、
大
坂

の
陣
で
夫
の
秀
頼
が
自
決
し
た
と
き
に

は
18
歳
。
当
然
失
わ
れ
る
生
命
を
助

か
っ
て
父
の
許も

と

へ
。
や
が
て
姫
路
城
主

の
息
子
、
本
多
忠た

だ

刻と
き

と
再
婚
。
一
男
一

女
を
得
た
―
が
夫
は
急
死
、
一
男
も
夭よ

う

折せ
つ

。
江
戸
城
へ
戻
っ
た
。
弟
の
家
光
は

大
歓
迎
、
千
姫
は
尼
と
な
っ
て
天て

ん

樹じ
ゅ

院い
ん

と
称
し
、
大
奥
だ
け
で
な
く
表
の
男
社

会
へ
の
干
渉
を
次
第
に
強
め
た
。

彼
女
に
は
気
に
な
る
存
在
が
い
た
。

養
女
の
千
代
だ
。
秀
頼
の
娘
だ
が
、
母

は
別
な
女
性
だ
。
し
か
し
秀
頼
の
子
を

産
ま
な
か
っ
た
千
姫
は
千
代
を
実
子
以

上
に
可
愛
が
っ
た
。

大
坂
落
城
の
際
は
、
千
代
も
生
命
を

失
う
運
命
に
あ
っ
た
。
千
姫
は
必
死
に

父
秀
忠
に
嘆
願
し
、
千
代
は
辛
う
じ
て

助
命
さ
れ
た
。
し
か
し
俗
世
と
は
縁
を

切
ら
れ
鎌
倉
の
東
慶
寺
に
尼
と
し
て
入

れ
ら
れ
た
。
天て

ん

秀し
ゅ
う

法ほ
う

泰た
い

が
法
号
だ
。
幸

多
い
と
は
い
え
な
い
そ
の
後
の
人
生
を

送
り
な
が
ら
も
、
天
樹
院
は
天
秀
に
よ

く
会
っ
た
。
政
略
結
婚
だ
っ
た
が
天
樹

院
は
秀
頼
と
仲
が
よ
か
っ
た
。
秀
頼
も

天
樹
院
を
愛
し
た
。

（
あ
の
愛
は
本
物
だ
っ
た
）

秀
頼
亡
き
後
も
天
樹
院
は
よ
く
そ
う

偲し
の

ん
だ
。

天
秀
は
心
が
や
さ
し
い
尼に

僧そ
う

だ
っ
た
。

暴
力
を
ふ
る
う
夫
か
ら
逃
げ
て
き
た
女

自
分
の
不
幸
を
娘
と
と
も
に
プ
ラ
ス
に
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性
、
舅し

ゅ
う
と

の
虐
待
に
耐
え
切
れ
な
く
な
っ

た
嫁
な
ど
の
よ
き
相
談
相
手
と
な
り
、

「
ど
う
し
て
も
家
に
戻
り
た
く
な
い

女
性
は
、
天
秀
さ
ん
が
自
費
で
ひ
そ
か

に
養
っ
て
い
ま
す
」

ま
め
に
天
秀
の
消
息
を
伝
え
に
く
る

東
慶
寺
の
住
職
は
そ
う
語
る
。
そ
し
て

「
私
の
後
は
天
秀
さ
ん
に
継
い
で
も

ら
う
つ
も
り
で
す
」

と
言
葉
を
添
え
た
。
天
樹
院
は
喜
ん

だ
。
秀
頼
の
忘
れ
形
見
が
、
そ
う
い
う

形
（
弱
い
者
の
味
方
）
と
し
て
、
こ
の

世
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
が
天
樹
院

に
と
っ
て
何
よ
り
も
嬉
し
か
っ
た
か
ら

だ
。
天
樹
院
も
会
う
た
び
に
天
秀
に
、

「
弱
い
人
の
支
え
に
な
っ
て
ね
」

と
必
ず
声
を
か
け
る
。
住
職
の
話
を

聞
く
た
び
に
天
秀
が
自
腹
を
切
っ
て
い

る
費
用
を
そ
っ
と
渡
し
た
。

「
娘
に
は
内
緒
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
」

心
で
の
声
援
は
送
っ
て
も
過
度
の
保

護
は
す
る
ま
い
、
と
決
め
て
い
た
。
寺

へ
の
干
渉
に
な
る
か
ら
だ
。
た
だ
最
近

の
天
樹
院
は
、

「
行
き
所
の
な
い
、
弱
い
立
場
に
あ

る
人
々
の
収
容
施
設
が
必
要
だ
」
と
考

え
て
い
た
。
天
秀
が
ひ
そ
か
に
行
っ
て

い
る
弱
者
庇
護
の
話
か
ら
得
た
ヒ
ン
ト

だ
っ
た
。
こ
の
へ
ん
は
、
や
は
り
一
時

期
天
下
人
（
国
政
担
当
者
）
だ
っ
た
秀

頼
の
妻
（
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
）
と
し

て
の
、
責
務
感
が
残
っ
て
い
る
の
だ
。

機
会
が
き
た
。
寛
永
20（
１
６
４
３
）

年
、
会
津
（
福
島
県
）
の
加
藤
家
で
、

当
主
の
明あ

き

成し
げ

が
重
心
の
堀
主も

ん

水ど

と
争
う

と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
堀
は
家
臣
を

引
き
連
れ
て
城
か
ら
撤
退
し
、
城
に
向

か
っ
て
発
砲
し
た
。
江
戸
に
向
か
い
明

成
の
暴
挙
を
公
表
し
た
。

怒
っ
た
明
成
は
主
水
の
追
伐
を
命
じ

た
。
主
水
は
高
野
山
に
逃
げ
た
が
家
族

は
置
き
捨
て
に
さ
れ
た
。
高
野
山
は
執

拗
な
明
成
側
の
交
渉
に
屈
し
、
つ
い
に

主
水
を
会
津
藩
に
渡
し
た
。
明
成
は
家

族
の
捕
縛
を
命
じ
た
。

主
水
の
妻
は
子
ど
も
を
連
れ
て
逃
げ

回
っ
て
い
た
が
、
つ
い
に
窮
し
た
。
こ

の
と
き
、

「
鎌
倉
の
東
慶
寺
さ
ん
が
、
そ
う
い

東
慶
寺
を
幕
府
公
認
の
駆
け
込
み
寺
に

う
駆
け
込
み
を
か
く
ま
っ
て
く
だ
さ
る
」

と
い
う
話
を
聞
い
た
。
主
水
の
妻
は

た
め
ら
わ
ず
に
東
慶
寺
に
駆
け
込
ん

だ
。
対
応
し
た
の
は
天
秀
で
、
寺
の
住

職
に
な
っ
て
い
た
。

「
大
名
家
の
争
い
に
は
か
か
わ
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
」

寺
の
人
間
の
多
く
が
そ
う
い
っ
た

が
、
天
秀
は
首
を
横
に
振
っ
た
。

「
大
名
の
家
臣
の
家
族
も
同
じ
で
す
。

救
い
ま
し
ょ
う
」

毅
然
と
し
て
そ
う
告
げ
た
。
す
ぐ
江

戸
城
に
向
か
っ
た
。
天
樹
院
は
、
竹
橋

御
門
の
脇
に
住
ん
で
い
た
。
会
っ
て
訴

え
た
。
天
樹
院
は
、

「
そ
れ
で
こ
そ
わ
が
娘
で
す
」

と
天
秀
の
勇
気
を
褒
め
た
。そ
し
て
、

「
表
（
幕
府
）
の
問
題
に
し
ま
す
」

と
、
こ
の
問
題
の
表
面
化
を
約
束
し

た
。吟

味
が
始
ま
っ
た
。
対
決
の
結
果
、

主
水
の
主
張
が
正
し
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
加
藤
家
は
取
り
潰
し
に
な
っ
た
。

主
水
の
家
族
は
救
わ
れ
た
。

こ
の
と
き
、
天
樹
院
は
つ
ち
か
っ
た

政
治
力
を
フ
ル
に
発
揮
し
た
。
東
慶
寺

に「
寺
を
駆
け
込
み
寺
と
す
る
」

と
い
う
「
寺
内
法
」
を
用
意
さ
せ
、

幕
府
に
公
認
さ
せ
た
。
弟
の
将
軍
家
光

を
は
じ
め
、
幕
府
の
首
脳
部
が
賛
同
し

た
た
め
だ
。

天
樹
院
と
天
秀
は
心
か
ら
喜
ん
だ
。

「
母
上
の
お
か
げ
で
す
」

と
天
秀
。

「
あ
な
た
の
が
ん
ば
り
の
成
果
で
す
」

と
天
樹
院
。

数
と
し
て
は
わ
ず
か
だ
っ
た
が
、〝
泣

き
寝
入
り
〞
に
さ
れ
て
い
た
江
戸
時
代

の〝
弱
い
立
場
の
人
々
〞が
救
わ
れ
た
。

そ
し
て
そ
の
た
び
に
、
同
じ
人
間
を
苦

し
め
て
い
た
悪
し
き
人
間
の
行
い
が
、

世
の
中
に
告
げ
ら
れ
た
。

天
秀
は
こ
の
２
年
後
に
死
ん
だ
。
36

歳
。
天
樹
院
は
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
生
き

て
、
21
年
後
の
寛
文
６
（
１
６
６
６
）

年
に
死
ん
だ
。
69
歳
。

東
慶
寺
は
そ
の
後
、「
縁
切
寺
」、「
駆

け
込
み
寺
」
と
呼
ば
れ
、名
を
高
め
た
。
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わ
が
国
で
は
急
速
な
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
中
長
期

的
に
労
働
力
人
口
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
労
働
者
が
社

会
の
支
え
手
と
し
て
意
欲
と
能
力
の
あ
る
か
ぎ
り
活
躍

し
続
け
る
「
生
涯
現
役
社
会
」
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
４
月
１
日
よ
り
改
正
高
年

齢
者
雇
用
安
定
法
が
施
行
さ
れ
、
各
企
業
に
は
70
歳
ま

で
の
就
業
確
保
措
置
を
講
ず
る
努
力
義
務
が
課
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
高
齢
者
が
長
年
つ
ち
か
っ
た
能
力
を

十
分
発
揮
し
な
が
ら
満
足
感
を
得
て
働
き
続
け
る
た
め

に
は
、
賃
金
・
処
遇
、
能
力
開
発
、
健
康
・
安
全
対
策

な
ど
の
仕
組
み
づ
く
り
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
産
業
ご
と
に
労
働
力
人
口
の
高
齢

化
の
状
況
や
置
か
れ
て
い
る
経
営
環
境
、
職
務
内
容
、

賃
金
制
度
、
雇
用
形
態
な
ど
に
は
大
き
な
差
異
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
高
齢
者
の
就
業
機
会
の
確
保
を
図

る
に
は
産
業
ご
と
に
必
要
な
諸
条
件
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
機
構
で
は
「
産
業
別
高
齢
者
雇

用
推
進
事
業
」
に
よ
り
産
業
別
団
体
の
取
組
み
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

「
産
業
別
高
齢
者
雇
用
推
進
事
業
」と
は

「
産
業
別
高
齢
者
雇
用
推
進
事
業
」
は
、
産
業
別
団

体
が
高
齢
者
の
雇
用
推
進
の
た
め
に
解
決
す
べ
き
課
題

に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
高
齢
者
雇
用

推
進
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
や
好
事
例
な
ど
か
ら
な
る

「
産
業
別
高
齢
者
雇
用
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下
、

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）
を
策
定
し
、
こ
れ
を
用
い
て
会
員

企
業
に
普
及
・
啓
発
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
雇
用
を
一

層
効
果
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
毎
年
１
月
に
高
齢
者
雇
用
の
推
進
に

取
り
組
も
う
と
す
る
全
国
規
模
の
産
業
別
団
体
を
公
募

し
て
お
り
、
本
事
業
の
目
的
に
合
致
し
た
産
業
別
団
体

を
複
数
選
定
し
、
当
機
構
と
契
約
（
２
年
以
内
の
委
託

事
業
）
を
締
結
し
た
う
え
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
へ
の
具
体
的
な
流
れ
は
、
産
業

別
団
体
内
に
大
学
教
授
な
ど
の
学
識
経
験
者
を
座
長
と

し
て
、
団
体
に
所
属
す
る
会
員
企
業
の
経
営
者
や
人
事

担
当
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
高
齢
者
雇
用
推
進
委
員
会

（
以
下
、「
委
員
会
」）
を
設
置
し
、
各
年
度
４
回
程
度

「
産
業
別
高
齢
者
雇
用
推
進

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の
ご
紹
介

編
集
部

各産業別団体

会員企業

○○○業
高齢者雇用
の手引き

機構委託

■ガイドライン
　の策定

■高齢者雇用の
　普及・啓発

高
齢
者
雇
用
推
進

セ
ミ
ナ
ー

Plan

Check

DoAction■各種改善活動の実施

高齢者の活用・戦力化

特特別別企企画
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「産業別高齢者雇用推進ガイドライン」のご紹介

委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

初
年
度
の
委
員
会
で
は
、
そ
の
産
業
に
お
け
る
高
齢

者
雇
用
の
実
態
把
握
を
行
い
ま
す
。
高
齢
者
雇
用
に
お

け
る
課
題
は
何
か
を
検
討
し
、
あ
げ
ら
れ
た
課
題
を
よ

り
明
確
に
把
握
す
る
た
め
、
会
員
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
先
進
的
な
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

２
年
度
目
は
、
初
年
度
の
調
査
結
果
で
浮
彫
り
と

な
っ
た
課
題
と
そ
の
解
決
策
を
整
理
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
し
ま
す
。

な
お
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
以
下
の
点
を
主
な
課

題
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
を
重
視
す
る

か
は
産
業
ご
と
に
異
な
り
、
各
産
業
の
実
態
を
ふ
ま
え

た
実
践
的
な
一
冊
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

・
制
度
面
に
関
す
る
改
善

・
能
力
開
発
に
関
す
る
改
善

・
新
職
場
・
職
務
の
創
出

・
健
康
管
理
・
安
全
衛
生

・
作
業
施
設
等
の
改
善

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
高
齢
者
雇
用
へ
の
理
解
を
深
め
、

活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
会
員
企
業
に
配
付
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
普
及
・
啓
発
活
動
と
し
て
会
員
企
業
に
対

し
高
齢
者
雇
用
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
で
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
よ
り
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
企
業
へ
の
浸
透
を
う
な
が
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
読
ん
だ
会
員
企
業
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
は
、
９
割
程
の
会
員
企
業
か
ら

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
役
に
立
っ
た
」、
ま
た
は
「
役
に
立

ち
そ
う
だ
」
と
回
答
が
あ
り
、「
業
界
に
お
け
る
高
齢

者
雇
用
の
動
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
高
齢
者
雇

用
の
課
題
や
解
決
方
法
が
わ
か
っ
た
」、「
高
齢
者
を
雇

用
す
る
必
要
性
が
わ
か
っ
た
」
な
ど
、
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

業
種
を
超
え
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用

現
在
ま
で
に
建
設
、
製
造
、
運
輸
、
サ
ー
ビ
ス
、
Ｉ

Ｔ
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
、
90
業
種
が
こ
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、こ
れ
ま
で
に
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
は
じ
め
、

高
齢
者
雇
用
の
推
進
に
役
立
つ
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
の
各
種
ツ
ー
ル
を
公
開
し
て
い

ま
す
。業
種
や
時
代
に
よ
る
変
化
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

共
通
し
て
参
考
と
な
る
点
も
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
い
た
だ
き
高
齢
者
雇
用
の
取
組
み
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。
以
下
、
２
０
２
０
年
度
に
策
定
し
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

砂利採取業 砂利採取業　高齢者活躍に向けたガイドブック
～多世代共働による職場づくり～（2018年）

建設業 建設揚重業　高齢者の活躍に向けたガイドブック
～クレーンオペレーターがいつまでも活躍するために～（2017年）

製造業

フルードパワー産業　高齢者の活躍に向けたガイドライン
～シニアの活力を未来のものづくりに活かすために～（2017年）

シニア社員が活躍できるキャリアのつくり方
～電経連版キャリア再設計研修プログラムの提案～（2018年）

工作機器製造業　高齢者の活躍に向けたガイドライン
～次世代に伝えたい、もの創りにかける「心」と「技」～（2019年）

電子デバイス産業における高齢者雇用推進ガイドライン
～シニア期の"使えるスキル″発見研修プログラム開発手順～（2019年）

中小型造船業　高齢者雇用推進ガイドライン
～造船業界のさらなる発展のために～（2019年）

情報通信業 情報サービス産業　高齢者雇用推進ガイドライン
～未来を見据え、活躍し続けられるIT人材を育成～（2018年）

運輸業 添乗サービス業　高齢者雇用推進ガイドライン
～シニア添乗員の職域拡大を目指して～（2019年）

生活関連
サービス
業、娯楽業

旅行業　高齢者雇用推進ガイドライン
～シニア人材の活躍に向けて～（2018年）

結婚相手紹介サービス業における高齢者雇用推進ガイドライン
～結婚相手紹介サービス業のシニア人材活躍サポートマニュアル～
（2018年）

ゴルフ場業　高齢者活躍に向けたガイドライン
～ヘルスケア産業としての健康な高齢者雇用を目指して～（2019年）

医療福祉業 有料老人ホーム事業　高齢者活躍に向けたガイドブック
～高齢者の持ち味を活かしていくために～（2017年）

サービス業
（他に分類
されないもの）

職業紹介業　高齢者雇用推進ガイドライン
～活躍するシニア５つのタイプ～シニア人材が企業を強くする～
（2017年）

※（　　）内の数字はガイドライン策定年度を表します

「産業別高齢者雇用推進ガイドライン」一覧
（2017～ 2019年に策定したガイドライン）

産業別　高齢者　ガイドライン 検 索
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日
本
の
人
口
が
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
か
ら
減
少

傾
向
に
転
じ
る
な
か
で
、
少
子
高
齢
化
と
人
手
不
足
は

さ
ら
に
進
展
し
、
安
定
的
な
労
働
力
の
確
保
は
工
業
炉

製
造
業
に
お
け
る
重
要
課
題
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
工
業
炉
製

造
業
の
中
核
を
に
な
う
若
手
社
員
の
確
保
を
進
め
る
一

方
で
、
現
在
、
工
業
炉
製
造
業
に
従
事
し
て
い
る
従
業

員
が
安
心
し
て
活
躍
で
き
る
場
の
整
備
・
拡
充
を
図
る

こ
と
、
そ
し
て
長
年
の
職
業
人
生
を
通
し
て
、
蓄
積
し

て
き
た
技
術
や
経
験
、
知
識
を
持
つ
高
齢
者
の
さ
ら
な

る
活
用
が
不
可
欠
で
あ
る
。

業
界
で
は
す
で
に
高
齢
者
の
さ
ら
な
る
活
用
を
図
る

べ
く
、
定
年
を
迎
え
た
高
齢
者
を
引
き
続
き
継
続
雇
用

し
た
り
、
定
年
年
齢
を
引
き
上
げ
た
り
す
る
な
ど
の
取

組
み
を
進
め
て
い
る
企
業
が
あ
る
。
こ
う
し
た
取
組
み

は
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
業
界
全

体
と
し
て
高
齢
者
の
活
躍
の
場
を
考
え
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
高
齢
者
雇
用
の
実
態
を
把
握

す
る
た
め
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
工
業
炉
製
造
業
に

お
け
る
高
齢
者
活
用
の
あ
り
方
を
取
り
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。

「
Ⅰ　
工
業
炉
製
造
業
に
お
け
る
高
齢
者
の
活
躍
に

向
け
た
考
え
方
」
で
は
、
単
品
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
生
産

や
利
用
年
数
の
長
さ
が
特
徴
的
な
工
業
炉
の
製
造
に
お

い
て
、
特
に
設
計
を
に
な
う
技
術
者
を
中
心
人
材
と
し

て
重
要
視
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
、
そ
し
て
高
齢
者
の

活
躍
が
求
め
ら
れ
る
背
景
な
ど
を
整
理
し
、
高
齢
者
の

活
躍
推
進
に
向
け
た
考
え
方
を
ま
と
め
て
い
る
。

「
Ⅱ　
工
業
炉
製
造
業
に
お
け
る
高
齢
者
の
活
躍
推

進
の
た
め
の
指
針
」
で
は
、
工
業
炉
製
造
業
高
齢
者
雇

用
推
進
委
員
会
で
の
検
討
結
果
を
も
と
に
、
業
界
各
社

が
高
齢
者
の
活
躍
を
推
進
し
な
が
ら
競
争
力
を
高
め
る

た
め
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
や
方
向
を
、
次
の
五
つ
の

指
針
に
ま
と
め
て
紹
介
し
て
い
る
。
指
針
ご
と
に
関
係

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
統
計
デ
ー
タ
と
、
他
業
種
の
対
策

事
例
も
あ
わ
せ
て
確
認
で
き
参
考
に
な
る
。

● 

指
針
１　

 

企
業
に
お
け
る
高
齢
者
活
用
に
対
す
る
認

識
の
転
換

● 

指
針
２　

 

評
価
に
基
づ
く
処
遇
や
賃
金
整
備
を
通
じ

た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
推
進

● 

指
針
３　

 

高
齢
者
に
と
っ
て
、
よ
り
働
き
や
す
い
職

場
の
環
境
整
備

● 

指
針
４　

 

組
織
内
へ
の
知
識
・
ス
キ
ル
・
ノ
ウ
ハ
ウ

等
の
伝
承
・
共
有
化
の
推
進

●
指
針
５　

 

若
手
社
員
を
含
め
た
組
織
内
で
の
能
力
開

発
の
推
進

「
Ⅲ　
工
業
炉
製
造
業
に
お
け
る
高
齢
者
雇
用
に
関

す
る
調
査
結
果
」
で
は
、
同
業
界
に
お
け
る
高
齢
者
雇

用
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
就
労
の
現
状
や
高
齢
期

に
お
け
る
就
労
に
対
す
る
意
識
、
そ
し
て
各
社
の
取
組

み
を
多
面
的
に
把
握
す
る
た
め
に
、
工
業
炉
製
造
業
高

齢
者
雇
用
推
進
委
員
会
が
日
本
工
業
炉
協
会
会
員
企
業

を
対
象
に
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
度
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
る
。

巻
末
に
は
「
参
考
資
料
」
と
し
て
、
高
齢
者
雇
用
に

関
す
る
情
報
一
覧
を
示
し
、
運
用
上
の
課
題
解
決
に
向

け
て
相
談
が
で
き
る
関
係
機
関
の
紹
介
や
高
齢
者
雇
用

を
め
ぐ
る
今
後
の
政
府
方
針
、
在
職
老
齢
年
金
と
高
年

齢
雇
用
継
続
給
付
の
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

一
般
社
団
法
人 

日
本
工
業
炉
協
会

1
工
業
炉
製
造
業 

高
齢
者
の
活
躍
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
〜
高
齢
者
の
活
躍
を
企
業
成
長
に
生
か
す
〜

一
般
社
団
法
人 

日
本
工
業
炉
協
会

連
絡
先
： 

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
３
―

２
―

10　

Ｓ
Ｎ
岩
本
町
ビ
ル
４
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
―

３
８
６
１
―

０
５
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
―

３
８
６
１
―

７
４
４
５

Ｈ
Ｐ
：http://w

w
w
.jifm

a.or.jp/

「産業別高齢者雇用推進ガイドライン」令和2年度策定
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「産業別高齢者雇用推進ガイドライン」のご紹介

一
般
社
団
法
人
日
本
情
報
シ
ス
テ
ム
・
ユ
ー
ザ
ー
協

会
の
会
員
企
業
の
な
か
で
も
、
主
に
事
業
会
社
の
I 

T
業
務
を
専
門
的
に
担
当
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
子

会
社
群
は
「
情
報
子
会
社
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
れ
ら

の
企
業
の
多
く
は
、
企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
が
本
格
的
に
始

ま
っ
た
１
９
８
０
〜
１
９
９
０
年
代
に
設
立
さ
れ
、
設

立
当
時
に
入
社
し
た
人
材
が
い
ま
ま
さ
に
、
シ
ニ
ア
人

材
と
し
て
活
躍
し
始
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
今
後
も

拡
大
が
続
く
Ｉ
Ｔ
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
豊
富

な
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
シ
ニ
ア
人
材
に
長
く
活

躍
し
て
も
ら
う
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
多
く
の
情
報
子
会
社
に
お
い

て
経
験
豊
富
な
シ
ニ
ア
人
材
が
そ
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ

ウ
・
ス
キ
ル
を
存
分
に
活
か
し
て
、
今
後
よ
り
一
層
活

躍
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
策
定
さ
れ
た
も
の
だ
。

本
編
の
前
に
は
、「
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
対
象
読
者
」

で
あ
る
「
経
営
層
・
人
事
担
当
者
」、「
現
場
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
」、「
シ
ニ
ア
人
材
と
し
て
の
活
躍
を
目
指
す
方
」

の
各
対
象
者
が
簡
単
に
索
引
を
引
く
こ
と
が
で
き
る
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
た
め
、
利
用
し
や

す
く
な
っ
て
い
る
。

「
第
１
章　
情
報
子
会
社
に
お
け
る
シ
ニ
ア
人
材
活

用
の
重
要
性
」
で
は
、シ
ニ
ア
人
材
の
活
躍
に
向
け
て
、

日
本
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
市
場
と
Ｉ
Ｔ
人
材
の
将
来
動
向
を

概
観
す
る
。

「
第
２
章　
情
報
子
会
社
に
お
け
る
シ
ニ
ア
人
材
活

用
の
実
態
」
で
は
、
ま
ず
「
１　
情
報
子
会
社
の
危
機

意
識
と
人
事
制
度
の
実
態
」
と
題
し
て
、
本
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定
の
た
め
に
実
施
し
た
調
査
結
果
に
基
づ

き
、
情
報
子
会
社
に
お
け
る
シ
ニ
ア
人
材
活
用
の
実
態

と
課
題
に
つ
い
て
統
計
デ
ー
タ
を
紹
介
し
て
い
る
。
次

に
「
２　
情
報
子
会
社
に
お
け
る
シ
ニ
ア
人
材
の
担
当

業
務
」
で
は
、
人
事
制
度
や
施
策
に
続
き
、
情
報
子
会

社
に
お
け
る
シ
ニ
ア
人
材
の
担
当
業
務
に
つ
い
て
の
調

査
結
果
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
３　
情
報
子
会
社
に
お
け
る
シ
ニ
ア
人
材
活
用
に

向
け
た
課
題
」
で
は
、
右
記
の
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
、

現
場
で
活
躍
し
続
け
る
た
め
の
シ
ニ
ア
人
材
の
課
題
に

つ
い
て
、
情
報
子
会
社
（
企
業
）
か
ら
の
視
点
と
、
シ

ニ
ア
人
材
（
個
人
）
か
ら
の
二
つ
の
視
点
か
ら
考
察
。

シ
ニ
ア
人
材
に
な
る
前
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
な
ど
を

解
説
し
て
い
る
。

「
第
３
章　
情
報
子
会
社
に
お
け
る
シ
ニ
ア
人
材
活

用
の
さ
ら
な
る
推
進
に
向
け
て
」
で
は
、
親
会
社
（
事

業
会
社
）
や
グ
ル
ー
プ
会
社
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
業
務
を
担

当
す
る
「
情
報
子
会
社
」
の
特
性
の
ほ
か
、
そ
れ
ら
の

特
性
に
基
づ
く
シ
ニ
ア
人
材
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
な
ど
の
結
果
か
ら
把

握
し
た
各
社
の
取
組
み
事
例
と
と
も
に
、
取
組
み
の
指

針
を
提
示
し
て
い
る
。

「
第
４
章　
さ
ら
な
る
活
躍
を
目
指
す
シ
ニ
ア
人
材

に
向
け
て
」
で
は
、
シ
ニ
ア
人
材
と
し
て
現
在
活
躍
中

の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
く
活
躍
事
例
と
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
寄
せ
ら
れ
た
先
輩
シ
ニ
ア
人
材
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
て
い
る
。

巻
末
に
は
「
参
考
資
料　
シ
ニ
ア
人
材
に
関
す
る
各

種
制
度
の
紹
介
」
を
掲
載
し
、
日
本
の
少
子
高
齢
化
の

進
展
と
政
府
の
取
組
み
、
年
金
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

解
説
。
高
年
齢
者
雇
用
の
推
進
に
向
け
た
公
的
支
援
制

度
に
つ
い
て
参
考
に
で
き
る
。

一
般
社
団
法
人 

日
本
情
報
シ
ス
テ
ム
・
ユ
ー
ザ
ー
協
会

2
情
報
サ
ー
ビ
ス
業

（
情
報
子
会
社
等
）に
お
け
る

シ
ニ
ア
人
材
活
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

一
般
社
団
法
人 

日
本
情
報
シ
ス
テ
ム
・
ユ
ー
ザ
ー
協
会

連
絡
先
： 

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
堀
留
町
２
―

４
―

３　

日
本
橋
堀
留
町
２
丁
目
ビ
ル
８
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
―

３
２
４
９
―

４
１
０
１

Ｈ
Ｐ
：https://juas.or.jp/
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タ
ク
シ
ー
業
界
で
は
、
次
の
よ
う
な
要
因
か
ら
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
が
慢
性
化
し
て
い
る
。

① 

昭
和
後
期
以
降
に
採
用
さ
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
数
年

前
か
ら
定
年
退
職
を
迎
え
て
い
る
。

② 

普
通
第
二
種
運
転
免
許
取
得
者
が
減
少
し
て
い
る
。

③ 

若
者
の
就
労
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
お
り
、
自
動
車

の
運
転
免
許
を
取
得
し
な
い
若
者
が
増
加
し
て
い
る
。

④ 

Ｉ
Ｔ
産
業
な
ど
最
近
発
展
し
て
い
る
業
種
に
若
者
の

就
職
志
向
が
傾
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が

地
域
に
密
着
し
た
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
若
者
や
女
性
の
採
用
と
定
着

を
促
進
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
対
応
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
業
務
内
容
を
熟
知
し
新
た
な
教
育
・
実
習
の

必
要
の
な
い
、
定
年
後
の
高
齢
者
の
活
用
と
そ
の
長
期

的
な
活
躍
に
つ
い
て
も
、
現
役
正
社
員
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
つ
つ
推
進
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
今
後
の
65
歳
以
上
の
ド
ラ
イ

バ
ー
の
雇
用
に
つ
い
て
、
そ
の
活
躍
を
視
野
に
入
れ
つ

つ
も
、
労
務
管
理
に
も
役
立
つ
よ
う
に
、
ハ
イ
ヤ
ー
・

タ
ク
シ
ー
業
の
高
齢
者
雇
用
の
現
状
お
よ
び
今
後
の
課

題
解
決
策
な
ど
を
ふ
ま
え
て
検
討
し
た
結
果
を
取
り
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。　

「
Ⅰ　
高
齢
者
雇
用
の
必
要
性
と
そ
の
背
景
に
つ
い

て
」
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
直
面
す
る
業
界
の
現

況
を
示
し
、
高
齢
者
の
積
極
的
な
活
用
の
必
要
性
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
る
。

「
Ⅱ　
タ
ク
シ
ー
業
に
お
け
る
高
齢
者
雇
用
の
現
状

に
つ
い
て
」
で
は
、
年
齢
別
運
転
者
証
公
付
状
況
か
ら

み
た
高
齢
者
雇
用
の
状
況
に
つ
い
て
、
２
０
１
７
（
平

成
29
）
年
と
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
の
集
計
デ
ー
タ

を
比
較
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
導
き
出
し
た
高

齢
者
雇
用
の
概
要
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
グ
ラ
フ

や
表
を
大
き
く
掲
載
し
、
ポ
イ
ン
ト
は
イ
ラ
ス
ト
を
用

い
て
解
説
す
る
な
ど
、
読
み
や
す
く
理
解
し
や
す
い
。

「
Ⅲ　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
雇
用
の
良
い
点
、
強
み

等
に
つ
い
て
」
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
浮
か
び

上
が
っ
た
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
雇
用
に
お
け
る
メ
リ
ッ

ト
を
７
点
に
ま
と
め
て
い
る
。

「
Ⅳ　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
雇
用
上
の
不
安
と
留
意

点
に
つ
い
て
」
で
は
、
事
業
主
側
か
ら
み
た
雇
用
上
の

不
安
と
留
意
点
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
Ⅴ　
加
齢
に
伴
う
心
身
機
能
の
変
化
に
対
す
る
健

康
管
理
等
の
対
策
に
つ
い
て
」で
は
、高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

の
雇
用
に
関
す
る
不
安
で
最
も
多
い
健
康
問
題
や
、
交

通
事
故
防
止
の
観
点
か
ら
、
健
康
管
理
に
お
け
る
各
社

の
取
組
み
に
つ
い
て
多
数
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
Ⅵ　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
慮
し
た
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て
」
で
は
、
各
社
が
取
り
組
ん
で
い
る
運
転

に
あ
た
っ
て
の
注
意
喚
起
、
安
全
運
転
教
育
、
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
事
例
の
報
告
実
施
、
車
両
設
備
の
安
全
化
、
I 

T
機
器
な
ど
へ
の
対
応
を
紹
介
。
具
体
的
な
意
見
、
取

組
み
事
例
を
掲
載
し
て
い
る
。

「
Ⅶ　
65
歳
以
降
も
元
気
で
、
で
き
る
だ
け
長
く
働

き
続
け
、
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
責
任
感
を
持
っ
て

仕
事
を
す
る
た
め
に（
ま
と
め
）」
で
は
、
高
齢
者
の
体

力
維
持
と
健
康
確
保
、
交
通
事
故
防
止
対
策
、
運
転
技

能
・
技
術
へ
の
対
策
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持

に
つ
い
て
、
賃
金
と
年
金
の
関
係
に
配
慮
し
た
勤
務
時

間
や
賃
金
の
設
定
の
５
点
に
つ
い
て
、提
言
し
て
い
る
。

一
般
社
団
法
人 

全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会

3
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
業

高
齢
者
の
活
躍
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
〜
公
共
交
通
機
関
と
し
て
安
全
・
安
心
輸
送
の
た
め
に
〜

一
般
社
団
法
人 

全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会

連
絡
先
： 

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
４
―

８
―

13

自
動
車
会
館
３
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
―

３
２
３
９
―

１
５
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
―

３
２
３
９
―

１
６
１
９

Ｈ
Ｐ
：http://w

w
w
.taxi-japan.or.jp/
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「産業別高齢者雇用推進ガイドライン」のご紹介

一
般
社
団
法
人
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
協
会
は
、
高
齢

者
を
含
め
た
雇
用
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ら
び
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
、
今
後
の
従
業
員
の
不
足
感
が
現
場
従

業
員
（
管
理
員
・
清
掃
員
）
だ
け
で
な
く
、
技
術
担
当

者
や
営
業
担
当
者
、
事
務
管
理
業
務
の
担
当
者
な
ど
に

も
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
高
齢
者

雇
用
の
推
進
だ
け
で
は
人
材
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
が

む
ず
か
し
く
、
高
齢
者
を
含
め
多
様
な
人
材
を
確
保
し

て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
し
て
い
る
。

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
界
に
お

け
る
高
齢
者
を
含
む
多
様
な
人
材
の
活
躍
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。　

「
第
１
章　
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
を
取
り
巻
く
状
況
」

で
は
、
は
じ
め
に
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
の
主
な
業
務
内

容・職
種
を
「
事
務
管
理
業
務
」、「
管
理
員
業
務
」、「
清

掃
業
務
」、「
建
物
・
設
備
管
理
業
務
」
の
四
つ
に
整
理

し
、
次
に
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
に
お
け
る
高
齢
者
を
は

じ
め
と
す
る
多
様
な
人
材
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
求
め
ら

れ
て
い
る
背
景
、
そ
し
て
業
界
内
の
従
業
員
の
過
不
足

の
状
況
な
ど
を
整
理
し
て
い
る
。

「
第
２
章　
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
に
お
け
る
多
様
な

人
材
の
活
躍
に
向
け
た
視
点
」
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
業
に
お
い
て
多
様
な
人
材
が
さ
ら
に
活
躍
し
て
い
く

た
め
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、第
一
に
、マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
業
全
体
と
し
て
急
務
に
な
っ
て
い
る
人
材
確
保

の
方
針
を
ま
と
め
て
い
る
。
第
二
に
、
受
託
マ
ン
シ
ョ

ン
の
現
場
に
勤
務
す
る
管
理
員
・
清
掃
員
な
ど
と
、
本

社
・
支
社
・
営
業
所
に
勤
務
す
る
従
業
員
の
人
材
確
保

と
定
着
に
向
け
た
取
組
み
方
策
は
、
別
々
に
取
り
組
む

こ
と
が
有
効
と
示
し
、
考
え
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を
整
理

し
て
い
る
。
第
三
に
、
地
域
や
各
社
の
取
組
み
の
違
い

に
よ
り
、
外
部
環
境
や
人
材
活
用
の
方
法
が
変
わ
る
こ

と
へ
の
留
意
を
求
め
て
い
る
。
人
手
不
足
が
深
刻
化
す

る
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
会
社
各
社
に
お
い
て
は
、
従
来
か

ら
高
齢
者
が
管
理
業
務
の
主
要
な
に
な
い
手
で
あ
る

が
、
さ
ら
な
る
活
躍
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
女
性
や

氷
河
期
世
代
、
外
国
人
な
ど
の
多
様
な
人
材
の
確
保
・

定
着
を
図
る
こ
と
を
う
な
が
し
て
い
る
。

「
第
３
章　
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
に
お
け
る
多
様
な

人
材
の
活
躍
に
向
け
た
取
組
方
策
」
で
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、「
採
用
活

動
の
工
夫
の
仕
方
」、「
業
務
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
形
式
知

化
」、「
勤
務
条
件・業
務
内
容・配
置
の
見
直
し
」、「
で

き
る
だ
け
長
く
働
き
続
け
る
た
め
の
雇
用
の
仕
組
み
」

な
ど
第
２
章
で
示
し
た
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
。
先

進
的
な
取
組
み
を
実
施
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
会
社
の

「
各
社
の
取
組
例
」、現
在
活
躍
し
て
い
る
高
齢
者
の「
高

齢
従
業
員
か
ら
の
声
」
な
ど
を
織
り
交
ぜ
て
紹
介
し
て

い
る
。

「
第
４
章　
参
考
情
報
」
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

業
に
お
け
る
高
齢
者
雇
用
の
現
状
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
か
ら
導
き
出
す
ほ
か
、
65
歳
超
雇
用
推
進
助
成

金
を
は
じ
め
、
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
な
ど
雇

用
関
係
助
成
金
に
関
す
る
制
度
の
概
要
、
ま
た
、
よ
り

よ
い
人
材
の
確
保
に
向
け
た
求
人
方
法
に
関
す
る
参
考

情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。

一
般
社
団
法
人 

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
協
会

4
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業

高
齢
者
活
躍
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

一
般
社
団
法
人 

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
協
会

連
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
は
、
葬
儀
業

に
か
か
わ
る
人
材
が
、
社
会
に
不
可
欠
な
「
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
人
々
が
生
活
す
る
う
え
で
欠
か
せ

な
い
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
）」
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
確
認
す
る
機
会
と
な
っ
た
。中
長
期
的
に
見
れ
ば
、

働
き
手
が
不
足
す
る
な
か
で
、
人
材
の
確
保
は
事
業
の

継
続
・
発
展
を
左
右
す
る
経
営
課
題
で
あ
る
。

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、「
60
歳
以
降
も
働
き
た
い
人

た
ち
に
つ
い
て
、
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
提
供
す

る
可
能
性
を
追
求
し
、
企
業
経
営
の
面
か
ら
も
メ
リ
ッ

ト
を
追
求
す
る
」
こ
と
を
意
識
し
た
内
容
で
構
成
。
各

社
の
経
営
者
や
人
事
担
当
者
が
手
引
き
と
し
て
利
用
可

能
な
よ
う
に
、
図
表
を
多
く
用
い
て
、
業
界
内
で
実
際

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
や
工
夫
な
ど
を
豊
富
に
紹
介

し
て
い
る
。

本
編
の
前
に「
検
索
ガ
イ
ド
」が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

「
葬
儀
業
で
高
齢
者
を
雇
う
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
知
り

た
い
」、「
葬
儀
業
で
活
躍
し
て
い
る
高
齢
者
は
ど
ん
な

人
た
ち
な
の
か
を
知
り
た
い
」
と
い
っ
た
各
企
業
が
置

か
れ
た
状
況
や
抱
え
る
悩
み
か
ら
索
引
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

「
は
じ
め
に
」
で
は
、本
事
業
の
背
景・目
的
の
ほ
か
、

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
構
成
、使
い
方
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
Ⅰ
章　
葬
儀
業
で
高
齢
者
を
雇
う
こ
と
の
意
義
・

メ
リ
ッ
ト
」
で
は
、
同
業
界
で
高
齢
者
を
雇
う
こ
と
の

意
義
・
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
六
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
ま
と

め
て
示
し
て
い
る
。
前
半
三
つ
は
、
従
来
か
ら
指
摘
さ

れ
て
き
た
高
齢
者
活
用
の
意
義
・
メ
リ
ッ
ト
、
後
半
三

つ
は
、こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
と
な
る
意
義・メ
リ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
る
。
葬
儀
業
界
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
意

義
・
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
を

う
な
が
し
て
い
る
。

「
Ⅱ
章　
葬
儀
業
を
取
り
巻
く
経
済
社
会
環
境
」
で

は
、
高
齢
者
の
活
用
が
求
め
ら
れ
る
背
景
を
理
解
で
き

る
よ
う
、
高
齢
化
進
展
の
デ
ー
タ
、
将
来
予
測
な
ど
、

統
計
デ
ー
タ
を
も
と
に
葬
儀
業
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
解
説
す
る
と
と
も
に
、
働
き
方
改
革
関
連
法
が
葬
儀

業
に
及
ぼ
す
影
響
を
予
測
し
て
い
る
。

「
Ⅲ
章　

葬
儀
業
に
お
け
る
高
齢
者
活
用
の
方
策
」

で
は
、
業
界
を
取
り
巻
く
社
会
背
景
と
、
現
状
の
高
齢

者
活
用
の
実
態
を
ふ
ま
え
、
今
後
は
一
層
の
高
齢
者
の

活
用
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
提
言
。
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
結
果
で
把
握
し
た
事
業
者
お
よ
び
従
業

員
の
声
を
用
い
て
、
高
齢
者
を
活
用
す
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
を
紹
介
し
て
い
く
。
葬
儀
業
に
お
い
て
高
齢
者
が
活

躍
し
や
す
い
具
体
的
な
業
務
を
取
り
上
げ
て
高
齢
者
活

用
の
ヒ
ン
ト
を
示
す
ほ
か
、
高
齢
者
の
活
躍
を
経
営
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
つ
な
げ
る
た
め
の
企
業
の
取
組
み
と

し
て
、
各
社
の
好
事
例
を
紹
介
。
今
後
の
葬
儀
業
に
お

け
る
発
展
的
な
高
齢
者
活
用
に
向
け
て
、
新
た
に
業
界

と
し
て
推
進
し
て
い
く
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
い

る
。「

資
料
編
」
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
、

葬
儀
業
に
お
け
る
高
齢
者
雇
用
に
関
す
る
制
度
の
導
入

状
況
や
高
齢
者
活
用
に
関
す
る
実
態
を
抜
粋
し
て
い
る

ほ
か
、
高
齢
者
雇
用
に
か
か
わ
る
法
制
度
・
支
援
に
関

す
る
情
報
、
求
人
方
法
に
関
す
る
参
考
情
報
な
ど
を
掲

載
し
て
い
る
。

全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会

5
葬
儀
業
に
お
け
る

高
齢
者
活
用
推
進
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
〜
高
齢
者
の
活
用
に
よ
る
業
務
ス
タ
イ
ル
の
変
化
へ
の
対
応
〜

全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会

連
絡
先
：
東
京
都
港
区
港
南
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特別企画
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「産業別高齢者雇用推進ガイドライン」のご紹介

公
益
社
団
法
人
全
日
本
病
院
協
会
は
、２
０
１
２（
平

成
24
）
年
に
「
病
院
経
営
に
必
要
な
高
齢
医
療
従
事
者

の
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
発
行
し
、
高
齢
化
に
対
応

し
た
持
続
可
能
な
人
的
資
源
管
理
シ
ス
テ
ム
が
必
要
な

こ
と
を
啓
発
し
て
き
た
。
そ
し
て
２
０
１
９（
令
和
元
）

年
度
か
ら
２
年
間
に
わ
た
り
、
再
度
の
調
査
、
聞
き
取

り
な
ど
を
通
じ
て
、
業
務
に
お
け
る
身
体
的
負
担
の
大

き
さ
が
、
職
員
、
特
に
看
護
、
看
護
補
助
業
務
に
か
か

わ
る
職
員
の
継
続
雇
用
に
与
え
る
影
響
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

本
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
現
場
の
課
題
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

先
進
事
例
や
最
新
の
技
術
を
活
用
し
な
が
ら
継
続
的
な

就
労
を
可
能
と
す
る
た
め
、
実
現
可
能
な
ア
イ
デ
ア
と

そ
れ
に
必
要
な
枠
組
み
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。　

「
１　
高
齢
者
雇
用
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
背
景
」
で

は
、少
子
高
齢
社
会
、政
府
の
高
齢
者
雇
用
対
策
の
概
要
、

医
療
業
特
有
の
要
因
、
ロ
ボ
ッ
ト・Ｉ
Ｃ
Ｔ
普
及
な
ど
、

高
齢
者
雇
用
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
、
医

療
施
設
の
職
員
全
般
に
つ
い
て
言
及
し
、
高
齢
者
の
就

業
促
進
が
求
め
ら
れ
る
背
景
を
概
観
し
て
い
る
。

「
２　
高
齢
者
雇
用
の
現
状
」
と
題
し
た
２
章
以
降

は
、
看
護
師
・
看
護
補
助
職
を
中
心
に
解
説
。
医
療
業

に
お
け
る
看
護
・
介
護
分
野
の
人
材
不
足
は
積
年
の
課

題
で
あ
り
、
少
子
高
齢
化
が
加
速
し
て
い
く
な
か
で
、

看
護
職
・
看
護
補
助
職
が
高
齢
に
な
っ
て
も
引
き
続
き

病
院
で
働
き
続
け
る
た
め
、
ま
た
は
退
職
者
の
職
場
復

帰
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
看
護
師

の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
に
お
け
る
活
躍
を
目
的
と
し

て
、
職
場
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
る
病
院
の
事
例
紹
介

も
参
考
に
な
る
。

「
３　
装
着
型
医
療
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
」
で
は
、

高
齢
者
雇
用
の
推
進
に
よ
り
人
材
不
足
の
対
応
、
お
よ

び
生
産
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る
と
し
、
よ
り
一
層
生

産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
が
有
効
と
考
察
。
装
着
型
医
療
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の

導
入
・
運
用
を
通
し
て
、
勤
続
年
数
の
長
い
看
護
師
・

看
護
補
助
職
・
リ
ハ
ビ
リ
職
を
対
象
に
、
中
腰
な
ど
の

作
業
に
お
け
る
身
体
負
荷
の
変
化
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
調
査
結
果
を
紹
介
。
装
着

型
ロ
ボ
ッ
ト
の
効
果
的
な
活
用
方
法
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
４　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
概
要
」
で
は
、
病

院
に
お
け
る
高
齢
者
雇
用
の
現
状
や
課
題
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

お
よ
び
分
析
結
果
を
紹
介
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

看
護
職
な
ど
の
定
年
制
、
継
続
雇
用
制
度
、
退
職
年
齢

と
い
っ
た
高
齢
者
雇
用
の
状
況
、
お
よ
び
看
護
職
・
看

護
補
助
職
の
身
体
的
負
荷
の
状
況
、
高
齢
者
雇
用
に
関

す
る
課
題
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
。

「
５　
参
考
資
料
」
に
は
、
医
療
業
高
齢
者
雇
用
推

進
委
員
の
安
永
好
宏
氏
に
よ
る
「
医
療
分
野
で
の
装
着

型
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
と
活
躍
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
寄
稿

文
を
掲
載
。
中
高
年
者
や
高
齢
者
の
活
用
を
促
進
す
る

場
合
の
安
全
な
職
場
整
備
の
た
め
に
、
装
着
型
ロ
ボ
ッ

ト
を
活
用
す
る
有
効
性
に
つ
い
て
示
唆
し
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
、医
療・
介
護
分
野
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
に
お
け

る
政
府
の
取
組
み
や
、高
齢
者
雇
用
に
関
連
す
る
法
律
、

法
改
正
の
概
要
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

公
益
社
団
法
人 

全
日
本
病
院
協
会

6
病
院
に
お
け
る

高
齢
医
療
従
事
者
の
雇
用
・
働
き
方

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

公
益
社
団
法
人 

全
日
本
病
院
協
会

連
絡
先
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東
京
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千
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猿
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
、

当
機
構
の
65
歳
超
雇
用
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー

（
以
下
「
プ
ラ
ン
ナ
ー
」）
の
協
力
を
得
て
、

高
齢
者
雇
用
に
理
解
の
あ
る
経
営
者
や
人
事
・
労
務
担
当
者
、

そ
し
て
活
き
活
き
と
働
く
高
齢
者
本
人
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

第105回
埼玉県

自由を尊重した職場環境づくりで
定年後も働き続けたい会社をめざす

日
に っ

生
せ い

工業株式会社（埼玉県児玉郡）

６千坪におよぶ敷地に建つ社屋

▶創業　1965（昭和40）年
▶業種　 自動車部品製造、販売業
▶従業員数　46人
（60歳以上男女内訳） 男性（5人）、女性（0人）
（年齢内訳） 60～64歳 3人 （6.5％）
 65～69歳 1人 （2.2％）
 70歳以上 1人 （2.2％）
▶定年・継続雇用制度
定年年齢60歳。平均年齢は44歳。希望
者全員を63歳まで、会社の基準該当者を
65歳まで継続雇用

埼
玉
県
は
関
東
地
方
の
中
央
部
か
ら
西
部
に
位
置
す
る

内
陸
県
で
す
。
秩
父
山
系
を
源
と
す
る
荒
川
と
、〝
坂
東

太
郎
〞
の
異
名
を
持
ち
日
本
一
の
流
域
面
積
を
有
す
る
利

根
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
西
部
に
山
々
が
連
な
り
、
東
に

い
く
に
つ
れ
て
丘
陵
、
台
地
、
低
地
と
だ
ん
だ
ん
と
低
く

な
っ
て
い
く
地
勢
で
す
。
気
候
は
、
夏
は
蒸
し
暑
く
、
冬

は
乾
燥
し
た
北
西
の
季
節
風
が
吹
く
の
が
特
徴
で
す
。
全

国
的
に
見
て
快
晴
日
数
が
多
く
、
暮
ら
し
や
す
い
気
候
と

い
え
ま
す
。

埼
玉
支
部
高
齢・障
害
者
業
務
課
の
柳や

な

瀬せ

宏
樹
課
長
は
、

県
の
産
業
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
。

「
東
京
に
本
社
が
あ
る
企
業
の
支
店
や
工
場
な
ど
が
多

く
あ
る
一
方
で
、
関
東
圏
の
流
通
基
地
と
し
て
の
運
輸
・

倉
庫
産
業
や
そ
れ
ら
を
支
え
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
産
業
、
大
手

メ
ー
カ
ー
の
工
場
を
支
え
る
部
品
製
造
業
が
多
く
所
在
し

て
い
ま
す
。
各
市
に
は
精
密
機
械
や
加
工
食
品
な
ど
を
扱

う
工
業
団
地
も
散
在
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
を
中
核
と
し
て
強

い
地
盤
と
経
済
力
を
持
つ
農
業
関
連
事
業
、
清
酒
業
が
あ

り
ま
す
。
ほ
か
に
も
歴
史
あ
る
金
融
機
関
、
小
売
産
業
も

多
い
の
が
特
徴
で
す
。
概
し
て
、
南
部
は
東
京
と
の
関
連

が
深
く
、
北
部
や
西
部
は
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
歴
史
が

深
い
企
業
が
多
い
よ
う
で
す
。
課
題
と
し
て
は
高
齢
化
、

人
手
不
足
が
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
流
れ
に
加
え
て

『
東
京
都
と
の
賃
金
格
差
』
と
『
若
者
の
地
元
離
れ
』
が

要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。こ
う
し
た
課
題
は
前
述
の
運
輸・

倉
庫
業
に
加
え
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
保
健
施

設
な
ど
医
療
・
介
護
の
事
業
所
に
顕
著
で
す
」

同
支
部
で
は
事
業
所
か
ら
、
高
齢
者
の
就
業
意
識
の
維

持
向
上
に
つ
い
て
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
留
意
点
、
高

齢
者
の
人
事
評
価
、
選
択
定
年
制
に
つ
い
て
な
ど
の
問
合

せ
が
多
く
、こ
れ
ら
に
対
し
て
情
報
提
供
、助
言
を
行
い
、

県
内
事
業
所
の
取
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

埼玉県児玉郡

★
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［小林プランナーから］
「企業を訪問する際には、会社の実情に合わ
せて、取り組みやすく、よりよい提案をす
るよう心がけています。高齢者雇用にかぎ

らず、人事労務全般において企業の抱える悩みや課題を聞き出
し、自分の持っている経験や知識のなかから具体的な解決方法
を探し出してアドバイスしています 」

高齢者雇用の相談・助言活動を行っています
◆同課の柳瀬課長は、小林プランナーについて、「社会保険労務士と
しての豊富な知識・経験に加え、コンサルティングスキルを活か
した相談・助言、特に『退職金・賃金制度』にかかわる課題のア
ドバイスは秀逸です。訪問を受けた事業所からは、高齢者雇用に
かかわらず労務管理全般に関して、セカンドオピニオンとして非
常に有益な助言、情報提供を受けたと、喜びの言葉が多く届いて
います。またゴルフの腕はセミプロ並みで、埼玉県社労士会の主
催するゴルフコンペでは、いつもベスグロなど上位入賞している
スポーツマンでもあります」と話します。
◆当課は浦和駅からバスで 12分ほど。閑静な住宅街と主要国道に挟
まれた小高い丘の上にあるため、４階でも体感的には高層階にあ
るような景色が広がり、西に富士山を望めます。埼玉スタジアム
2
にまるまるに
002 公園のすぐ近く。

◆プランナー14人が在籍しています。2019年度は制度改善の相談・
助言を 323件行いました。
◆相談・助言を無料で実施しています。お気軽にお問い合わせください。

●埼玉支部高齢・障害者業務課
住所：埼玉県さいたま市緑区原山 2-18-8　ポリテクセンター埼玉内
電話：048（813）1112

アドバイザー・プランナー歴 :3年

小林秀宏 プランナー  （56歳） 今
回
は
、
同
支
部
で
活
躍
す
る
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
小
林
秀

宏
さ
ん
の
案
内
で「
日
生
工
業
株
式
会
社
」を
訪
れ
ま
し
た
。

高
付
加
価
値
の
試
作
品
、
小
ロ
ッ
ト
製
品
の
受
託
生
産

日
生
工
業
株
式
会
社
は
、
50
年
以
上
に
わ
た
り
自
動
車

産
業
向
け
の
精
密
加
工
部
品
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
東
京
都
千
代
田
区
に
お
い
て

発
足
し
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
５
月
に
現
在
の
所
在

地
で
あ
る
埼
玉
県
児
玉
郡
美
里
町
に
移
転
し
ま
し
た
。
６

千
坪
に
お
よ
ぶ
広
大
な
敷
地
を
擁よ

う

す
る
新
社
屋
で
、
自
然

豊
か
な
環
境
の
も
と
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る

た
め
高
度
な
加
工
技
術
を
研
鑽さ

ん

し
追
求
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
部
品
の
な
か
で
も
、
加
工
技
術
・
測
定
技
術
と

も
に
高
い
技
能
が
要
求
さ
れ
、
エ
ン
ジ
ン
性
能
の
決
め
手

と
な
る
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
・
カ
ム
シ
ャ
フ
ト
の
受
託
製

造
が
中
心
と
い
う
日
生
工
業
。
強
み
は
少
量
生
産
な
ら
で

は
の
高
い
収
益
性
に
あ
り
ま
す
。
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー

か
ら
直
接
依
頼
さ
れ
る
試
作
品
の
製
造
、
小
ロ
ッ
ト
生
産

に
応
え
、
次
々
と
異
な
る
製
品
を
つ
く
る
こ
と
で
堅
実
に

業
績
を
伸
ば
し
て
き
ま
し
た
。

「
当
社
は
必
要
に
応
じ
て
適
切
な
設
備
投
資
を
行
い
、

品
質
保
証
体
制
を
整
え
て
お
客
さ
ま
か
ら
引
き
受
け
た
多

品
種
・
少
量
部
品
の
安
定
的
な
供
給
を
実
現
し
て
き
ま
し

た
。
お
客
さ
ま
か
ら
は
『
供
給
停
止
と
い
う
不
安
か
ら
解

放
さ
れ
た
』
と
高
評
価
を
得
て
い
ま
す
」
と
、
同
社
常
務

取
締
役
の
加
賀
新
一
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

近
年
は
自
動
車
産
業
が
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
つ
ち
か
っ
た
加
工
技
術
を
応
用
し
、
航
空
宇

宙
産
業
や
農
業
機
器
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
機
械

の
精
密
加
工
部
品
の
製
造
を
行
い
な
が
ら
業
務
の
領
域
を

拡
げ
て
い
ま
す
。

加賀新一常務取締役
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す
。
以
前
、
離
職
を
考
え
て
い
る
若
手
の
相
談
に
も
乗
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
」
と
話
し
、
今
後
も
若
手
の
相
談

相
手
と
な
り
、
職
場
の
潤
滑
油
と
し
て
の
役
割
を
期
待
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

今
回
は
、週
５
日
フ
ル
タ
イ
ム
で
勤
務
し
、会
社
の
期
待

を
背
負
っ
て
活
躍
し
て
い
る
３
人
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
自
由
で
、人
間
関
係
が
よ
い
会
社
」と
口
を
揃
え
る

前
田
僖き

義よ
し

さ
ん
（
74
歳
）
は
、
２
０
１
１
年
か
ら
10
年

間
、
円え

ん

筒と
う

研け
ん

削さ
く

盤ば
ん

の
機
械
を
使
っ
た
加
工
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
も
と
も
と
日
生
工
業
の
協
力
会
社
を
経
営
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
業
務
委
託
契
約
で
働
く
こ
と
を
会
社
か
ら

年
退
職
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
と
き
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
承
が

き
ち
ん
と
で
き
る
か
、若
手
の
技
術
者
を
育
成
で
き
る
か
、

中
途
採
用
で
補
充
が
で
き
る
か
、
と
い
っ
た
懸
念
が
あ
っ

た
こ
と
と
、
直
近
で
迫
っ
て
い
る
同
一
労
働
同
一
賃
金
の

ス
タ
ー
ト
に
よ
り
、
現
在
所
属
す
る
非
正
規
高
齢
従
業
員

の
処
遇
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
う
し
た
懸

念
が
あ
る
と
こ
ろ
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
訪
問
し
ま
し
た
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
つ
い
て
、
賞
与
、
手
当
、
退
職
金

を
含
め
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
提
案
を
し
た
こ
と
で
高
齢
者
雇

用
制
度
の
検
討
が
進
み
ま
し
た
」

高
齢
従
業
員
の
卓
越
し
た
技
術
に
支
え
ら
れ
る

現
在
働
い
て
い
る
、
60
歳
以
上
の
高
齢
者
は
５
人
。
彼

ら
の
働
き
ぶ
り
に
つ
い
て
、
佐
野
洋
之
製
造
部
長
は
次
の

よ
う
に
話
し
ま
す
。

「
仕
事
を
お
願
い
す
る
と
き
に
は
、
こ
と
細
か
に
説
明

を
し
な
く
て
も
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
す
ぐ
把
握
し

て
も
ら
え
、
で
き
上
が
り
に
は
ほ
ぼ
問
題
が
な
い
の
で
助

か
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
技
術
色
の
強
い
経
歴
を
持
っ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
を
活
か
し
な
が
ら
当
社
で
の
仕
事
に
楽

し
ん
で
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」

さ
ら
に
、「
み
な
さ
ん
若
手
従
業
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
が
う
ま
く
、
穏
や
か
で
す
。
若
手
の
成

長
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
上
長
に
相
談

し
づ
ら
い
悩
み
を
相
談
で
き
る
存
在
で
も
あ
る
よ
う
で

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」へ
の
対
応
と
同
時
に
定
年
延
長

同
社
の
定
年
は
60
歳
、
希
望
者
全
員
を
63
歳
ま
で
、
会

社
の
基
準
を
満
た
す
場
合
は
65
歳
ま
で
継
続
雇
用
し
て
い

ま
す
が
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
４
月
か
ら
定
年
年
齢

を
65
歳
と
し
、
65
歳
以
降
に
入
社
し
た
従
業
員
に
つ
い
て

は
70
歳
定
年
と
す
る
制
度
を
導
入
予
定
で
す
。
定
年
以
降

は
１
年
毎
の
契
約
更
新
と
し
、
年
齢
上
限
な
し
の
継
続
雇

用
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
60
歳
以
降
は
定
年
年
齢
が
選
択

可
能
で
、
以
前
と
変
わ
ら
な
い
働
き
方
を
望
む
人
は
フ
ル

タ
イ
ム
勤
務
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
重
視
し
た
い
人
は
短
時

間
勤
務
と
働
き
方
の
選
択
も
可
能
で
す
。

定
年
制
を
改
定
す
る
理
由
に
つ
い
て
加
賀
常
務
は
「
２

０
２
１
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
中
小
企
業
に
お
け
る

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
適
用
に
、
ど
う
対
応
す
る
か
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
、
あ
わ
せ
て
定
年
制
を
見
直
す
こ
と
に
し

ま
し
た
。
も
と
も
と
、
い
ま
会
社
を
牽
引
し
て
い
る
40
代

後
半
か
ら
50
代
前
半
の
従
業
員
が
60
歳
を
過
ぎ
て
も
会
社

に
残
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
初
め
て
同
社
を
訪
れ
た
小
林
プ
ラ
ン

ナ
ー
は
、
同
社
の
高
齢
者
雇
用
の
現
状
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
話
し
ま
す
。

「
い
ま
の
と
こ
ろ
定
年
後
の
再
雇
用
者
は
い
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
10
年
後
を
見
す
え
る
と
、
50
代
の
従
業
員
が
定

熟練の技術で研削機械を操る
前田僖義さん
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提
案
さ
れ
ま
し
た
。働
き
方
は
ほ
か
の
従
業
員
と
同
じ
で
、

週
５
日
フ
ル
タ
イ
ム
で
出
勤
し
て
い
ま
す
。

前
田
さ
ん
は
、「
見
本
に
頼
ら
ず
、
自
分
の
頭
で
考
え
て

作
業
を
す
る
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
創
意
工
夫
を
重
ね

な
が
ら
日
々
の
仕
事
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

「
新
し
い
こ
と
を
考
え
る
と
老
け
な
い
で
す
よ
。
自
ら

想
像
し
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
を
、
若
い
人
に
強
く
す
す

め
た
い
で
す
ね
。
こ
の
仕
事
が
好
き
な
の
で
、
一
度
も
嫌

だ
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
業
務
以
外
の
研
究
も

可
能
で
、
自
由
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
死
ぬ
前
日

ま
で
こ
こ
で
働
き
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

長な
が

塚つ
か

秀
昭
さ
ん
（
62
歳
）
は
、
長
年
、
生
産
設
備
メ
ー

カ
ー
で
液
晶
パ
ネ
ル
を
組
み
立
て
る
機
械
の
設
計
に
従

事
。
60
歳
の
と
き
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
日
生
工

業
に
入
社
し
ま
し
た
。
仕
上
げ
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
、
エ

ン
ジ
ン
の
シ
リ
ン
ダ
ー
の
仕
上
げ
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

「
１
台
の
シ
リ
ン
ダ
ー
は
私
に
と
っ
て
１
０
０
個
の
う

ち
の
一
つ
で
も
、
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な

い
一
つ
だ
と
思
っ
て
、
一
つ
ひ
と
つ
大
切
に
仕
事
を
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

や
り
が
い
は
、手
仕
上
げ
の
作
業
。
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
、

自
分
が
上
達
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
そ
う
で
す
。「
そ

れ
が
日
々
積
み
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
嬉
し
い
」
と
、
静

か
に
語
る
長
塚
さ
ん
。

納
期
を
急せ

か
さ
れ
ず
、
期
日
が
厳
し
い
と
き
に
は
営
業

担
当
者
も
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
る
と
の
こ
と
で
、
だ
か
ら

こ
そ
し
っ
か
り
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
ま
た
湧
い
て
く

る
そ
う
で
す
。「
こ
の
会
社
は
人
を
大
切
に
し
て
く
れ
る

会
社
で
す
。
動
け
な
く
な
る
ま
で
働
き
た
い
」
と
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

柿か
き

境さ
か
い

泰ひ
ろ
し

さ
ん（
64
歳
）は
、フ
ル
タ
イ
ム
の
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
と
し
て
入
社
し
、4
カ
月
目
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

会
社
を
見
学
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
工
場
が
き
れ
い
で
、
環

境
が
よ
い
と
感
じ
た
こ
と
が
入
社
の
決
め
手
だ
っ
た
そ
う
。

仕
上
げ
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
、
完
成
し
た
製
品
を
オ
イ

ル
で
洗
浄
、
梱
包
す
る
ま
で
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
手
が

け
て
い
る
製
品
は
、
重
い
も
の
は
20
㎏
も
あ
り
、
こ
れ
だ

け
の
重
量
物
を
傷
つ
け
ず
に
取
り
扱
う
の
は
神
経
を
使
う

の
だ
と
い
い
ま
す
。

日
生
工
業
に
入
社
す
る
前
は
、
部
品
加
工
一
筋
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
。「
精
密
機
械
を
取
り
扱
う
の
は
た
い
へ
ん
な

仕
事
。
い
ま
の
仕
事
も
楽
し
い
け
れ
ど
、
機
会
が
あ
れ
ば

か
つ
て
の
経
験
を
活
か
し
て
、
別
の
仕
事
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

ま
た
、「
人
間
関
係
が
よ
い
会
社
」
だ
と
感
じ
て
い
る

そ
う
で
、
さ
ら
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め
る
た
め
に
、
山

登
り
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
提

案
し
て
み
た
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
加
賀
常
務
は
、「
今
後
も
従
業
員
の
自
由
を
尊

重
し
、
定
年
後
も
長
く
働
き
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
会

社
に
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

 

（
取
材
・
西
村
玲
）

注意深く完成品を洗浄する
柿境泰さん

丁
てい

寧
ねい

に手で仕上げ作業をする
長塚秀昭さん
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は
じ
め
に

1前
回
は
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
3
月
、
厚
生
労

働
省
が
発
表
し
た
「
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
高
齢
者
の
健
康
と
安
全
確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
）」
の
概
要
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

事
業
者
は
、
事
業
場
に
潜
む
危
険
な
芽
を
摘
む
た
め
、

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
優
先
的
に
リ
ス
ク

低
減
対
策
を
講
じ
る
べ
き
も
の
を
定
め
、そ
れ
を
基
に
、

心
身
機
能
の
低
下
を
補
う
設
備
・
装
置
の
導
入
（
主
に

ハ
ー
ド
面
の
対
策
）、
お
よ
び
高
齢
者
の
特
性
を
考
慮

し
た
作
業
管
理
（
主
と
し
て
ソ
フ
ト
面
の
対
策
）
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
具
体
例
を
紹

介
し
ま
す
。

ハ
ー
ド
対
策

2心
身
機
能
の
低
下
を
補
う
ハ
ー
ド
対
策
に
よ
り
、
職

場
環
境
を
改
善
し
ま
す
。
例
え
ば
、
脚
筋
力
の
低
下
に

よ
る
転
倒
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
つ
ま
ず
く
も

の
が
な
い
よ
う
に
通
路
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

そ
の
通
路
は
、
若
者
に
と
っ
て
も
つ
ま
ず
か
な
い
も
の

と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
心
身
機
能
の
低
下
を
補

う
ハ
ー
ド
対
策
の
ほ
と
ん
ど
は
、
高
齢
者
だ
け
で
は
な

く
、
そ
こ
で
働
く
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
被
災
し
に

く
い
職
場
環
境
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
な
ハ
ー
ド
対
策
は
35
・
36
頁
の
通
り
で
す
。

ソ
フ
ト
対
策

3ハ
ー
ド
対
策
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
特
性
を
考
慮
し

た
作
業
管
理
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
勤
務
形
態
、
勤
務
時
間
の
工
夫

筋
力
や
運
動
能
力
は
加
齢
と
と
も
に
低
下
し
、
個
人
※　前回までの内容は、ホームページでご覧になれます。

エルダー   高齢社員のための安全職場づくり 検 索

　
生
涯
現
役
時
代
を
迎
え
、
60
歳
、
65
歳
を
超
え
て
、
よ
り
長
く
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
企
業
が
職
場
に
お
け
る
安
心
・
安
全
を
確
保
し
、
高
齢
社
員
が

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
本
連
載
で
は
、
高
齢
者
の
特
性
を
考
慮
し
た
〝
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
〞
な
職
場
の
実
現
方
法
に
つ

い
て
、
職
場
の
安
全
管
理
に
詳
し
い
高
木
元
也
先
生
が
解
説
し
ま
す
。

労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所 

安
全
研
究
領
域
長
　
高
木 

元
也

―
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
職
場
を
つ
く
る
―

高
齢
社
員
の
た
め
の
安
全
職
場
づ
く
り

高
齢
者
の
労
働
災
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

（
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
）

第 3 回
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①照度の確保

③すべり防止対策

④墜落制止用器具等の着用

暗い場所で視力が著し
く低下（低照度下視力）
する高齢者には、職場の
照度の確保が重要です。

ａ 床材
小売業などでは、新店舗

の設計で光沢があり見栄え
がよい床材が採用されがち
ですが、そうした床材はす
べりやすく、転倒災害が多
発している事例が見受けら
れます。対策には、光沢を
おさえたすべりにくい床材
の採用が求められます。

ｂ 防滑靴
すべりによる転倒災害防止には、

耐滑性にすぐれた靴の着用が有効
です。事業者が労働者にそのよう
な靴を支給し、着用を徹底するこ
とが求められます。

墜落防護措置のない高所作業では、事業者は、労働者
に墜落制止用器具を使用することを指示し、労働者に使
用を義務づけます。

②階段対策など

⑤安全標識などの掲示

高齢者は、バランス感覚の低下、筋力の低下、とっさ
にうまく動けないことなどにより、階段から転落しやす
く、ちょっとした段差につまずきやすくなります。
階段には手すりをつけ、たとえバランスを崩しても、
それにつかまることにより転落を防止し、わずかな段差
も解消するなど、つまずくものを除去する対策が効果的
です。

ｃ 床の水・油の除去
水に濡れた床、油のこぼれた床をそのままにせ

ず、すぐにそれらをふき取ることが重要です。
また、機械清掃ではどうしてもふき残し箇所が
出てきます。このため、機械清掃時にふき残しが
ないかチェックし、見つけたらすぐにモップなど
で拭き取るようにします。

工学的対策などリスク低減効果の高い対策を講じるこ
とがむずかしい危険箇所については、安全標識、トラテー
プなどを貼付し注意喚起を行います。　

ハード対策のポイント

高齢社員の
ための 安全職場づくり

―エイジフレンドリーな職場をつくる―
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⑩情報機器作業への対応

高音域の音が聞き取りにくい高齢者には、中低音域の
警報音、パトライトの点滅などにより警告・注意喚起を
行います。これは、高齢者特有の対策といえます。

パソコンやタブレットを用いた情報
機器作業については、厚生労働省から
「情報機器作業における労働衛生管理
のためのガイドライン」（図表 1）が示
されています。ハード対策としては、
ディスプレイの明るさ、情報機器・机・
椅子の選定、メガネの用意などがあげ
られます。

⑥警報音などの対策

⑧重量物取扱い対策
過度に重い物を持ち上げ腰痛になることを防ぐため、

重量物の取扱いを抑制します。 
また、柔軟性が低下している高齢者には、腰、背中な

どへの負荷の少ない作業姿勢をとることや、身体をかが
める姿勢、ねじる姿勢にならないようにするため、作業
台の高さや、作業対象物の配置を改善します。
重量物を持ち上げる作業での負荷軽減のため、身体機

能の補助機器
（パワーアシス
トスーツなど）
の装着も推奨
されます。

⑨熱中症対策
熱中症災害は、高齢者の発生率が高く、その対策は重
要です。涼しい休憩場所を整備し、そこに十分な水分、
塩分がとれるような飲み物を備えます。また、通気性の
よい服装の着用も推奨されます。
熱中症の初期症状を把握するため、脈拍数、体温など
が計測できるウェアラブルデバイスなどの IoT 機器の利
用が推奨されます。しかし、熱中症の発症を正確につか
むために必要な深部体
温（身体の内部の温度）
は計測できませんの
で、あくまでも初期症
状（熱中症の疑いがあ
るかどうか）を見つけ
るために活用します。

⑦介護作業などへの対応
介助者の腰痛は非常に多く、腰痛防止にはリフト、ス
ライディングシート、移乗支援機器などを導入します。

出典： 厚生労働省「情報機器作業における労働衛生管理のためのガイドライン」リーフレット

図表１　 「情報機器作業における労働衛生管理のためのガイドライン」
の枠組み

作業環境管理 情報機器作業を行う環境の整備方法について説明しています。
（例：ディスプレイの明るさ、情報機器や机・椅子の選び方）

作業管理 情報機器作業の方法について説明しています。
（例：1日の作業時間、休憩の取り方、望ましい姿勢）

健康管理
情報機器作業者の健康を守るための措置について説明してい
ます。
（例：健康診断、職場体操）

労働衛生教育 上記の対策の目的や方法について、作業者や管理者に理解
してもらうための教育について説明しています。
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差
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
年
齢
だ
け
で
な
く
、
個
々
人

の
特
徴
を
把
握
し
て
作
業
内
容
や
作
業
時
間
な
ど
の
調

整
を
行
い
ま
す
。
短
時
間
勤
務
、
隔
日
勤
務
、
交
替
制

勤
務
な
ど
の
導
入
も
検
討
し
ま
す
。

加
齢
と
と
も
に
、
昼
か
ら
夜
、
あ
る
い
は
夜
か
ら
昼

と
い
っ
た
勤
務
シ
フ
ト
の
変
更
に
体
を
慣
ら
す
こ
と
が

む
ず
か
し
く
な
る
た
め
、
夜
勤
に
つ
い
て
十
分
な
配
慮

を
行
い
ま
す
。
図
表
２
は
、
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る

夜
勤
の
勤
務
時
間
短
縮
の
例
で
す
。

疲
労
感
は
、
作
業
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
休
憩
の
間

隔
や
長
さ
に
よ
っ
て
も
大
き
く
変
わ
る
た
め
、
適
度
な

休
憩
を
取
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
加
齢
と
と
も
に
、
高
血
圧
や
高
脂
血
症

な
ど
、
何
ら
か
の
疾
患
を
持
つ
人
が
増
え
、
定
期
的
に

病
院
に
行
く
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
通
院
の
時

間
を
取
り
や
す
く
し
ま
す
。

②
ゆ
と
り
の
あ
る
作
業
ス
ピ
ー
ド

高
齢
者
は
若
年
者
に
比
べ
、
時
間
に
追
わ
れ
る
よ
う

な
仕
事
に
は
慣
れ
に
く
く
、
ま
た
ミ
ス
も
し
や
す
い
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
作
業
者
が
自
主
的
に
作
業
負

荷
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

③
無
理
の
な
い
作
業
姿
勢

加
齢
に
よ
る
筋
力
、
関
節
の
動
き
、
柔
軟
性
な
ど
の

低
下
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
身
体
の
曲
げ
伸
ば
し
や
ね

じ
れ
姿
勢
な
ど
不
自
然
な
作
業
姿
勢
を
減
ら
し
ま
す
。

ま
た
平
衡
感
覚
も
低
下
す
る
の
で
バ
ラ
ン
ス
感
覚
も
落

ち
、
身
体
の
安
定
が
と
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
長
時
間
の
立
位
作
業
を
減
ら
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
加
齢
に
よ
り
関
節
の
動
く
範
囲
が
狭
く

な
り
、
無
理
に
手
を
伸
ば
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
身
体
を
ね
じ
る
作
業
を
減
ら
す
よ

う
に
し
ま
す
。

④ 

注
意
力
、
集
中
力
な
ど
を
必
要
と
す
る

作
業
へ
の
配
慮

監
視
作
業
や
製
品
検
査
な
ど
高
度
な
集
中
が
必
要
な

作
業
は
、
例
え
ば
一
連
の
作
業
時
間
が
長
く
な
ら
な
い

よ
う
に
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
作
業
を
分
担
し

ま
す
。
注
意
力
や
判
断
力
の
低
下
に
よ
る
災
害
を
避
け

る
た
め
に
は
、
複
数
の
作
業
を
同
時
進
行
さ
せ
な
い
よ

う
配
慮
し
ま
す
。
ま
た
、
反
応
動
作
が
低
下
し
て
き
た

高
齢
者
に
は
、
素
早
い
判
断
・
行
動
を
要
す
る
作
業
を

少
な
く
す
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。
高
齢
者
は
若
年
者
に

比
べ
て
、
仕
事
の
量
や
内
容
の
急
な
変
更
に
適
応
し
に

く
い
た
め
、
作
業
の
進
み
具
合
を
自
ら
確
認
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。

⑤
腰
へ
の
負
担
軽
減

高
齢
者
の
筋
力
の
低
下
に
応
じ
作
業
内
容
を
変
え
た

え
り
、
補
助
具
を
用
い
た
り
す
る
な
ど
の
配
慮
を
し
ま

す
。
見
た
目
以
上
に
重
い
も
の
を
急
に
持
ち
上
げ
る
よ

う
な
作
業
は
腰
痛
に
直
結
し
ま
す
。
ソ
フ
ト
対
策
と
し

て
は
数
値
や
色
彩
な
ど
で
具
体
的
に
重
さ
が
わ
か
る
よ

う
に
し
ま
す
。

⑥
身
体
負
荷
の
大
き
な
作
業
へ
の
対
応

身
体
負
荷
が
大
き
な
作
業
で
は
、
職
場
で
疲
労
回
復

を
図
れ
る
よ
う
快
適
に
休
憩
で
き
る
十
分
な
広
さ
の
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
ま
す
。

お
わ
り
に

4以
上
、
今
回
は
、
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
き
、
事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
心
身
機
能
の

低
下
を
補
う
ハ
ー
ド
対
策
、
ソ
フ
ト
対
策
の
具
体
例
を

紹
介
し
ま
し
た
。
次
回
か
ら
は
、
労
働
災
害
の
種
類
別

に
、
そ
の
実
態
、
効
果
的
な
労
働
災
害
防
止
対
策
な
ど

に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
い
き
ま
す
。

出典： 厚生労働省「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイド
ライン」パンフレットより抜粋

図表２　夜勤の勤務時間見直しによる業務分散の例

見直し前

見直し後

日勤

日勤 夕勤

日勤

日勤

夜勤

夜勤

夕食介助

16：30 21：30 9：30

体位変換 朝食介助夜間排泄介助

離床介助 臥
が
床
しょう
介助 離床介助

高齢社員の
ための 安全職場づくり

―エイジフレンドリーな職場をつくる―



で
、
実
際
の
裁
判
例
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

人
員
削
減
の
必
要
性

2か
つ
て
は
、
人
員
削
減
を
し
な
け
れ
ば
企
業
存
続

の
危
機
に
瀕
す
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
求
め
る
よ
う

な
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
、
そ
の
よ
う

な
差
し
迫
っ
た
状
況
で
あ
る
こ
と
ま
で
求
め
る
も
の

で
は
な
く
、
企
業
の
運
営
上
合
理
的
な
判
断
と
し
て

や
む
を
得
な
い
も
の
と
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
基
本
的
に
は
経
営
者
の
判
断
が
尊
重
さ
れ
る
傾

向
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
人
員
削
減
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
根
拠
を
も
っ
て
示
さ
な
け
れ
ば
、
客
観
的

か
つ
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
と
は
評
価
さ
れ
ま
せ
ん
。

人
員
削
減
を
行
う
一
方
で
、
新
規
採
用
を
行
っ
て

い
る
よ
う
な
場
合
や
、
経
営
上
赤
字
で
は
な
い
よ
う

整
理
解
雇
の
４
要
件
（
要
素
）

1労
働
契
約
法
第
16
条
は
、「
解
雇
は
、
客
観
的
に

合
理
的
な
理
由
を
欠
き
、
社
会
通
念
上
相
当
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
そ
の
権
利
を
濫
用
し
た

も
の
と
し
て
、
無
効
と
す
る
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
規
定
は
、
経
営
上
の
理
由
に
よ
り
、
整
理
解
雇

す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
適
用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

整
理
解
雇
に
お
け
る
、
客
観
的
に
合
理
的
な
理
由

と
社
会
通
念
上
の
相
当
性
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
四
つ
の
要
件
（
要
素
）
を
考
慮
し
て
判
断
さ
れ

る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
①
人
員
削
減

の
必
要
性
、
②
解
雇
回
避
努
力
、
③
人
選
の
合
理
性
、

④
手
続
き
の
妥
当
性
が
、
四
つ
の
要
件
（
要
素
）
と

し
て
考
慮
さ
れ
ま
す
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
が
い
か

な
る
内
容
を
意
味
し
て
い
る
の
か
整
理
し
た
う
え

判
例
上
、
整
理
解
雇
の
４
要
件
（
要
素
）
が
確
立
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
要
件
に
則
し
た
検

討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
部
門
に
所
属
す
る
従
業
員
全
員
を
解
雇
す
る
た
め
に
は
、
人

員
削
減
の
必
要
性
が
高
く
、
解
雇
回
避
努
力
を
尽
く
し
た
う
え
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

A
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部
門
閉
鎖
に
よ
り
整
理
解
雇
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
き
の
留
意
点
に
つ
い
て
知
り
た
い

経
営
状
況
悪
化
に
と
も
な
い
、
事
業
部
門
を
一
つ
閉
鎖
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
部

門
閉
鎖
と
あ
わ
せ
て
整
理
解
雇
を
実
施
し
な
け
れ
ば
、
事
業
継
続
は
む
ず
か
し
い
と
考
え
て
い

る
の
で
す
が
、
部
門
に
所
属
す
る
従
業
員
を
解
雇
す
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

Q 1



な
状
況
に
お
い
て
は
、
人
員
削
減
の
必
要
性
は
否
定

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

後
述
③
の
「
解
雇
回
避
努
力
」
と
も
関
連
し
ま
す

が
、
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
当
該
事
業
部
門
の
人
数

が
少
数
で
あ
る
場
合
な
ど
に
は
、
解
雇
以
外
の
選
択

肢
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い

と
い
っ
た
心
証
を
開
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
対
象
人
数
が
少
な
い
場
合
に
は
、
人
員
削
減
以

外
の
方
法
が
と
れ
な
い
理
由
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

一
例
と
し
て
、
職
種
限
定
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
異
動
な
ど
の
選
択
肢
が
取
れ
な
い
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
場
合
で
も
、
合
意
に
よ
る
異

動
の
打
診
な
ど
は
検
討
す
る
こ
と
が
適
切
で
し
ょ
う
。

解
雇
回
避
努
力

3で
き
る
か
ぎ
り
、
解
雇
以
外
の
方
法
で
、
企
業
経

営
を
立
て
直
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
検
討
す
る
こ
と

が
、
解
雇
回
避
努
力
の
要
素
と
な
り
ま
す
。

解
雇
に
よ
っ
て
経
営
の
危
機
的
状
況
な
ど
を
回
避

す
る
こ
と
が
ね
ら
い
と
し
て
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ

の
前
に
残
業
代
の
抑
制
、余
剰
人
員
の
出
向
や
配
転
、

希
望
退
職
者
の
募
集
、退
職
勧
奨
に
よ
る
人
員
削
減
、

役
員
報
酬
の
削
減
な
ど
が
一
般
的
な
解
雇
回
避
努
力

の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ど
の
企
業
に
お
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
こ
と
で
比
較
的
多
い
の
は
、
希
望
退
職
者
の
募

集
や
退
職
勧
奨
の
実
施
で
す
。
解
雇
回
避
努
力
の
一

環
と
し
て
希
望
退
職
者
の
募
集
や
退
職
勧
奨
を
実
施

す
る
こ
と
は
、
必
然
的
に
整
理
解
雇
の
必
要
性
の
説

明
内
容
や
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
だ
れ
を
選
択
す
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

た
め
、
後
述
④
の
「
人
選
の
合
理
性
や
手
続
き
の
妥

当
性
」
に
も
関
連
す
る
事
項
で
あ
り
、
し
っ
か
り
と

整
理
解
雇
の
要
件
（
要
素
）
を
検
討
す
る
た
め
に
も
、

希
望
退
職
者
の
候
補
な
ど
を
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で

し
ょ
う
。人

選
の
合
理
性
と
手
続
き
の
妥
当
性

4人
選
の
合
理
性
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
例

え
ば
、
過
年
度
の
勤
務
成
績
が
低
い
も
の
を
選
択
す

る
こ
と
や
、
勤
続
年
数
、
労
働
者
の
生
活
へ
の
影
響

の
大
き
さ
な
ど
を
ふ
ま
え
て
決
定
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
万
能
の
基
準
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、会
社
の
雇
用
し
て
い
る
従
業
員
の
人
数
や
年
齢
、

家
族
構
成
、
勤
続
年
数
な
ど
の
構
成
を
ふ
ま
え
て
、

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

比
較
的
共
通
し
や
す
い
要
素
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

人
事
考
課
上
の
評
価
や
勤
務
成
績
と
い
っ
た
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
人
事
考
課
や
勤
務
成
績
の
基
準
が
客

観
的
で
は
な
く
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
や
、
評

価
基
準
が
不
合
理
な
場
合
に
は
そ
れ
に
依
拠
す
る
こ

と
が
否
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
人
事
考
課
や
勤
務
成
績
に
つ
い
て
も
定
量
的
な

要
素
に
よ
り
客
観
性
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
留
意

す
べ
き
で
し
ょ
う
。

な
お
、
国
籍
、
信
条
、
社
会
的
身
分
、
性
別
、
婚

姻
・
妊
娠
・
出
産
、
育
児
・
介
護
、
労
働
組
合
員
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
人
選
の
基
準
に
加
え
る
こ
と
は
、

法
律
上
禁
止
さ
れ
て
い
る
差
別
的
取
扱
い
に
な
る
た

め
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
続
き
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
労
働
協

約
や
就
業
規
則
の
根
拠
に
協
議
条
項
が
あ
る
場
合
に

は
、
協
議
を
前
置
す
る
こ
と
な
ど
が
典
型
的
で
す
。

た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
根
拠
と
な
る
規
定
が
な
い
場

合
に
お
い
て
も
、
誠
実
に
協
議
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
根
拠
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
労
働
組
合
や
解
雇
対
象
と
な
り
う
る
労
働

者
に
対
し
、
事
前
協
議
や
解
雇
の
必
要
性
に
関
す
る

説
明
を
尽
く
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

協
議
や
説
明
に
あ
た
っ
て
は
、
人
員
削
減
の
必
要

性
、
解
雇
回
避
努
力
の
手
法
、
人
選
基
準
な
ど
に
つ

い
て
で
き
る
か
ぎ
り
納
得
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
誠
意

を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

整
理
解
雇
が
認
め
ら
れ
た

近
時
の
裁
判
例

5東
京
地
裁
平
成
31
年
3
月
28
日
判
決
は
、
部
門
の

閉
鎖
に
と
も
な
う
整
理
解
雇
が
、
整
理
解
雇
の
4
要

件
（
要
素
）
に
照
ら
し
て
、
有
効
と
判
断
さ
れ
た
事

例
で
す
。
航
空
会
社
に
お
い
て
、
旅
客
数
が
お
よ
そ

半
減
す
る
ほ
ど
人
気
が
低
下
し
た
路
線
と
な
っ
た
結

果
、
業
務
量
が
減
少
し
た
部
門
に
つ
い
て
、
減
少
前

の
業
務
量
に
相
当
す
る
賃
金
を
支
払
い
続
け
て
い
た

こ
と
か
ら
、
部
門
削
減
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
が
実
現

で
き
る
こ
と
を
理
由
に
、
人
員
削
減
の
必
要
性
を
肯
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定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
解
雇
回
避
努
力
の
措
置
お
よ
び
手
続
き
の

妥
当
性
に
関
し
て
、労
働
組
合
に
対
し
て
、通
常
の
退

職
金
に
加
え
て
特
別
退
職
金
と
し
て
20
カ
月
分
の
賃

金
相
当
額
を
加
算
し
て
支
払
う
旨
を
提
案
す
る
ほ
か
、

配
置
転
換
に
よ
る
勤
務
の
継
続
を
提
案
し
て
き
た
こ

と
が
相
当
な
内
容
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

人
選
の
合
理
性
に
つ
い
て
は
、
部
門
に
所
属
す
る

賃
金
の
減
額
を
と
も
な
う
降
格
に

必
要
な
根
拠

1企
業
内
に
お
い
て
は
、
人
事
評
価
の
仕
組
み
を
構

築
し
、
賃
金
体
系
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
制
度
は
、
各
企
業
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

も
の
全
員
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
不

合
理
な
点
は
見
当
た
ら
な
い
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

比
較
的
高
度
な
人
員
削
減
の
必
要
性
が
あ
る
状
況

の
な
か
、
解
雇
回
避
努
力
お
よ
び
手
続
き
の
妥
当
性

に
つ
い
て
十
分
な
措
置
を
と
っ
て
き
た
こ
と
が
、
整

理
解
雇
の
結
論
を
左
右
し
た
と
い
え
る
事
案
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

あ
え
て
分
類
す
れ
ば
、
人
が
身
に
つ
け
た
能
力
を

評
価
し
て
賃
金
を
定
め
る
「
職
能
給
」
と
、
人
が
に

な
う
役
割
や
職
務
の
内
容
に
則
し
て
賃
金
を
定
め
る

「
職
務
給
」
の
２
種
類
の
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
は
、「
職
能
給
」
と
し
て
の
賃
金

制
度
が
広
く
定
着
し
て
お
り
、
基
本
的
に
は
、
能
力

が
減
衰
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
前
提
の
も
と
、
原

則
と
し
て
、
賃
金
の
減
額
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
制

度
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、「
職

能
給
」
を
前
提
と
す
る
賃
金
体
系
に
お
い
て
は
、
労

働
契
約
や
就
業
規
則
に
お
い
て
、
明
確
な
降
格
の
根

拠
規
定
が
な
い
か
ぎ
り
は
、
降
格
を
実
施
で
き
な
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、「
職
務
給
」
と
し
て
の
賃
金
制
度
を
採

用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
職
務
の
変
更
を
と
も
な
う

場
合
に
は
賃
金
も
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
降
格
の
裁
量
の
余
地
は
広

い
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
賃
金
の
減
額
と

い
う
不
利
益
を
と
も
な
う
以
上
、た
と
え
「
職
務
給
」

を
採
用
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、
明
確
な
根
拠

規
定
は
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
逆
説
的
な
発

想
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
職
務
の
変
更
に
と

も
な
い
賃
金
の
減
額
を
行
い
う
る
こ
と
が
就
業
規
則

や
賃
金
規
程
に
お
い
て
表
現
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な

場
合
は
、「
職
務
給
」
制
度
を
採
用
し
て
い
る
と
評

価
さ
れ
ず
に
、一
般
的
に
定
着
し
て
い
る
「
職
能
給
」

と
し
て
判
断
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
職

務
給
」
制
度
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
す
る

趣
旨
か
ら
も
、
降
格
の
根
拠
規
定
を
置
く
こ
と
は
重

要
と
い
え
ま
す
。

人
事
権
の
濫
用

2降
格
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
根
拠
規
定
が
存
在

す
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
判
断
は
、

減
給
を
と
も
な
う
降
格
に
は
、
就
業
規
則
上
の
根
拠
が
必
要
で
あ
る
ほ
か
、
処
分
の
合
理
性

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

処
分
の
合
理
性
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
人
事
考
課
基
準
自
体
の
合
理
性
や
降
格
処
分

に
至
る
ま
で
の
指
導
経
過
な
ど
も
ふ
ま
え
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
経
過
を
記
録
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

A
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人
事
考
課
に
基
づ
く
降
格
の
有
効
性
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い

人
事
評
価
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
給
料
の
減
額
を
と
も
な
う
降
格
処
分
を
行
う
こ
と
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
人
事
権
の
行
使
の
一
環
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
裁
量
の
余
地
が
広
い
と
考
え
て
問

題
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Q 2



人
事
評
価
と
い
う
過
程
を
経
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
人
事
評
価
の
過
程
に
お
い
て
、
著
し
い
不

合
理
な
評
価
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ

の
人
事
権
を
濫
用
し
た
も
の
と
し
て
降
格
が
無
効
に

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

濫
用
と
な
る
か
否
か
判
断
す
る
際
に
重
視
さ
れ
る

観
点
と
し
て
は
、「
公
正
な
評
価
」
が
な
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
と
い
う
考
え
方
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
東
京
地
裁
平
成
16
年
3
月
31
日
判
決
に
お
い

て
は
、
賃
金
の
減
額
を
と
も
な
う
人
事
権
の
行
使
に

関
し
て
、「
労
働
契
約
の
内
容
と
し
て
、
成
果
主
義

に
よ
る
基
本
給
の
降
給
が
定
め
ら
れ
て
い
て
も
、
使

用
者
が
恣
意
的
に
基
本
給
の
降
給
を
決
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
な
い
」
と
し
た
う
え
で
、「
降
給
が
許
容
さ

れ
る
の
は
、
就
業
規
則
等
に
よ
る
労
働
契
約
に
、
降

給
が
規
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
降
給
が
決
定

さ
れ
る
過
程
に
合
理
性
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
過
程
が

従
業
員
に
告
知
さ
れ
て
そ
の
言
い
分
を
聞
く
等
の
公

正
な
手
続
が
存
す
る
こ
と
が
必
要
」と
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
は
、
評
価
の
過
程
ま
で

を
人
事
権
濫
用
の
判
断
要
素
と
し
て
含
め
た
う
え

で
、
そ
の
過
程
が
従
業
員
に
告
知
さ
れ
て
そ
の
言
い

分
を
聞
く
な
ど
の
手
続
き
を
求
め
て
い
る
と
い
う
点

で
す
。
人
事
権
の
行
使
に
関
し
て
は
、
経
営
者
の
判

断
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
す
が
、
評
価
の

過
程
に
つ
い
て
は
説
明
を
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

な
お
、
同
判
決
は
「
降
給
の
仕
組
み
自
体
に
合
理

性
と
公
正
さ
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
仕
組
み
に
沿
っ
た

降
給
の
措
置
が
採
ら
れ
た
場
合
に
は
、
個
々
の
従
業

員
の
評
価
の
過
程
に
、
特
に
不
合
理
な
い
し
不
公
正

な
事
情
が
認
め
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
、
当
該
降
給
の
措

置
は
、
当
該
仕
組
み
に
沿
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
と
し

て
許
容
さ
れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
も

判
断
し
て
お
り
、
企
業
の
判
断
を
尊
重
す
る
姿
勢
も

同
時
に
示
し
て
い
ま
す
。

実
務
上
に
お
け
る
問
題
点

3人
事
評
価
に
基
づ
く
人
事
権
の
行
使
に
あ
た
っ
て

は
、
そ
の
過
程
の
記
録
が
十
分
に
残
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

定
量
的
な
評
価
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
比
較

的
記
録
と
し
て
残
り
や
す
い
た
め
、
証
拠
化
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
一
方
で
、
人
事
評
価
は
、
ど
う
し

て
も
定
性
的
な
評
価
も
と
も
な
う
も
の
で
あ
り
、
一

定
期
間
に
お
け
る
定
性
評
価
に
つ
い
て
、
結
果
だ
け

を
記
載
し
て
も
印
象
論
や
主
観
的
な
評
価
と
判
断
さ

れ
る
お
そ
れ
が
強
い
と
い
え
ま
す
。

実
際
に
、
人
事
評
価
に
基
づ
く
降
格
が
有
効
と
判

断
さ
れ
て
い
る
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
主
観
的
な
評

価
に
陥
り
が
ち
な
部
分
に
関
し
て
、
従
業
員
へ
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
な
ど
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
場
合

な
ど
が
比
較
的
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
先
述
の
東
京
地
裁
平
成
16
年
3
月
31
日

判
決
に
お
い
て
も
、
目
標
管
理
制
度
が
採
用
さ
れ
て

お
り
、
目
標
設
定
が
従
業
員
と
の
面
談
を
通
じ
て
設

定
さ
れ
、
評
価
に
あ
た
っ
て
は
自
己
評
価
も
行
い
意

見
を
述
べ
る
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
人
事
評
価
過
程
の
透
明
性
を
ふ
ま
え
た
判
断
が

な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

大
阪
地
裁
令
和
元
年
6
月
12
日
判
決
は
、
賃
金
減
額

を
と
も
な
う
降
格
の
有
効
性
が
争
わ
れ
た
事
案
で
す

が
、
各
年
度
の
重
点
業
務
を
示
し
た
う
え
で
、
そ
の

結
果
を
報
告
さ
せ
る
制
度
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
を

ふ
ま
え
た
人
事
評
価
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
基

本
的
に
は
合
理
性
を
認
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

案
に
お
い
て
は
、
従
業
員
自
身
が
い
か
な
る
要
素
に

基
づ
き
評
価
さ
れ
る
の
か
認
識
し
、
そ
の
評
価
の
説

明
を
受
け
た
う
え
で
、
自
身
か
ら
の
意
見
を
述
べ
る

機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
重
要
な
判
断
要

素
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、大
阪
地
裁
令
和
元
年
6
月
12
日
判
決
で
は
、

人
事
評
価
の
過
程
で
業
務
改
善
を
目
的
と
し
た
面
談

を
行
い
つ
つ
、そ
の
面
談
に
お
け
る
指
摘
に
対
し
て
、

従
業
員
が
「
す
い
ま
せ
ん
」、「
こ
れ
は
私
の
ミ
ス
な

ん
で
す
け
ど
も
、
そ
こ
ま
で
や
ら
な
あ
か
ん
と
い
う

認
識
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
な
ど
、
具
体
的
な
発

言
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
具
体
的
な

発
言
を
立
証
す
る
た
め
に
は
、
面
談
の
記
録
を
保
存

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

人
事
考
課
に
基
づ
く
降
格
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、

人
事
考
課
の
結
果
を
立
証
す
る
の
み
で
は
足
り
ず
、

対
象
者
に
と
っ
て
、
降
格
に
至
る
過
程
の
透
明
性
が

確
保
さ
れ
て
お
り
、
評
価
が
低
く
な
る
理
由
を
認
識

し
て
、
そ
れ
を
改
善
す
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
も
判

断
要
素
と
し
て
は
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
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高
齢
者
は
怒
り
っ
ぽ
い
？

「
歳
を
と
る
と
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
を

聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
本
当
に
そ
う
な
の
で
し
ょ

う
か
？　

そ
う
思
っ
て
し
ま
う
理
由
は
三
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
、
怒
り
っ
ぽ
い
高
齢
者
の
割
合
は
以
前
と

同
じ
で
も
、
高
齢
者
人
口
が
増
え
た
た
め
、
怒
り
っ
ぽ

い
高
齢
者
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
二
つ
目
は
、
昔

よ
り
も
寿
命
が
伸
び
た
た
め
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

に
支
障
を
き
た
す
タ
イ
プ
の
認
知
症
の
方
が
増
加
し

た
。
三
つ
目
は
、
独
居
高
齢
者
の
増
加
、
年
金
な
ど
の

経
済
的
な
不
安
、
長
寿
に
よ
る
健
康
不
安
と
い
っ
た
高

齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
以
前
と
比
べ
て
厳
し
い
た

め
、
怒
り
っ
ぽ
い
高
齢
者
が
増
え
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら

三
つ
の
理
由
は
、
歳
を
と
っ
た
こ
と
が
直
接
的
な
原
因

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
に
な
う
感
情
機
能
は
、
若
年
者
よ
り
も
高
齢
者
の
方

が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
心
理
学
や
脳
神
経
科
学
の
研
究

は
示
し
て
い
ま
す
。

歳
を
と
っ
て
も
衰
え
な
い
感
情
機
能

高
齢
期
は
、
得
る
も
の
に
対
し
て
失
う
も
の
の
割
合

が
多
く
な
る
時
期
で
す
。
長
く
生
き
れ
ば
だ
れ
も
が
、

何
ら
か
の
体
の
不
調
に
よ
る
「
健
康
の
喪
失
」、
両
親

や
友
人
、
配
偶
者
の
死
に
よ
る
「
人
間
関
係
の
喪
失
」、

引
退
や
子
ど
も
の
自
立
な
ど
に
よ
る
「
役
割
の
喪
失
」

と
い
っ
た
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
と
も
な
う
出
来
事
を
、

多
か
れ
少
な
か
れ
経
験
し
ま
す
。
で
す
が
、
高
齢
者
が

不
幸
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。図
表
に
あ
る
よ
う
に
、

年
齢
を
重
ね
る
と
幸
福
感
が
高
ま
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

喪
失
の
時
期
で
あ
る
高
齢
期
の
幸
福
感
が
、
ほ
か
の

世
代
と
比
較
し
て
高
い
と
い
う
矛
盾
は
「
エ
イ
ジ
ン
グ

25
18.0

18.5

19.0

19.5

20.0

20.5

21.0

21.5

22.0

22.5

23.0

23.5

35 45 55 65 74
年 齢

幸 

福 

感

幸福感

出典： Mroczek, D. K., & Kolarz, C. M.（1998）. The effect of age on positive and 
negative affect: a developmental perspective on happiness. Journal of 
Personality and Social Psychology, 75（5）, 1333-1349.

図表　歳をとるほど幸福感は高まる

　
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正
に
よ
り
就
業
期
間
の
延

伸
が
見
込
ま
れ
る
な
か
で
、
高
齢
者
が
活
き
活
き
と
働
け

る
環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
高

齢
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
高
齢
者
の
内
面
、〝
こ
こ
ろ
〞に
焦
点

を
当
て
、
そ
の
変
化
や
特
性
を
解
説
し
ま
す
（
編
集
部
）。

心
理
学

高
齢
社
員
の

―
加
齢
で
〝
こ
こ
ろ
〞
は
ど
う
変
わ
る
の
か

―
増
本 

康
平

神
戸
大
学
大
学
院
人
間
発
達
環
境
学
研
究
科 

准
教
授
　

高
齢
社
員
の
仕
事
と
感
情
機
能

第4回
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パ
ラ
ド
ク
ス
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
矛
盾
が
生
じ
る
理
由

を
解
明
し
よ
う
と
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
研
究
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
で
は
、
感
情
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
脳
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
加
齢
の
影
響
を
受

け
に
く
い
こ
と
、
加
齢
と
と
も
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報

で
は
な
く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
重
視
す
る
情
報
処

理
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
若
い
と
き
よ
り
も
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
状
況

に
上
手
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
、
幸
福
感
が
高
く
な

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
で
は
、
感
情
機
能
は

仕
事
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
の

で
し
ょ
う
か
？

仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
感
情
機
能

こ
れ
ま
で
の
連
載
の
な
か
で
、
高
齢
社
員
の
認
知
機

能
と
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

歳
を
と
る
と
情
報
処
理
の
ス
ピ
ー
ド
は
低
下
し
、
頭
の

な
か
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
も
小
さ
く
な
る
た
め
、
新
し
い

状
況
で
の
迅
速
な
判
断
が
求
め
ら
れ
た
り
、
複
雑
な
推

論
が
必
要
と
な
っ
た
り
す
る
場
合
、
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
下
が
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
一
方
で
、

経
験
か
ら
得
ら
れ
る
知
識
や
技
能
に
関
す
る
記
憶
は
高

齢
に
な
っ
て
も
維
持
さ
れ
る
た
め
、
経
験
が
重
視
さ
れ

る
仕
事
に
関
し
て
は
、高
齢
社
員
で
も
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
低
下
し
な
い
こ
と
も
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
一
人
で
行
う
作
業
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
、
こ
う
し
た
認
知
機
能
の
状
況
に
よ
っ
て
あ
る
程

度
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
仕
事
の
多

く
は
一
人
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
部
下
や

同
僚
、
上
司
と
の
良
好
な
関
係
、
顧
客
と
の
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
場
合
、

素
早
く
正
確
に
情
報
を
処
理
す
る
た
め
の
認
知
機
能
よ

り
も
、
相
手
に
共
感
し
た
り
、
苦
境
に
あ
っ
て
も
感
情

的
に
な
ら
ず
冷
静
に
対
処
す
る
こ
と
や
、
相
手
に
自
分

の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
の
感
情
機
能
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
関
す

る
研
究
で
は
、
認
知
機
能
よ
り
も
感
情
機
能
の
方
が
重

視
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

高
齢
社
員
の
感
情
機
能

感
情
機
能
に
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、
感
情
の
「
知

覚
」、「
理
解
」、「
使
用
」、「
管
理
」
の
四
つ
が
あ
り
ま

す
。「
知
覚
」
と
は
、
声
、
表
情
な
ど
か
ら
他
人
の
感

情
状
態
を
把
握
す
る
能
力
で
す
。「
理
解
」
と
は
、
感

情
に
つ
い
て
の
知
識
や
、
感
情
や
そ
の
変
化
が
も
つ
意

味
を
理
解
す
る
能
力
を
さ
し
ま
す
。「
使
用
」
と
は
、

目
標
達
成
の
た
め
に
感
情
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
例
え

ば
、
課
題
を
達
成
す
る
た
め
に
気
持
ち
を
焦
ら
せ
る
、

な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
管
理
」は
動
揺
し
て
い
る
と
き
に
、

自
分
自
身
を
落
ち
着
か
せ
た
り
、
落
ち
込
ん
で
い
る
人

を
元
気
づ
け
る
な
ど
、
自
分
と
他
者
の
感
情
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
能
力
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
四
つ
の
す
べ
て
の
要
素
に
お

い
て
、
高
齢
者
が
若
年
者
よ
り
も
優
れ
て
い
る
、
あ
る

い
は
、
少
な
く
と
も
若
年
者
と
同
等
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
齢
社
員
の
方
が
、
仕
事

に
よ
る
ス
ト
レ
ス
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
、
燃

え
尽
き
症
候
群
に
な
り
に
く
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
分
だ
け
で
な
く
周
り
に
対
し
て
気
配
り
が
で
き

る
た
め
、
職
場
で
の
衝
突
を
回
避
で
き
、
顧
客
の
満
足

度
が
高
い
と
い
う
結
果
も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
高
齢

者
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報
よ
り
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
情
報

に
注
意
を
向
け
や
す
い
こ
と
か
ら
、
現
状
に
満
足
す
る

傾
向
が
あ
り
、
変
化
を
生
み
出
す
こ
と
が
苦
手
で
あ
る

こ
と
も
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
機
能
と
同
じ
よ
う
に
感
情
機
能
に
も
個
人
差
は

あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
感
情
機
能
は
経
験
に
よ
っ
て

向
上
し
、
高
齢
期
で
も
維
持
さ
れ
る
た
め
、
職
場
に
お

い
て
高
齢
社
員
が
活
躍
で
き
る
場
面
は
多
く
あ
り
ま

す
。
年
齢
と
と
も
に
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
低
下

す
る
と
い
う
認
識
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
、
感
情
機
能

に
関
す
る
研
究
は
示
し
て
い
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

増
本
康
平
（
２
０
１
８
）『
老
い
と
記
憶
〜
加
齢
で
得
る
も
の
、失
う
も
の
』

中
央
公
論
新
社

Baltes, B., Rudolph, C. W
., & Zacher, H. (Eds.). (2019). 
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今
回
は
「
賞
与
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
意
外

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
３
月
は
賞
与
と
な
じ
み
深
い
月

で
す
。
期
末
（
決
算
）
賞
与
の
支
給
や
、
翌
年
度
の
従

業
員
の
処
遇
に
つ
い
て
経
営
側
と
従
業
員
側
が
話
し
合

う「
春
闘
」の
実
施
が
こ
の
時
期
に
あ
た
る
か
ら
で
す
。

賞
与
の
目
的
は
さ
ま
ざ
ま

賞
与
と
い
う
言
葉
よ
り
も
、「
ボ
ー
ナ
ス
」
の
方
を

よ
く
耳
に
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
事
で

は
ボ
ー
ナ
ス
で
は
な
く
、
賞
与
と
い
う
用
語
を
使
い
ま

す
。
ボ
ー
ナ
ス
は
何
か
よ
か
っ
た
と
き
の
み
支
払
わ
れ

る
報
奨
金
的
な
意
味
合
い
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
賞
与

は
よ
り
幅
広
い
目
的
で
支
給
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

目
的
の
確
認
に
入
る
前
に
賞
与
の
前
提
に
触
れ
て
お

く
と
、
賞
与
は
労
働
に
対
す
る
支
給
義
務
が
法
律
上
定

め
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
賞
与

と
い
う
制
度
を
設
け
る
か
ど
う
か
は
企
業
の
自
由
で

す
。
そ
し
て
、
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
が
、
何
の
た
め

に
支
給
す
る
か
の
目
的
も
企
業
の
設
定
次
第
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
先
ほ
ど
〝
幅
広
い
目
的
〞
と
書
き
ま

し
た
が
、
お
お
よ
そ
次
の
目
的
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

① 

業
績
の
還
元
：
利
益
な
ど
の
業
績
に
よ
り
賞
与
が
増

減
す
る
仕
組
み
を
用
い
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
目
的

に
基
づ
い
て
い
ま
す
。業
績
に
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
、

業
績
悪
化
時
に
は
人
件
費
の
負
担
を
抑
制
し
、
一
方

で
好
調
時
に
は
従
業
員
へ
よ
り
多
く
還
元
し
た
い
と

い
う
意
図
が
あ
り
ま
す
。

② 

生
活
給
の
一
部
：
年
末
や
盆
な
ど
の
、
支
出
の
多
い

特
別
な
時
期
の
生
活
費
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
賞
与
が
毎
年
一
定
程
度
支
給
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
支
払
い
な
ど
の
生
活
設

計
と
連
動
さ
せ
や
す
く
な
る
た
め
、
従
業
員
側
に
す

る
と
生
活
給
と
し
て
の
認
識
が
強
く
な
り
ま
す
。

③ 

給
与
の
後
払
い
：
本
来
は
「
年
俸
制
」
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
従
業
員
に
予
定
し
て
い
る
年
収
を
12
カ
月

で
分
割
し
て
毎
月
の
給
与
で
支
給
す
れ
ば
よ
い
の
で

す
が
、
あ
え
て
分
割
数
を
増
や
し
て
給
与
分
の
残
り

を
ま
と
め
て
支
払
う
の
が
賞
与
で
す
。
こ
れ
は
目
的

そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
①
と
②
を
実
現
す
る
た

め
の
手
段
と
い
っ
た
方
が
正
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

賞
与
の
支
給
方
法
は

目
的
に
よ
っ
て
変
わ
る

賞
与
の
支
給
方
法
は
目
的
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
業
績
還
元
に
し
た
場
合
は
、
営
業
利
益
や
経

常
利
益
な
ど
の
賞
与
の
総
予
算
（「
賞
与
原
資
」
と
も

い
い
ま
す
）
を
決
め
る
「
業
績
指
標
」
を
定
め
、
そ
の

う
ち
の
ど
の
程
度
を
賞
与
に
配
分
す
る
か
を
ル
ー
ル
化

し
ま
す
。
ル
ー
ル
が
明
確
で
従
業
員
に
も
し
っ
か
り
説

明
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
業
績
悪
化
時
に
は
賞
与
不
支

給
も
あ
り
得
ま
す
し
、
業
績
好
調
時
に
は
相
当
額
の
賞

「賞与」第10回
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与
が
支
給
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
生
活

給
的
要
素
が
強
い
場
合
は
、
業
績
悪
化
時
で
あ
っ
て
も

容
易
に
は
賞
与
は
減
額
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

賞
与
支
給
の
根
拠
は
就
業
規
則
・
給
与
規
程
な
ど
に
記

載
す
る
こ
と
で
す
が
、
支
給
を
断
定
す
る
表
現
や
支
給

水
準
が
明
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
業
績
な
ど
の
事

情
に
よ
ら
ず
、
そ
の
記
載
に
則
っ
て
支
払
う
の
が
基
本

と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
業
績
か
生
活
給
か
の
両
極
で
は
な
く
、
図

表
に
あ
る
よ
う
に
一
定
程
度
は
生
活
給
と
し
て
固
定
的

に
支
払
う
（
＝
最
低
支
給
額
を
定
め
る
）
が
、
残
り
は

業
績
に
連
動
さ
せ
る
と
い
う
組
合
せ
が
よ
く
あ
る
運
用

で
す
。
ま
た
、
賞
与
の
支
給
回
数
は
夏
・
冬
の
２
回
と

し
て
い
る
会
社
が
多
い
で
す
が
、
事
業
年
度
の
年
度
末

に「
期
末
賞
与
」を
支
給
し
て
い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
夏
・
冬
は
固
定
的
、
期
末
賞
与
は
業
績

還
元
と
し
て
、
支
給
か
不
支
給
は
業
績
次
第
と
い
う
傾

向
が
強
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
期
末
賞
与
を
「
決

算
賞
与
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、業
績
還
元
に
つ
い
て
一
つ
触
れ
て
お
く
と
、

企
業
全
体
の
業
績
だ
け
で
な
く
、
個
人
の
業
績
貢
献
度

で
あ
る
評
価
結
果
を
反
映
さ
せ
、
個
人
単
位
の
支
給
額

に
差
を
つ
け
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。例
え
ば
、

標
準
で
は
基
本
給
の
１
カ
月
分
相
当
が
支
給
さ
れ
る
と

こ
ろ
、
評
価
の
高
い
従
業
員
は
１
・
３
カ
月
分
相
当
、

評
価
が
低
い
従
業
員
に
は
０
・
７
カ
月
分
相
当
の
支
給

額
と
な
る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
差
を
つ

け
る
の
は
、
毎
月
の
給
与
は
従
業
員
の
生
活
の
安
定
の

観
点
か
ら
大
幅
な
増
減
は
望
ま
し
く
な
い
も
の
の
、
賞

与
は
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
げ
る
た

め
に
、
メ
リ
ハ
リ
を
持
た
せ
た
支
給
を
柔
軟
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

高
齢
者
雇
用
と
賞
与

賞
与
は
法
律
的
な
制
限
が
少
な
い
た
め
、
企
業
の
意

思
次
第
で
目
的
や
支
給
方
法
を
定
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
従
業
員
に
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表
現
す
る

の
に
適
し
て
い
ま
す
。
ま
た
従
業
員
と
の
合
意
が
前
提

で
す
が
、
運
用
の
見
直
し
が
し
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
雇
用
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。
労
務
行
政
研

究
所
「
高
年
齢
者
の
処
遇
に
関
す
る
実
態
調
査
」（
平

成
31
年
）
に
よ
る
と
、
再
雇
用
者
に
対
し
て
賞
与
支
給

の
あ
る
企
業
の
割
合
は
約
77
・
５
％
と
、
幅
広
い
企
業

で
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
年
間
賞
与
の
分
布

状
況
を
見
る
と
、
20
万
円
未
満
が
27
・
８
％
と
低
い
水

準
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
寸
志
程
度
の
金
額
で
賞
与
と
し

て
い
る
企
業
も
実
際
に
は
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
企
業
の
高
齢
者
雇
用
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
工
夫
の
余
地
が
あ
る
と

い
え
ま
す
。
定
年
前
と
同
様
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
成

果
の
創
出
を
期
待
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
高
評
価
を
受
け

た
場
合
に
は
定
年
前
と
同
様
か
、
そ
れ
以
上
の
賞
与
を

支
給
す
る
仕
組
み
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
重
視
す
る
場
合
に
は
、
業
績
還
元
の
期
末
賞

与
は
定
年
前
の
従
業
員
と
同
額
の
支
給
を
受
け
る
と

い
っ
た
措
置
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
再
雇
用
者
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
引
上
げ
が
話
題
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
本
人
へ
の
期
待
の
伝
達
と
と
も
に
、
賞
与
の
支

給
方
法
を
見
直
す
こ
と
は
有
効
な
施
策
で
は
な
い
か
と

筆
者
は
考
え
て
い
ま
す
。☆　

　
☆

今
回
は
「
賞
与
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
次
回

は
、「
働
き
方
改
革
」に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
予
定
で
す
。

出典：筆者作成

図表　 賞与の支給方法

夏賞与（100%）

固定
（50%）

業績連動
（50%）

冬賞与（100%）

固定
（50%）

業績連動
（50%）

夏賞与（100%）

固定（100%）

冬賞与（100%）

固定（100%）

期末賞与（100%）

業績連動（100%）

＊ 実際は、年間２回支給でも1回は業績連動なし、年間３回支給
の場合でもすべて業績連動ありなどの組合せもあります

【年間2回支給の場合（例）】

【年間3回支給の場合（例）】

生活給 業績還元
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高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
で
は
、
高
年
齢
者
が
年

齢
に
か
か
わ
り
な
く
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
生

涯
現
役
社
会
の
実
現
を
目
的
に
、
企
業
に
「
定
年
の

廃
止
」
や
「
定
年
の
引
上
げ
」、「
継
続
雇
用
制
度
の

導
入
」
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
義
務
づ

け
る
と
と
も
に
、
毎
年
６
月
１
日
現
在
の
高
齢
者
の

雇
用
状
況
を
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
よ
り
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
６

月
1
日
現
在
の
高
年
齢
者
の
雇
用
状
況
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

集
計
対
象
は
、
全
国
の
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
が

31
人
以
上
の
企
業
16
万
４
１
５
１
社
。
こ
の
う
ち
中

小
企
業
（
31
～
３
０
０
人
規
模
）
は
14
万
７
０
８
１

社
（
31
～
50
人
規
模
５
万
６
７
５
９
社
、
51
～
３
０

０
人
規
模
９
万
３
２
２
社
）、
大
企
業
（
３
０
１
人

以
上
規
模
）
１
万
７
０
７
０
社
で
し
た
（
編
集
部
）。

集
計
結
果
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

Ⅰ　

�

65
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
あ
る

企
業
の
状
況

①
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
実
施
状
況

　

�
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
措
置
の
あ
る
企
業
は
計
16

万
４
０
３
３
社
、
99
・
９
％
［
前
年
比
０
・
１
ポ

イ
ン
ト
増
加
］

②
65
歳
定
年
企
業
の
状
況

　

�

65
歳
定
年
企
業
は
3
万
２
５
０
社
［
前
年
比
２
５

３
７
社
増
加
］、
18
・
４
％
［
同
１
・
２
ポ
イ
ン
ト

増
加
］

　
◦�

中
小
企
業
で
は
２
万
８
２
１
８
社
［
同
２
２
８
０

社
増
加
］、
19
・２
％
［
同
１・３
ポ
イ
ン
ト
増
加
］

　
◦�

大
企
業
で
は
２
０
３
２
社
［
同
２
５
７
社
増
加
］、

11
・
９
％
［
同
１
・
３
ポ
イ
ン
ト
増
加
］

Ⅱ　
66
歳
以
上
働
け
る
企
業
の
状
況

①
66
歳
以
上
働
け
る
制
度
の
あ
る
企
業
の
状
況

　

�

66
歳
以
上
働
け
る
制
度
の
あ
る
企
業
は
５
万
４
８

０
２
社
［
同
５
１
６
４
社
増
加
］、
割
合
は
33
・

４
％
［
同
２
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
加
］

　
◦�

中
小
企
業
で
は
４
万
９
９
８
５
社
［
同
４
５
９

３
社
増
加
］、
34
・
０
％
［
同
２
・
６
ポ
イ
ン
ト

増
加
］

　
◦�

大
企
業
で
は
４
８
１
７
社
［
同
５
７
１
社
増

加
］、
28
・
２
％
［
同
２
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
加
］

②
70
歳
以
上
働
け
る
制
度
の
あ
る
企
業
の
状
況

　

�

70
歳
以
上
働
け
る
制
度
の
あ
る
企
業
は
５
万
１
６

３
３
社
［
同
４
９
７
５
社
増
加
］、
割
合
は
31
・

５
％
［
同
２
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
加
］

令
和
２
年
６
月
１
日
現
在
の
高
年
齢
者
の
雇
用
状
況

厚
生
労
働
省 

職
業
安
定
局 

雇
用
開
発
部 

高
齢
者
雇
用
対
策
課
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◦�

中
小
企
業
で
は
４
万
７
１
７
２
社
［
同
４
４
２
７

社
増
加
］、
32
・１
％
［
同
２・５
ポ
イ
ン
ト
増
加
］

　
◦�

大
企
業
で
は
４
４
６
１
社
［
同
５
４
８
社
増
加
］、

26
・
１
％
［
同
２
・
８
ポ
イ
ン
ト
増
加
］

③
定
年
制
廃
止
企
業
の
状
況

　

�

定
年
制
の
廃
止
企
業
は
４
４
６
８
社［
同
１
７
１
社
増

加
］、
割
合
は
２
・
７
％
［
変
動
な
し
］

　
◦�

中
小
企
業
で
は
４
３
７
０
社
［
同
１
６
１
社
増

加
］、
３
・
０
％
［
同
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
加
］

　
◦�

大
企
業
で
は
98
社
［
同
10
社
増
加
］、
０・６
％

［
同
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
加
］

１　

高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
実
施
状
況

（
１
）
全
体
の
状
況

　
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
（
以
下
「
雇
用
確
保
措

置
」）
の
実
施
済
企
業
は
16
万
４
０
３
３
社
、
99
・

９
％
［
同
０・１
ポ
イ
ン
ト
増
加
］、
51
人
以
上
規
模

の
企
業
で
10
万
７
３
６
４
社
、
99
・
９
％
［
同
０
・

１
ポ
イ
ン
ト
増
加
］
と
な
っ
て
い
る
。

　

雇
用
確
保
措
置
が
未
実
施
の
企
業
は
１
１
８
社
、

０
・
１
％
［
同
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
少
］、
51
人
以
上

規
模
企
業
で
28
社
、
０
・
１
％
［
同
０
・
１
ポ
イ
ン

ト
減
少
］
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
１
）。

（
２
） 

企
業
規
模
別
の
状
況

　
雇
用
確
保
措
置
を
実
施
済
み
の
企
業
の
割
合
を
企

業
規
模
別
に
見
る
と
、
大
企
業
で
は
1
万
７
０
６
９

社
、
99・９
％
［
変
動
な
し
］、
中
小
企
業
で
は
14
万

６
９
６
４
社
、
99
・
９
％
［
同
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
増

加
］
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
） 

雇
用
確
保
措
置
の
内
訳

　
雇
用
確
保
措
置
を
実
施
済
み
の
企
業
で
は
、
定
年

制
度
（
①
、
②
）
に
よ
り
雇
用
確
保
措
置
を
講
じ
る

よ
り
も
、
継
続
雇
用
制
度
（
③
）
に
よ
り
雇
用
確
保

措
置
を
講
じ
る
企
業
の
比
率
が
高
い
（
図
表
２
）。※（　）内は、令和元年６月１日現在の数値。

※�本集計は原則小数点第２位以下を四捨五入しているが、本表の「51～300人」「301人以上」「51人以上総計」の①
については、小数点第２位以下を切り捨て、②については、小数点第２位以下を切り上げとしている。

（社、％）図表１　雇用確保措置の実施状況

①実施済み ②未実施 合計（①＋②）

31～300人
146,964 （144,314） 117 （257） 147,081 （144,571）

99.9% （99.8%） 0.1% （0.2%） 100.0% （100.0%）

31～50人
56,669 （55,231） 90 （173） 56,759 （55,404）

99.8% （99.7%） 0.2% （0.3%） 100.0% （100.0%）

51～300人
90,295 （89,083） 27 （84） 90,322 （89,167）

99.9% （99.9%） 0.1% （0.1%） 100.0% （100.0%）

301人以上
17,069 （16,803） 1 （4） 17,070 （16,807）

99.9% （99.9%） 0.1% （0.1%） 100.0% （100.0%）

31人以上総計
164,033 （161,117） 118 （261） 164,151 （161,378）

99.9% （99.8%） 0.1% （0.2%） 100.0% （100.0%）

51人以上総計
107,364 （105,886） 28 （88） 107,392 （105,974）

99.9% （99.9%） 0.1% （0.1%） 100.0% （100.0%）

図表3　継続雇用確保措置のある企業の状況図表2　雇用確保措置の内訳

0 20 40 60 80 100（％）0 20 40 60 80 100（％）

希望者全員65歳以上の継続雇用制度
基準該当者65歳以上の継続雇用制度（経過措置適用企業）

31～
300人

301人
以上

全企業 74.5% 25.5%

56.2% 43.8%

76.9% 23.1%

継続雇用制度の導入 定年の引上げ 定年制の廃止

31～
300人

301人
以上

全企業 76.4% 20.9% 2.7%

86.9% 12.5% 0.6%

75.2% 21.8% 3.0%
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２
人
）、継
続
雇
用
を
希
望
し
な
い
定
年
退
職
者
は
5

万
２
１
８
０
人
（
14・４
％
）、
継
続
雇
用
を
希
望
し

た
が
継
続
雇
用
さ
れ
な
か
っ
た
者
は
５
８
０
人（
０・

２
％
）
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
４
）。

（
２
） �

経
過
措
置
に
基
づ
く
継
続
雇
用
制
度
の

対
象
者
を
限
定
す
る
基
準
の
適
用
状
況

　
令
和
元
年
６
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
５
月
31
日
ま

で
の
間
に
、
経
過
措
置
に
基
づ
く
対
象
者
を
限
定
す

る
基
準
が
あ
る
企
業
に
お
い
て
、
基
準
を
適
用
で
き

る
年
齢
（
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
は
63
歳
）
に
到

達
し
た
者
（
6
万
３
３
０
９
人
）
の
う
ち
、
基
準
に

該
当
し
引
き
続
き
継
続
雇
用
さ
れ
た
者
は
5
万
８
６

６
１
人
（
92・７
％
）、
継
続
雇
用
の
更
新
を
希
望
し

な
か
っ
た
者
は
３
７
１
５
人
（
５・９
％
）、
継
続
雇

用
を
希
望
し
た
が
基
準
に
該
当
せ
ず
に
継
続
雇
用
が

終
了
し
た
者
は
９
３
３
人
（
１
・
５
％
）
と
な
っ
て

い
る
（
図
表
５
）。

３　

65
歳
定
年
企
業
の
状
況

　
定
年
を
65
歳
と
す
る
企
業
は
３
万
２
５
０
社
［
同

２
５
３
７
社
増
加
］、報
告
し
た
全
て
の
企
業
に
占
め

る
割
合
は
18
・
４
％
［
同
１
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
加
］

と
な
っ
て
い
る
（
図
表
６
）。

　
■
企
業
規
模
別

　
①�

中
小
企
業
で
は
2
万
８
２
１
８
社
［
同
２
２
８

０
社
増
加
］、
19
・
２
％
［
同
１
・
３
ポ
イ
ン
ト

増
加
］

　
②�

大
企
業
で
は
２
０
３
２
社
［
同
２
５
７
社
増

加
］、
11
・
９
％
［
同
１
・
３
ポ
イ
ン
ト
増
加
］

①�

「
定
年
制
の
廃
止
」に
よ
り
雇
用
確
保
措
置
を
講
じ

て
い
る
企
業
は
４
４
６
８
社
、
２
・
７
％
［
変
動

な
し
］

②�
「
定
年
の
引
上
げ
」に
よ
り
雇
用
確
保
措
置
を
講
じ

て
い
る
企
業
は
３
万
４
２
１
３
社
、20・９
％
［
同

１
・
５
ポ
イ
ン
ト
増
加
］

③�

「
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
」に
よ
り
雇
用
確
保
措
置

を
講
じ
て
い
る
企
業
は
12
万
５
３
５
２
社
、
76
・

４
％
［
同
１
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
少
］

（
4
） 

継
続
雇
用
確
保
措
置
の
あ
る
企
業
の
状
況

　
「
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
」に
よ
り
雇
用
確
保
措
置

を
講
じ
て
い
る
企
業
（
12
万
５
３
５
２
社
）
を
対
象

（
図
表
３
）。

①�

希
望
者
全
員
を
対
象
と
す
る
65
歳
以
上
の
継
続
雇

用
制
度
を
導
入
し
て
い
る
企
業
は
9
万
３
３
３
３

社
、
74
・
５
％
［
同
１
・
５
ポ
イ
ン
ト
増
加
］

②�

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
一
部
改
正
法
の
経
過
措
置

に
基
づ
く
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を
限
定
す
る

基
準
が
あ
る
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
て
い
る
企

業（
経
過
措
置
適
用
企
業
）は
3
万
２
０
１
９
社
、

25
・
５
％
［
同
１
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
少
］

２　

60
歳
定
年
到
達
者
の
動
向

（
１
） 

60
歳
定
年
企
業
に
お
け
る
定
年
到
達
者
の
動
向

　
過
去
１
年
間
（
令
和
元
年
６
月
１
日
か
ら
令
和
２

年
５
月
31
日
）
の
60
歳
定
年
企
業
に
お
け
る
定
年
到

達
者
（
36
万
３
０
２
７
人
）
の
う
ち
、
継
続
雇
用
さ

れ
た
者
は
31
万
２
６
７
人
（
85・５
％
）（
う
ち
子
会

社
・
関
連
会
社
等
で
の
継
続
雇
用
者
は
１
万
２
９
３

図表4　60歳定年企業における定年到達者等の状況

※過去１年間（令和元年６月１日から令和２年５月31日）に60歳定年企業において定年年齢に到達した者について集計している。
※（　）内は、令和元年６月１日現在の数値。
※「継続雇用の終了による離職者数」は継続雇用制度における上限年齢に到達したことによる離職者の数。

企業数
（社）

定年
到達者
総数
（人）

継続雇用の
終了による
離職者数
（人）

継続雇用者数 定年退職者数
（継続雇用を希望しない者）

定年退職者数
（継続雇用を希望したが
継続雇用されなかった者）

うち子会社等・
関連会社等での
継続雇用者数

60歳定年企業で
定年到達者が
いる企業等

73,415 363,027 310,267 85.5% （84.7%） 12,932 3.6% （3.9%） 52,180 14.4%（15.1%） 580 0.2% （0.2%） 67,547

うち女性 36,151 118,900 104,157 87.6% （87.0%） 1,466 1.2% （1.2%） 14,563 12.2%（12.9%） 180 0.2% （0.1%） 13,209
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４　

�

66
歳
以
上
働
け
る
制
度
の
あ
る

企
業
の
状
況

（
１
） 

66
歳
以
上
働
け
る
制
度
の
あ
る
企
業
の
状
況

　
66
歳
以
上
働
け
る
制
度
の
あ
る
企
業
は
５
万
４
８

０
２
社
［
同
５
１
６
４
社
増
加
］、報
告
し
た
全
て
の

企
業
に
占
め
る
割
合
は
33
・
４
％
［
同
２
・
６
ポ
イ

ン
ト
増
加
］
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
７
）。

　
■
企
業
規
模
別

　
①�

中
小
企
業
で
は
４
万
９
９
８
５
社
［
同
４
５
９

３
社
増
加
］、
34
・
０
％
［
同
２
・
６
ポ
イ
ン
ト

増
加
］

　
②�

大
企
業
で
は
４
８
１
７
社
［
同
５
７
１
社
増

加
］、
28
・
２
％
［
同
２
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
加
］

（
２
）
70
歳
以
上
働
け
る
制
度
の
あ
る
企
業
の
状
況

　
70
歳
以
上
働
け
る
制
度
の
あ
る
企
業
は
５
万
１
６

３
３
社
［
同
４
９
７
５
社
増
加
］、報
告
し
た
全
て
の

企
業
に
占
め
る
割
合
は
31
・
５
％
［
同
２
・
６
ポ
イ

ン
ト
増
加
］
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
８
）。

　
■
企
業
規
模
別

　
①�

中
小
企
業
で
は
４
万
７
１
７
２
社［
同
４
４
２
７

社
増
加
］、32・１
％［
同
２
・
５
ポ
イ
ン
ト
増
加
］

　
②�

大
企
業
で
は
４
４
６
１
社
［
同
５
４
８
社
増

加
］、
26
・
１
％
［
同
２
・
８
ポ
イ
ン
ト
増
加
］

５　

�

希
望
者
全
員
が
66
歳
以
上
働
け
る

企
業
の
状
況

（
１
） 

希
望
者
全
員
が
66
歳
以
上
働
け
る
企
業
の
状
況

　
希
望
者
全
員
が
66
歳
以
上
ま
で
働
け
る
企
業
は
２

図表5　経過措置に基づく継続雇用制度の対象者を限定する基準の適用状況

※�令和元年６月１日から令和２年５月31日に経過措置適用企業 (60歳、61歳、62歳、63歳定年企業）において基準適用年齢に到達した者について集
計している。
※�（　）内は、令和元年６月１日現在の数値。

企業数
（社）

基準を適用できる
年齢に到達した
者の総数（人）

継続雇用者数
（基準に該当し引き続き
継続雇用された者）

継続雇用終了者数
（継続雇用の更新を希望しない者）

継続雇用終了者数
（基準に該当しない者）

経過措置適用企業で基準適用
年齢到達者（63歳）がいる企業 12,473 63,309 58,661 92.7%（92.0%） 3,715 5.9% （6.5%） 933 1.5% （1.5%）

うち女性 5,380 17,099 16,035 93.8%（92.7%） 881 5.2% （6.3%） 183 1.1% （0.9%）

図表6　定年制の廃止および65歳以上定年企業の状況

※�（　）内は、令和元年６月１日現在の数値。
※「報告した全ての企業」は図表１の「合計」に対応している。

（社、％）

合計
（①＋②） 報告した全ての企業①

定年制の廃止
②65歳以上定年

65歳 66～69歳 70歳以上

31～300人
4,370 （4,209） 28,218 （25,938） 1,532 （1,410） 2,323 （2,103） 36,443 （33,660）147,081（144,571）

3.0% （2.9%） 19.2% （17.9%） 1.0% （1.0%） 1.6% （1.5%） 24.8% （23.3%） 100.0% （100.0%）

31～50人
2,498 （2,367） 12,291 （11,401） 773 （711） 1,224 （1,103） 16,786 （15,582） 56,759 （55,404）

4.4% （4.3%） 21.7% （20.6%） 1.4% （1.3%） 2.2% （2.0%） 29.6% （28.1%） 100.0% （100.0%）

51～300人
1,872 （1,842） 15,927 （14,537） 759 （699） 1,099 （1,000） 19,657 （18,078） 90,322 （89,167）

2.1% （2.1%） 17.6% （16.3%） 0.8% （0.8%） 1.2% （1.1%） 21.8% （20.3%） 100.0% （100.0%）

301人以上
98 （88） 2,032 （1,775） 33 （32） 75 （61） 2,238 （1,956） 17,070 （16,807）

0.6% （0.5%） 11.9% （10.6%） 0.2% （0.2%） 0.4% （0.4%） 13.1% （11.6%） 100.0% （100.0%）

31人以上
総計

4,468 （4,297） 30,250 （27,713） 1,565 （1,442） 2,398 （2,164） 38,681 （35,616）164,151（161,378）

2.7% （2.7%） 18.4% （17.2%） 1.0% （0.9%） 1.5% （1.3%） 23.6% （22.1%） 100.0% （100.0%）

51人以上
総計

1,970 （1,930） 17,959 （16,312） 792 （731） 1,174 （1,061） 21,895 （20,034）107,392（105,974）

1.8% （1.8%） 16.7% （15.4%） 0.7% （0.7%） 1.1% （1.0%） 20.4% （18.9%） 100.0% （100.0%）
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図表8　70歳以上働ける制度のある企業の状況

※（　）内は、和元年６月１日現在の数値。
※70歳以上定年制度と70歳以上の継続雇用制度の両方の制度を持つ企業は、「②70歳以上定年」のみに計上している。
※�「⑤その他の制度で70歳以上まで雇用」とは、希望者全員や基準該当者を70歳以上まで継続雇用する制度は導入していないが、企業の実情
に応じて何らかの仕組みで70歳以上まで働くことができる制度を導入している場合を指す。

※「報告した全ての企業」は図表１の「合計」に対応している。

（社、％）

※（　）内は、令和元年６月１日現在の数値。
※66歳以上定年制度と66歳以上の継続雇用制度の両方の制度を持つ企業は、「②66歳以上定年」のみに計上している。
※�「⑤その他の制度で66歳以上まで雇用」とは、希望者全員や基準該当者を66歳以上まで継続雇用する制度は導入していないが、企業の実情
に応じて何らかの仕組みで66歳以上まで働くことができる制度を導入している場合を指す。

※「報告した全ての企業」は図表１の「合計」に対応している。

図表7　66歳以上働ける制度のある企業の状況 （社、％）

①
定年制の廃止

②
66歳以上
定年

③
希望者全員
66歳以上

④
基準該当者
66歳以上

⑤
その他の制度
で66歳以上
まで雇用

合計①
（①～③）

合計②
（①～④）

合計③
（①～⑤）

報告した
全ての企業

31～300人
4,370 （4,209） 3,855 （3,513） 11,759 （10,501） 16,053 （14,934） 13,948 （12,235） 19,984 （18,223） 36,037 （33,157） 49,985 （45,392） 147,081 （144,571）

3.0% （2.9%） 2.6% （2.4%） 8.0% （7.3%） 10.9% （10.3%） 9.5% （8.5%） 13.6% （12.6%） 24.5% （22.9%） 34.0% （31.4%） 100.0% （100.0%）

31～50人
2,498 （2,367） 1,997 （1,814） 5,262 （4,715） 5,893 （5,537） 4,896 （4,217） 9,757 （8,896） 15,650 （14,433） 20,546 （18,650） 56,759 （55,404）

4.4% （4.3%） 3.5% （3.3%） 9.3% （8.5%） 10.4% （10.0%） 8.6% （7.6%） 17.2% （16.1%） 27.6% （26.1%） 36.2% （33.7%） 100.0% （100.0%）

51～300人
1,872 （1,842） 1,858 （1,699） 6,497 （5,786） 10,160 （9,397） 9,052 （8,018） 10,227 （9,327） 20,387 （18,724） 29,439 （26,742） 90,322 （89,167）

2.1% （2.1%） 2.1% （1.9%） 7.2% （6.5%） 11.2% （10.5%） 10.0% （9.0%） 11.3% （10.5%） 22.6% （21.0%） 32.6% （30.0%） 100.0% （100.0%）

301人以上
98 （88） 108 （93） 608 （517） 1,838 （1,636） 2,165 （1,912） 814 （698） 2,652 （2,334） 4,817 （4,246） 17,070 （16,807）

0.6% （0.5%） 0.6% （0.6%） 3.6% （3.1%） 10.8% （9.7%） 12.7% （11.4%） 4.8% （4.2%） 15.5% （13.9%） 28.2% （25.3%） 100.0% （100.0%）

31人以上
総計

4,468 （4,297） 3,963 （3,606） 12,367 （11,018） 17,891 （16,570） 16,113 （14,147） 20,798 （18,921） 38,689 （35,491） 54,802 （49,638） 164,151 （161,378）

2.7% （2.7%） 2.4% （2.2%） 7.5% （6.8%） 10.9% （10.3%） 9.8% （8.8%） 12.7% （11.7%） 23.6% （22.0%） 33.4% （30.8%） 100.0% （100.0%）

51人以上
総計

1,970 （1,930） 1,966 （1,792） 7,105 （6,303） 11,998 （11,033） 11,217 （9,930） 11,041 （10,025） 23,039 （21,058） 34,256 （30,988） 107,392 （105,974）

1.8% （1.8%） 1.8% （1.7%） 6.6% （5.9%） 11.2% （10.4%） 10.4% （9.4%） 10.3% （9.5%） 21.5% （19.9%） 31.9% （29.2%） 100.0% （100.0%）

①
定年制の廃止

②
70歳以上
定年

③
希望者全員
70歳以上

④
基準該当者
70歳以上

⑤
その他の制度
で70歳以上
まで雇用

合計①
（①～③）

合計②
（①～④）

合計③
（①～⑤）

報告した
全ての企業

31～300人
4,370 （4,209） 2,323 （2,103） 11,158 （9,980） 15,595 （14,443） 13,726 （12,010） 17,851 （16,292） 33,446 （30,735） 47,172 （42,745） 147,081 （144,571）

3.0% （2.9%） 1.6% （1.5%） 7.6% （6.9%） 10.6% （10.0%） 9.3% （8.3%） 12.1% （11.3%） 22.7% （21.3%） 32.1% （29.6%） 100.0% （100.0%）

31～50人
2,498 （2,367） 1,224 （1,103） 5,070 （4,563） 5,788 （5,400） 4,856 （4,174） 8,792 （8,033） 14,580 （13,433） 19,436 （17,607） 56,759 （55,404）

4.4% （4.3%） 2.2% （2.0%） 8.9% （8.2%） 10.2% （9.7%） 8.6% （7.5%） 15.5% （14.5%） 25.7% （24.2%） 34.2% （31.8%） 100.0% （100.0%）

51～300人
1,872 （1,842） 1,099 （1,000） 6,088 （5,417） 9,807 （9,043） 8,870 （7,836） 9,059 （8,259） 18,866 （17,302） 27,736 （25,138） 90,322 （89,167）

2.1% （2.1%） 1.2% （1.1%） 6.7% （6.1%） 10.9% （10.1%） 9.8% （8.8%） 10.0% （9.3%） 20.9% （19.4%） 30.7% （28.2%） 100.0% （100.0%）

301人以上
98 （88） 75 （61） 547 （460） 1,691 （1,487） 2,050 （1,817） 720 （609） 2,411 （2,096） 4,461 （3,913） 17,070 （16,807）

0.6% （0.5%） 0.4% （0.4%） 3.2% （2.7%） 9.9% （8.8%） 12.0% （10.8%） 4.2% （3.6%） 14.1% （12.5%） 26.1% （23.3%） 100.0% （100.0%）

31人以上
総計

4,468 （4,297） 2,398 （2,164） 11,705 （10,440） 17,286 （15,930） 15,776 （13,827） 18,571 （16,901） 35,857 （32,831） 51,633 （46,658） 164,151 （161,378）

2.7% （2.7%） 1.5% （1.3%） 7.1% （6.5%） 10.5% （9.9%） 9.6% （8.6%） 11.3% （10.5%） 21.8% （20.3%） 31.5% （28.9%） 100.0% （100.0%）

51人以上
総計

1,970 （1,930） 1,174 （1,061） 6,635 （5,877） 11,498 （10,530） 10,920 （9,653） 9,779 （8,868） 21,277 （19,398） 32,197 （29,051） 107,392 （105,974）

1.8% （1.8%） 1.1% （1.0%） 6.2% （5.5%） 10.7% （9.9%） 10.2% （9.1%） 9.1% （8.4%） 19.8% （18.3%） 30.0% （27.4%） 100.0% （100.0%）
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図表9　60歳以上の常用労働者の推移
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高年齢者活躍企業コンテスト
～生涯現役社会の実現に向けて～

　高年齢者活躍企業コンテスト※は、高年齢者が長い職業人生のなかでつちかってきた知識や経験を職場等で有効
に活かすため、企業などが行った創意工夫の事例を広く募集 ･収集し、優秀事例について表彰を行います。
　優秀企業等の改善事例と実際に働く高年齢者の働き方を社会に広く周知することにより、企業などにおける雇用・
就業機会の確保等の環境整備に向けて具体的な取組みの普及・促進を図り、生涯現役社会の実現を目ざしていきます。
多数のご応募をお待ちしています。
※　 令和3年4月1日施行の高年齢者雇用安定法改正にともない、高年齢者が一層活躍できるよう70歳までの就業確保が努力義務化されたことから、
名称を変更しました（旧：高年齢者雇用開発コンテスト）。

取組内容 内　容（例示）

高年齢者の活躍のための
制度面の改善

①定年制の廃止、定年年齢の延長、65歳を超える継続雇用制度の導入
②賃金制度、人事評価制度の見直し
③ 多様な勤務形態、短時間勤務制度の導入
④創業支援等措置（65歳以上における業務委託・社会貢献）の導入※
⑤ 各制度の導入までのプロセス・運用面の工夫（制度改善の推進体制の整備、運用状況を
踏まえた見直し）　等

高年齢者の
意欲・能力の維持向上
のための取組

①高齢従業員のモチベーション向上に向けた取組みや高齢従業員の役割等の明確化
②高齢従業員による技術・技能継承の仕組み
③ 高齢従業員が活躍できるような支援の仕組み（IT化へのフォロー、危険業務等からの
業務転換）

④ 高齢従業員が活躍できる職場風土の改善、従業員の意識改革、職場コミュニケーション
の推進

⑤新職場の創設・職務の開発　
⑥中高齢従業員を対象とした教育訓練、キャリア形成支援の実施　等

高年齢者が働きつづけられるための
作業環境の改善、 健康管理、
安全衛生、福利厚生

の取組

①作業環境の改善（高年齢者向け設備の改善、作業姿勢の改善、配置・配属の配慮）
②従業員の高齢化に伴う健康管理・メンタルヘルス対策の強化
③従業員の高齢化に伴う安全衛生の取組み（体力づくり、安全衛生教育、事故防止対策）
④福利厚生の充実（休憩室の設置、レクリエーション活動、生涯生活設計の相談体制）　等

　働くことを希望する高年齢者が、年齢にかかわりなく生涯現役でいきいきと働くことができるようにするため、各企
業などが行った雇用管理や職場環境の改善に関する創意工夫の事例を募集します。なお、創意工夫の具体的な例示として、
以下の取組内容を参考にしてください。

1．応募書類など
イ． 指定の応募様式に記入していただき、写真・図・イラストなど、改善等の内容を具体的に示す参考資料を添付
してください。

ロ． 応募様式は、各都道府県支部高齢・障害者業務課にて、紙媒体または電子媒体により配布します。また、当機
構のホームページ（https://www.jeed.go.jp/elderly/activity/activity02.html）からも入手できます。

ハ． 応募書類などは返却いたしません。
2．応募締切日　　令和3年３月31日（水）当日消印有効
3．応　募　先　　当機構 各都道府県支部高齢・障害者業務課へ提出してください。

高年齢者がいきいきと働くことのできる
創意工夫の事例を募集します

取組内容Ⅰ

応募方法Ⅱ

主催　厚生労働省、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

令和 3 年度

※　「創業支援等措置」とは、以下の①・②を指します。
　　①  70歳まで継続的に業務委託契約を締結する制度の導入
　　②  70歳まで継続的に、「a. 事業主が自ら実施する社会貢献事業」又は「b. 事業主が委託、出資（資金提供）等する団体が行う社会

貢献事業」に従事できる制度の導入
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高年齢者活躍企業コンテスト
～生涯現役社会の実現に向けて～

　当機構の「65歳超雇用推進事例サイト」では、「65歳超雇用推進事例集」の掲載事例、「コンテスト上位入賞企業の
事例」を検索・閲覧できます。
　このほか、「過去の入賞事例のパンフレット」をホームページに掲載しています（平成23年～29年度分）。
　「jeed　表彰事例　資料」でご検索ください。 jeed　65歳超　サイト 検 索

１．原則として、企業からの応募とします。
２．応募時点において、次の労働関係法令に関し重大な違反がないこととします。
（１）平成30年 4月1日～令和2年9月30日の間に、労働基準関係法令違反の疑いで送検され、公表されていないこと。
（２） 「違法な長時間労働や過労死等が複数の事業場で認められた企業の経営トップに対する都道府県労働局長等による指導の実

施及び企業名の公表について」（平成29年１月20日付け基発0120 第１号）及び「裁量労働制の不適正な運用が複数の事
業場で認められた企業の経営トップに対する都道府県労働局長による指導の実施及び企業名の公表について」（平成31年
1月25日付け基発0125 第1号）に基づき公表されていないこと。

（３） 令和2年4月以降、職業安定法、労働者派遣法、男女雇用機会均等法、育児・介護休業法に基づく勧告又は改善命令等の
行政処分等を受けていないこと。

（４）令和2年度の障害者雇用状況報告書において、法定雇用率を達成していること。
（５） 令和2年4月以降、労働保険料の未納がないこと。

３． 高年齢者が65歳以上になっても働ける制度を導入（※）し、高年齢者が持つ知識や経験を十分に活かして、
いきいきと働くことができる職場環境となる創意工夫がなされていることとします。
※  高年齢者雇用安定法の経過措置として継続雇用制度の対象者の基準を設けている場合は、当コンテストの趣旨に鑑み、対象外とさせていただきます。

４． 応募時点前の各応募企業における事業年度において、平均した１月あたりの時間外労働時間が60時間以上
である労働者がいないこととします。

過去の入賞企業事例を公開中！ ぜひご覧ください！

※上記は予定であり、次の「Ⅴ　審査」を経て入賞の有無・入賞編数等が決定されます。

【厚生労働大臣表彰】 
 最優秀賞　１編
 優秀賞　　２編
 特別賞　　３編

【独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長表彰】
優秀賞　　若干編
特別賞　　若干編

各賞Ⅳ

応募資格Ⅲ

学識経験者などから構成される審査委員会を設置し、審査します。

審査Ⅴ

　令和3年9月中旬をめどに、厚生労働省および当機構において各報道機関などへ発表するとともに、入賞企業等には、
各表彰区分に応じ、厚生労働省または当機構より直接通知します。
　また、入賞企業の取組み事例は、厚生労働省および当機構の啓発活動を通じて広く紹介させていただくほか、本誌お
よびホームページなどに掲載します。

審査結果発表などⅥ

　提出された応募書類の内容にかかわる著作権および使用権は、厚生労働省および当機構に帰属することとします。

著作権などⅦ

●独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　雇用推進・研究部　研究開発課
　〒261-0014　千葉県千葉市美浜区若葉３丁目１番３号
　TEL：043-297-9527　　E-Mail：tkjyoke@jeed.or.jp
●独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　各都道府県支部高齢・障害者業務課
　連絡先は65頁をご参照ください。

お問合せ先Ⅷ
みなさまからの
ご応募を

お待ちしています
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２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
４
月
１
日
か
ら
、
改
正
高

年
齢
者
雇
用
安
定
法
（
以
下
、「
改
正
法
」）
が
施
行
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
を
確

保
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
各
企
業
の
努
力
義
務
と

な
り
ま
す
。

当
機
構
で
は
、
改
正
法
を
ふ
ま
え
「
65
歳
超
雇
用
推

進
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
内
容
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
、

『
70
歳
雇
用
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
発
行
し
ま
し
た
。

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
改
正
法
の
内
容
、
70
歳
ま

で
の
雇
用
推
進
に
向
け
て
必
要
な
施
策
、
人
事
制
度
改

定
の
手
順
な
ど
の
ほ
か
、
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
確
保

措
置
を
講
じ
る
企
業
に
と
っ
て
関
心
事
項
に
な
る
「
賃

金
・
評
価
制
度
」、「
安
全
・
健
康
対
策
」
な
ど
に
つ
い

て
、
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
の
内
田
賢ま

さ
る

教
授
と
高
千

穂
大
学
経
営
学
部
の
田
口
和
雄
教
授
に
よ
る
詳
し
い
解

説
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
企
業
が
自
社
の
高
齢
者
雇
用
の
状
況
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
雇
用
力
評
価
ツ
ー
ル
※
」、「
賃
金

用
語
早
わ
か
り
」、「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働

法
コ
ラ
ム
」
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
で
す
。

『
70
歳
雇
用
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
』の
ご
案
内

〜
改
正
高
齢
法
や
雇
用
施
策
の
考
え
方
、
人
事
制
度
改
定
の
手
順
な
ど
を
解
説
〜

※ 本誌2月号、61～63頁でご案内しています

情報収集・
現状把握の
お供に

第5章　参考資料
　●「雇用力評価ツール」で自社の現状をチェック
●改正高齢法のＱ＆Ａを抜粋
●公的支援や参考資料の情報を満載

「70歳までの
就業機会を確保する

措置」が
努力義務に

第1章　高齢者雇用の現状
　 高齢者雇用の“いま”について、統計データを交え解説。

第2章　改正高年齢者雇用安定法の解説
　 2021（令和3）年4月1日から施行の改正法をわかりや
すく解説。

何を考え、
やるべきか

第3章　 70歳までの雇用推進に向けて必要な施策
　 「70歳雇用」を進めていくにあたって必要な考え方と施
策を解説。

POINT
▶ トップ自ら高齢者雇用の意義を理解し主導する
▶ 高齢者を知る
▶ 高齢者が活き活き働ける仕組みをつくる
▶ 社員全体の意識啓発をする

具体的な手順は

第4章　 改正法にともなう人事制度改定の
流れ

　 高齢者雇用施策を実行するにあたり、取り組むべき事項
と流れを整理。

1 現状把握

3 実施

2 制度検討・設計

4 見直し・修正

先進企業の
事例を紹介
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『70歳雇用推進マニュアル』のご案内

『
70
歳
雇
用
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
』の
ポ
イ
ン
ト

（
１
）
改
正
法
を
分
か
り
や
す
く
解
説
（
第
２
章
）

改
正
法
で
は
、
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
を
確
保
す
る

た
め
の
措
置
（
以
下
、「
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
」）

を
講
じ
る
こ
と
が
企
業
の
努
力
義
務
と
な
り
ま
す
が
、

自
社
グ
ル
ー
プ
外
で
の
継
続
雇
用
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
や
、
雇
用
に
よ
ら
な
い
措
置
（
創
業
支
援
等
措
置
）

が
新
設
さ
れ
る
な
ど
注
目
ポ
イ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

第
２
章
で
は
、
改
正
法
の
ポ
イ
ン
ト
、
高
年
齢
者
就

業
確
保
措
置
を
講
じ
る
際
の
留
意
点
、
70
歳
ま
で
の
就

業
確
保
に
実
際
に
取
り
組
む
際
の
考
え
方
な
ど
を
解
説

し
て
い
ま
す
。

（
２
） 「
70
歳
雇
用
」
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て

必
要
な
考
え
方
と
施
策
を
解
説
（
第
３
章
）

日
本
で
は
、
将
来
は
労
働
力
不
足
が
さ
ら
に
深
刻
に

な
る
と
予
想
さ
れ
、
い
ま
の
う
ち
か
ら
70
歳
ま
で
の
雇

用
推
進
を
見
す
え
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

年
齢
を
重
ね
る
ほ
ど
社
員
各
々
の
事
情
は
多
様
性
を

増
し
、比
例
し
て
採
る
べ
き
方
針・施
策
も
多
様
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
第
３
章
で
は
、
70
歳
ま
で
の
雇
用
推
進

に
向
け
て
必
要
な
考
え
方
と
施
策
を
、
次
の
四
つ
の
ポ

イ
ン
ト
に
分
け
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

① 

ト
ッ
プ
自
ら
高
齢
者
雇
用
の
意
義
を
理
解
し
主
導

す
る

②
高
齢
者
を
知
る

③
高
齢
者
が
活
き
活
き
働
け
る
仕
組
み
を
つ
く
る

④
社
員
全
体
の
意
識
啓
発
を
す
る

ま
た
、「
賃
金
・
評
価
制
度
の
整
備
」
の
項
で
は
、
高

齢
者
の
能
力
を
ど
う
活
か
す
か
に
よ
り
、「
バ
リ
バ
リ

活
躍
型
」、「
ム
リ
な
く
活
躍
型
」
に
分
け
、
会
社
が
ど

の
よ
う
な
制
度
設
計
を
す
る
と
よ
い
か
、
三
つ
の
タ
イ

プ
と
考
え
方
を
示
し
、
先
進
事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
安
全・健
康
対
策
」の
項
で
は
、厚
生
労
働
省
の「
高

年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」（
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
の

流
れ
に
沿
っ
て
、
高
齢
者
の
多
様
性
や
負
担
の
か
か
ら

な
い
職
場
環
境
な
ど
の
観
点
か
ら
安
全
・
健
康
対
策
に

つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

（
３
）人
事
制
度
改
定
の
具
体
的
手
順
を
解
説（
第
４
章
）

定
年
延
長
や
継
続
雇
用
延
長
な
ど
、
具
体
的
な
人
事

制
度
改
定
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
に
実
現

ま
で
漕
ぎ
つ
け
る
か
、

①
現
状
把
握

②
制
度
の
検
討
・
設
計

③
実
施

④
見
直
し
・
修
正

の
四
段
階
で
手
順
を
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
留
意
す
べ
き

点
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
先
進
企
業
の
取
組
み
事
例
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
４
）
豊
富
な
参
考
情
報
を
掲
載
（
第
５
章
）

当
機
構
や
関
係
機
関
が
発
行
し
た
、
高
齢
者
雇
用
に

関
す
る
資
料
や
公
的
支
援
の
情
報
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

『70歳雇用推進マニュアル』は、
当機構のホームページより
ダウンロードできます。

トップページ＞高齢者雇用の支援＞
各種資料＞70歳雇用推進マニュアル

https://www.jeed.go.jp/
elderly/data/manual.html

「70歳までの就業機会を確保する措置」
の努力義務が追加2021.4～

①70歳までの定年の引上げ
②70歳までの継続雇用制度の導入
③定年制の廃止
④創業支援等措置（雇用以外の措置）

努力
義務

①65歳までの定年の引上げ
②65歳までの継続雇用制度の導入
③定年制の廃止

義務
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※このコーナーで紹介する書籍の価格は、「本体価格」（消費税を含まない価格）を表示します

増
ます

島
じま

雅
まさ

和
かず

、蔦
つた

 大
だい

輔
すけ

 著／
経団連出版／
1800 円＋税

ロア・ユナイテッド
法律事務所 編／
岩
いわ

出
で

 誠 編集代表／
民事法研究会／
6000 円＋税

事
例
に
学
ぶ
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

多
様
化
す
る
脅
威
へ
の
対
策
と
法
務
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
対
応

人
事
・
労
務
の
実
務
Ｑ
＆
Ａ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
企
業
の
人

事
労
務
管
理
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
感
染
が

疑
わ
れ
る
社
員
へ
の
対
応
に
頭
を
悩
ま
せ
た
り
、
テ
レ

ワ
ー
ク
導
入
の
た
め
に
就
業
規
則
の
見
直
し
に
取
り
組

ん
だ
担
当
者
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。加
え
て
、

最
近
は
自
然
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
い
る
の

で
、
人
事
労
務
管
理
に
も
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
備
え

が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

本
書
は
、
緊
急
時
の
人
事
労
務
管
理
に
十
分
な
備
え

を
し
て
お
き
た
い
担
当
者
に
最
適
な
書
籍
だ
と
思
わ
れ

る
。
人
事
労
務
管
理
面
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
上
の
課
題
を
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ
の
対
応
を
含
め
て
多
様
な

視
点
か
ら
具
体
的
な
問
題
と
し
て
抽
出
す
る
と
と
も
に
、

企
業
に
お
け
る
実
務
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
後
、
編
者
に
寄

せ
ら
れ
た
相
談
事
例
に
即
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
２

３
６
問
の
Ｑ
＆
Ａ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
課
題
へ
の
対
応

策
」
と
「
ト
ラ
ブ
ル
の
予
防
策
」
が
示
さ
れ
て
い
る
の

で
、
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
も
容
易
に
理
解
で
き
る
。

労
働
問
題
を
専
門
に
手
が
け
る
法
律
事
務
所
が
執
筆

し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
内
容
は
折
り
紙
付
き
。
平
時

の
人
事
労
務
管
理
上
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
役
立

て
る
こ
と
も
可
能
な
好
著
で
あ
る
。

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
は
「
デ
ー
タ
、
情
報
シ

ス
テ
ム
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
安
全
に
保
つ
た

め
の
対
策
を
講
じ
て
、
そ
れ
を
維
持
す
る
」
こ
と
。
そ

の
対
応
が
後
手
に
回
れ
ば
経
営
の
根
幹
を
揺
る
が
す
事

態
を
招
き
か
ね
ず
、
ま
ず
は
組
織
を
あ
げ
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
だ
と
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
こ
の
問
題

は
、と
か
く
技
術
的
な
話
題
に
偏
り
が
ち
に
な
る
の
で
、

人
事
労
務
担
当
者
の
な
か
に
は
「
担
当
外
」
と
認
識
し

て
し
ま
う
人
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
本
書
を

一
読
す
れ
ば
そ
の
認
識
が
変
わ
る
だ
ろ
う
。

本
書
は
、
財
務
省
や
金
融
庁
に
お
い
て
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題
を
担
当
し
て
き
た
弁
護
士
が
筆
を
執

り
、
こ
の
問
題
が
組
織
的
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
前
提

に
、
企
業
が
取
り
組
む
べ
き
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
を
具
体
的
な
事
例
に
基
づ
き
解
説
。
組
織
対
応
の

手
順
や
勘か
ん

所ど
こ
ろ

、
留
意
す
べ
き
法
的
な
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か

り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
問
題
の
全
体
像
を
押
さ
え
な
が
ら
、「
電
子
メ
ー

ル
等
の
誤
送
信
」、「
内
部
か
ら
の
情
報
持
出
し
」、「
ビ

ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
詐
欺
」、「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
不
正
ア

ク
セ
ス
・
改
ざ
ん
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
ケ
ー
ス
ご
と

に
、
具
体
的
な
対
応
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

ず
手
に
取
る
べ
き
入
門
書
と
し
て
、
人
事
労
務
担
当
者

の
方
々
に
お
す
す
め
し
た
い
。

問題の全体像から法制度、対応のポイント、予防策まで網羅した入門書

リスクマネジメントの視点を取り入れ、緊急時の対応策を詳解
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佐々木常夫 著／
海竜社／
1300 円＋税

仁
に

科
しな

雅
まさ

朋
とも

 著／
日本経済新聞出版／
1500 円＋税

原田 謙
けん

 著／
勁
けい

草
そう

書房／
3000 円＋税

本
書
は
都
市
社
会
学
を
専
問
と
す
る
著
者
が
、
超
高

齢
社
会
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
幸
福
感
を
解

明
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
だ
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
。

「
エ
イ
ジ
ズ
ム
」（
年
齢
に
も
と
づ
く
偏
見
・
差
別
）
を

め
ぐ
る
調
査
デ
ー
タ
分
析
を
通
じ
て
、
職
場
や
地
域
な

ど
に
お
け
る
世
代
間
関
係
が
高
齢
者
の
幸
福
感
に
ど
の

よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
を
考
察
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
職
場
で
エ
イ
ジ
ズ
ム
を
経
験
し
て
い
る
高

齢
就
業
者
は
仕
事
に
対
す
る
満
足
度
が
低
い
と
い
う
こ

と
、
上
司
や
同
僚
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
エ
イ
ジ

ズ
ム
が
仕
事
満
足
度
に
及
ぼ
す
悪
影
響
を
緩
和
し
て
い

る
こ
と
な
ど
に
言
及
。
ま
た
、
高
齢
就
業
者
が
職
場
や

地
域
で
幸
福
感
を
抱
く
た
め
に
は
、
若
年
者
と
の
補
完

的
な
関
係
性
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
と
指
摘
し
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
取
組
み
は
高
齢
者
雇
用
の
好
事
例
の

多
く
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

人
事
労
務
担
当
者
に
と
っ
て
高
齢
者
雇
用
の
質
的
な

充
実
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
就
業
者
に

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高
く
働
い
て
も
ら
う
た
め
の
方
策
は

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
実
用
書
の
ス
タ
ン
ス

と
は
異
な
る
が
、
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
高
齢
者
の
生

き
が
い
や
幸
福
感
の
解
明
と
い
う
都
市
社
会
学
の
成
果

か
ら
、
70
歳
雇
用
を
成
功
に
導
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得

る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
。

「
グ
チ
を
い
っ
て
も
始
ま
ら
な
い
」
と
か
、「
出
る
の

は
た
め
息
と
グ
チ
ば
か
り
」
な
ど
と
い
わ
れ
、
そ
も
そ

も
「
グ
チ
」
は
悪
い
も
の
だ
と
教
え
ら
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、「
グ
チ
は
会
社
の
宝
物
」、「
グ
チ
の
裏

側
に
会
社
を
変
え
る
、大
き
な
財
産
が
隠
さ
れ
て
い
る
」

と
著
者
は
肯
定
的
に
と
ら
え
、
グ
チ
に
着
目
し
た
ユ

ニ
ー
ク
な
経
営
改
革
を
実
践
し
、成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

本
書
は
、
組
織
変
革
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
20
年
の

実
績
を
持
つ
著
者
が
、グ
チ
と
い
う
本
音
を
く
み
取
り
、

社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
し
、
生
産
性

を
向
上
さ
せ
る
鍵
と
な
る
独
自
の
「
グ
チ
活
」
の
手
法

を
解
説
。「
グ
チ
活
」
会
議
の
手
順
や
具
体
的
な
実
施

方
法
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
。

成
功
事
例
と
し
て
、先
代
に
つ
い
て
き
た
管
理
職
と
、

自
分
た
ち
の
代
で
新
し
い
こ
と
を
し
た
い
と
い
う
新
社

長
が
ぶ
つ
か
り
、
部
下
が
ふ
り
ま
わ
さ
れ
て
い
た
会
社

が
、「
グ
チ
活
」
に
よ
っ
て
上
司
が
成
長
し
、
部
門
ご

と
に
人
を
育
て
ら
れ
る
組
織
と
な
り
、
事
業
継
承
も
う

ま
く
い
っ
た
と
い
う
会
社
や
、
部
署
間
の
悪
口
を
吐
き

出
し
た
ら
売
上
げ
が
ア
ッ
プ
し
た
会
社
な
ど
７
社
の

「
グ
チ
活
」
事
例
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

経
営
や
運
営
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
悩
む
ト
ッ

プ
や
上
司
を
は
じ
め
、
会
社
に
不
満
を
感
じ
て
い
る
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
も
役
立
つ
内
容
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

日
本
で
は
、
60
歳
を
定
年
と
し
て
い
る
企
業
が
多
い

が
、
60
歳
を
過
ぎ
た
人
が
働
い
て
い
る
光
景
も
珍
し
く

な
く
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
60
歳
を
人
生
の
大
き
な
節

目
と
考
え
て
い
る
人
は
多
く
い
る
だ
ろ
う
。

本
書
は
、「
60
代
に
突
入
し
た
ら
、
ま
ず
は
何
を
な

す
べ
き
か
」、「
何
を
捨
て
、
何
を
身
に
つ
け
る
か
」
を

考
え
る
力
が
湧
い
て
く
る
一
冊
。
還
暦
以
後
を
悔
い
な

く
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

著
者
の
佐
々
木
常
夫
氏
は
、
自
閉
症
の
長
男
と
病
気

の
妻
を
支
え
な
が
ら
仕
事
で
も
成
果
を
出
し
、
東
レ
の

取
締
役
や
大
阪
大
学
客
員
教
授
な
ど
を
歴
任
し
た
経
歴

を
持
ち
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
シ
ン
ボ
ル

的
存
在
と
い
わ
れ
る
。
本
書
に
は
、
佐
々
木
氏
自
ら
の

「
ど
ん
底
か
ら
は
じ
ま
っ
た
」
と
い
う
60
代
の
体
験
と

と
も
に
、
60
代
の
後
進
に
向
け
て
、「
人
と
し
て
の
力

は
こ
れ
か
ら
が
発
揮
の
し
ど
こ
ろ
」、「
人
の
た
め
に
生

き
て
み
ろ
」
と
い
う
エ
ー
ル
や
、
働
く
こ
と
に
関
し
て

は
「
給
料
が
下
が
っ
て
も
人
の
価
値
は
下
が
ら
な
い
」、

「
60
代
の
職
場
は
居
心
地
重
視
で
選
べ
」、「
重
た
い
鎧

は
早
く
脱
げ
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
綴
っ
て
い
る
。

生
き
る
こ
と
の
意
義
や
目
的
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

こ
の
問
い
に
、「
自
分
を
磨
く
こ
と
」
と
「
何
か
に
貢

献
す
る
こ
と
」
と
答
え
て
い
る
。
佐
々
木
氏
の
人
生
観

か
ら
、
多
く
を
学
べ
る
好
著
で
あ
る
。

「
幸
福
な
老
い
」
と
世
代
間
関
係

職
場
と
地
域
に
お
け
る
エ
イ
ジ
ズ
ム
調
査
分
析

「
グ
チ
活
」
会
議

社
員
の
ホ
ン
ネ
を
お
金
に
変
え
る
技
術

60
歳
か
ら
の
生
き
方

も
っ
と
身
軽
に
生
き
て
み
な
い
か

社会学の視点から高齢者が抱く幸福感を考察

コミュニケーションを円滑にし、生産性を向上させる鍵

まずは何をなすべきか。悔いなく生きるための道しるべ
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行
政
・
関
係
団
体 

「
過
重
労
働
解
消
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
の

相
談
結
果

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、「
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

一
環
と
し
て
昨
年
11
月
1
日
に
実
施
し
た
「
過
重
労
働
解

消
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
の
相
談
結
果
を
ま
と
め
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
合
計
１
６

２
件
。
相
談
内
容
の
内
訳
を
み
る
と
、「
長
時
間
労
働
・
過

重
労
働
」
に
関
す
る
も
の
が
30
件
（
全
体
の
18
・
５
％
）
と

最
も
多
く
、
ほ
か
で
は
、「
賃
金
不
払
残
業
」
が
26
件
（
同

16
・
０
％
）、「
そ
の
他
の
賃
金
不
払
」
が
18
件
（
同
11
・

１
％
）、「
そ
の
他
の
労
働
条
件
」
が
18
件
（
同
11
・
１
％
）

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
相
談
者
の
割
合
は
、「
労
働
者
」
が

１
０
６
件
（
全
体
の
65
・
４
％
）、「
労
働
者
の
家
族
」
が

21
件
（
同
12・９
％
）、「
そ
の
他
」
が
18
件
（
同
11・１
％
）。

主
な
事
業
場
の
業
種
は
、「
製
造
業
」
が
21
件
（
全
体
の

12
・
９
％
）
と
最
も
多
く
、「
商
業
」
16
件（
同
９
・
８
％
）

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

同
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
相
談
の
う
ち
労
働
基
準
関
係
法

令
上
の
問
題
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
案
は
、
相
談
者
の

希
望
を
確
認
し
た
う
え
で
労
働
基
準
監
督
署
に
情
報
提
供

し
て
、
必
要
な
対
応
を
行
っ
た
。
労
働
条
件
に
関
す
る
相

談
は
、
今
後
も
都
道
府
県
労
働
局
や
労
働
基
準
監
督
署
、

労
働
条
件
相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
で
受
け
つ
け
る
。

●
労
働
条
件
相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
（
相
談
は
無
料
）

　
﹇
電
話
番
号
﹈
０
１
２
０
-８
１
１
-６
１
０

　
　
携
帯
電
話
か
ら
も
利
用
可
能

　
﹇
相
談
対
応
曜
日
・
時
間
﹈

　
　
月
〜
金
曜　
17
時
〜
22
時

　
　
土
・
日
曜
、
祝
日　
９
時
〜
21
時

「
第
９
回 

健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！ 

ア
ワ
ー
ド
」

受
賞
企
業
・
団
体
・
自
治
体
を
決
定

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
「
第
９
回
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！ 

ア

ワ
ー
ド
」
表
彰
式
を
開
催
し
、
生
活
習
慣
病
予
防
分
野
で

18
企
業
・
団
体
・
自
治
体
、
介
護
予
防
・
高
齢
者
生
活
支

援
分
野
で
17
企
業
・
団
体
・
自
治
体
、
母
子
保
健
分
野
で

12
企
業
・
団
体
・
自
治
体
を
表
彰
し
た
。

「
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！ 

ア
ワ
ー
ド
」
は
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
な
ど
左
記
の
三
つ
の
分
野
に
関
し
て
優
れ
た

取
組
み
を
行
っ
て
い
る
企
業
な
ど
を
表
彰
す
る
制
度
。

各
分
野
の
内
容
と
今
回
の
受
賞
企
業
な
ど
は
次
の
通
り
。

●
生
活
習
慣
病
予
防
分
野

従
業
員
や
職
員
、
住
民
に
対
し
て
、
生
活
習
慣
病
予
防

の
啓
発
、
健
康
増
進
の
た
め
の
優
れ
た
取
組
み
を
し
て
い

る
企
業
な
ど
か
ら
76
件
の
応
募
が
あ
り
、
厚
生
労
働
大
臣

最
優
秀
賞
１
件
（
株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の
減
塩
へ
の
取
り
組
み
〜『
こ
っ
そ
り
減
塩

の
推
進
』〜
」）
な
ど
を
表
彰
し
た
。

●
介
護
予
防
・
高
齢
者
生
活
支
援
分
野

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
優
れ
た
取
組
み
、
か
つ
、
個
人
の
行
動
を
喚

起
す
る
よ
う
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
企
業
な
ど
か
ら
71

件
の
応
募
が
あ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
最
優
秀
賞
１
件
（
毛

馬
コ
ー
ポ
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
「
学
び
合
い
助
け
合
う
長
屋

型
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
」）
な
ど
を
表
彰
し
た
。

●
母
子
保
健
分
野

母
子
の
健
康
増
進
を
目
的
と
す
る
優
れ
た
取
組
み
を

行
っ
て
い
る
企
業
な
ど
か
ら
98
件
の
応
募
が
あ
り
、
厚
生

労
働
大
臣
最
優
秀
賞
１
件
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｚ
Ｅ

Ｒ
Ｏ
キ
ッ
ズ
「
マ
ン
シ
ョ
ン
と
地
域
を
つ
な
ぐ
多
世
代
交

流
事
業
」）
な
ど
を
表
彰
し
た
。

発
行
物 

『
人
生
１
０
０
年
時
代
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と

雇
用
管
理
の
課
題
に
関
す
る
調
査
』

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ

独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ

Ｐ
Ｔ
）
は
、『
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
シ
リ
ー
ズ
№
２
０
６　
人

生
１
０
０
年
時
代
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
雇
用
管
理
の
課
題

に
関
す
る
調
査
』
を
刊
行
し
た
。

こ
の
報
告
書
は
、
企
業
の
雇
用
管
理
の
動
向
や
今
後
の

課
題
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
労
使
間
で
検
討
す
る
こ
と

が
で
き
る
資
料
の
提
供
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
。
調
査
は
、
企
業

２
万
社
を
対
象
と
し
、「
企
業
が
予
測
す
る
『
人
生
１
０
０

年
時
代
』
の
イ
メ
ー
ジ
」、「
日
本
企
業
の
雇
用
管
理
と
長

期
勤
続
化
の
課
題
」、「
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
の
諸
制
度

と
そ
の
動
向
」、「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
向
け
た
諸

対
応
」
な
ど
に
関
し
、多
岐
に
わ
た
る
設
問
で
行
っ
た
（
回

答
調
査
票
２
６
４
０
件
、
回
収
率
13
・
２
％
）。

調
査
の
結
果
か
ら
、
企
業
が
予
測
す
る
「
人
生
１
０
０

年
時
代
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
従
業
員
の
勤
続
が
よ
り
長
期

化
す
る
と
と
も
に
、
従
業
員
の
介
護
負
担
の
増
加
な
ど
か

ら
働
き
方
へ
の
配
慮
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
と
い
う
内
容
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）
な
ど
の
導
入
が
進
む

技
術
革
新
の
時
代
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
も
と
に

地
道
に
働
く
姿
勢
か
ら
、
自
ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
の
で

き
る
能
力
な
ど
、
新
た
な
能
力
を
獲
得
す
る
努
力
が
求
め

ら
れ
る
だ
ろ
う
と
の
予
測
も
示
さ
れ
て
い
る
。

報
告
書
は
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能

で
、
購
入
す
る
際
の
価
格
は
１
７
０
０
円
（
税
別
）。

https://w
w
w
.jil.go.jp/institute/research/ 

2020/docum
ents/206.pdf
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　いつも『エルダー』をご愛読いただき、ありがとうございます。今年度実施しました「読者アンケート」
では、みなさまから多数のご意見・ご要望をいただきました。心よりお礼申し上げます。読者アンケー
トの結果の一部をご紹介します。今後の企画・編集の貴重な資料として活用させていただき、よりよい
誌面づくりに努めてまいりますので、引き続きご愛読をよろしくお願いいたします。

 ◉参考になった記事とその理由
 【特集】
• 毎回タイムリーなテーマであり、高齢者雇用の基本
的な知識や考え方が掲載されていて、高齢者雇用の
参考になる。
• 各社の事例が参考になる。　など
 【リーダーズトーク】
• いつも興味深い内容で楽しみにしている。
• さまざまなリーダーの話が聞けて働き方の参考にな
る。　など

 【マンガで見る高齢者雇用】
• マンガなので読みやすく、内容も理解しやすい。
• 登場人物の会話に自社の対応へのヒントがあった。
など

 【知っておきたい労働法Ｑ＆Ａ】
• 具体的な質問例と判例を用いておりわかりやすい。
• 業務に有益である。　など
 【高齢社員の賃金戦略】
• 高齢者の処遇に関して課題を抱えているため参考に
なる。
• 現場の賃金制度改定について参考になった。　など
 【トピック】
• 重要な法令がわかりやすく解説されている。
• 最新情報が掲載されており、参考になる。　など

 ◉もっと充実を図ってほしい記事や内容
• 他社の導入事例の紹介例や苦労話が知りたい。
• マンガはわかりやすいので、「マンガで見る高齢者雇用」を長期連載にしてほしい。　など

 ◉今後取り上げてほしい内容などのご要望
 【特集や連載テーマに対するご意見】
• 今後の社員の高齢化に対応して雇用を維持していくよい方法をわかりやすく教えてほしい。
•  70 歳以上の人が働く職場と健康増進対策について知りたい。
• 高齢者雇用に関係する労働判例を取り上げてほしい。
• 高齢者を取り巻く社会環境と年金問題などについて知りたい。
• 病気になっても働き続けたいと考える高齢者、実際に働き続けている高齢者の声。　など
 【その他のご要望・ご意見】
• 高齢者の話をすると暗くなりがちだが、明るくすこやかに読める誌面づくりを期待。
• 簡単でわかりやすく、すぐ取りかかれる内容を紹介してほしい。　など

 興味・関心のあるテーマについては、当機構ホームページに
 掲載しているバックナンバーもご覧ください。

読者アンケート結果発表 !!　ご協力いただき、ありがとうございました

人事総務部門責任者・
担当者
49.2％

経営者・
取締役（役員含）
29.7％

その他　
（社会保険労務士、人事コンサルタントなど）

12.6％

その他の管理監督者
8.0％

無回答
0.5％

非常に
参考になる
19.2％

参考になる 72.3％

あまり
参考にならない 
4.1％ 無回答 4.1％

参考にならない 
０．３％

エルダー　バックナンバー 検 索

 ◉参考になった記事とその理由

 ◉もっと充実を図ってほしい記事や内容

 ◉今後取り上げてほしい内容などのご要望

ご回答者の立場

本誌に対する評価
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特集

 〈高齢・障害・求職者雇用支援機構〉

 メールマガジン好評配信中！

高齢で働く人の体験、企業で人
事を担当しており積極的に高齢
者を採用している方の体験など
を募集します。文字量は400
字～1000字程度。また、本誌
についてのご意見もお待ちして
います。左記宛て FAX、メー
ルなどでお寄せください。

読者の声
  募集！

本誌を購入するには̶
定期購読のほか、1冊からのご購入も受けつけています。

お 知 ら せ 編集アドバイザー （五十音順）

猪熊　律子……読売新聞編集委員
今野浩一郎……学習院大学名誉教授
大木　栄一……玉川大学経営学部教授
大嶋江都子……株式会社前川製作所コーポレート本部人財部門
金沢　春康……サトーホールディングス株式会社人財開発部
 人事企画グループ人事企画担当部長
菊谷　寛之……株式会社プライムコンサルタント代表
阪本　節郎……人生100年時代未来ビジョン研究所所長
佐久間一浩……全国中小企業団体中央会事務局次長・労働政策部長
藤村　博之……法政大学経営大学院
 イノベーション・マネジメント研究科教授
真下　陽子……株式会社人事マネジメント代表取締役
山﨑　京子……アテナHROD代表、日本人材マネジメント協会副理事長

◆ お電話、FAXでのお申込み
　株式会社労働調査会までご連絡ください。
　電話03-3915-6415  FAX03-3915-9041
◆ インターネットでのお申込み
　 ①定期購読を希望される方
　　雑誌のオンライン書店「富士山マガジン
　　サービス」でご購入いただけます。
　　
　②1冊からのご購入を希望される方
　　Amazon.co.jp でご購入いただけます。

富士山マガジンサービス 検 索

詳しくは JEED　メールマガジン 検 索
※カメラで読み取ったQRコードのリンク先が
　https://www.jeed.go.jp/general/merumaga/index.html
　であることを確認のうえアクセスしてください。

リーダーズトーク

●
今
月
の
特
集
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
「
生
涯
現
役
社
会

の
実
現
に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
な
か
か
ら
、
大
阪
・

福
岡
・
東
京
会
場
の
模
様
を
お
届
け
し
ま
し
た
（
新
潟
・

愛
知
会
場
の
模
様
は
本
誌
１
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
施
行
を
目
前
に
控
え
た

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
改
正

法
の
解
説
の
ほ
か
、
今
野
浩
一
郎
先
生
に
よ
る
65
歳
以
降

の
雇
用
継
続
を
見
す
え
た
賃
金
・
評
価
制
度
に
つ
い
て
の

講
演
、
高
齢
者
雇
用
に
取
り
組
む
先
進
企
業
の
事
例
発
表

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
を
確
保
し
、
高
齢
者
が
活
躍
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
に
は
、
賃
金
・
評
価
制
度

を
は
じ
め
、
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
環
境
整
備
や
、
個

人
の
事
情
に
合
わ
せ
て
働
け
る
柔
軟
な
勤
務
制
度
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
本
特
集
の
解
説

や
企
業
事
例
な
ど
を
参
考
に
、
高
齢
者
雇
用
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
高
齢
者
雇
用
の
取
組
み
に
あ
た
っ
て
は
、
産
業
ご
と
の

特
色
に
応
じ
た
対
応
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
当
機

構
で
は
、
各
産
業
別
団
体
と
共
同
で
「
産
業
別
高
齢
者
雇

用
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
０

年
度
は
６
業
界
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
22
頁
か
ら

各
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
こ
れ
ま
で
策
定
し
た
全
90
業
種
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

当
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
再
び
緊

急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る
な
ど
、
読
者
の
み
な
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
事
業
の
継
続
と
感
染
防
止
対
策
の
間

で
、
多
く
の
ご
苦
労
が
あ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
引
き
続

き
感
染
防
止
対
策
に
努
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
厚
生
労

働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す

る
Ｑ
＆
Ａ
（
企
業
向
け
）」
な
ど
も
参
考
と
し
て
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

4月号

田村正之さん（日本経済新聞社 編集委員）

人事担当者のための年金入門

月刊エルダー3月号　No.496
●発行日̶令和3年3月1日（第43巻 第3号 通巻496号）
●発　行̶独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）
 発行人̶企画部長　奥村英輝
 編集人̶企画部次長　早坂博志
〒261-8558　千葉県千葉市美浜区若葉3-1-2　　TEL　043(213)6216（企画部情報公開広報課）
ホームページURL　https://www.jeed.go.jp/　  メールアドレス　elder@jeed.or.jp
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＊ 本誌に掲載した論文等で意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解であることをお断りします。
 （禁無断転載）
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（写真提供　ホテルニューオータニ幕張）

「
な
だ
万
」
の
調
理
長
を
務
め

テ
レ
ビ
で
も
活
躍

日
本
を
代
表
す
る
老
舗
料
亭
と
し
て

知
ら
れ
る
「
な
だ
万
」
で
、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
店
や
本
店
「
山さ
ざ
ん
か
茶
花

荘そ
う
」
の
調
理
長
、
調
理
本
部
長
な
ど
を

歴
任
し
て
き
た
黒
田
廣
昭
さ
ん
。
迎
賓

館
や
総
理
公
邸
な
ど
で
外
国
の
要
人
を

も
て
な
す
料
理
も
担
当
す
る
な
ど
、
日

本
料
理
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
き
た
。

ま
た
、
東
京
都
日
本
調
理
技
能
士
会
の

副
会
長
を
務
め
、
後
進
の
育
成
に
も
力

を
注
い
で
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
で
も
活
躍

し
、
テ
レ
ビ
番
組
「
噂
の
！
東
京
マ
ガ

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
幕
張 

日
本
料
理 

顧
問

黒く
ろ

田だ

廣ひ
ろ

昭あ
き

さ
ん
（
66
歳
）

日
本
料
理

フ
ァ
ン
を
広
げ
後
進
を
育
て
る

の
魅
力
を
発
信
し
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巧みな包丁さばきで鯛の薄造りをつくる。愛用の包丁は、なだ万の先輩であり、テレビ番組「料理の鉄人」で知られる中村孝
こう

明
めい

さんから譲り受けたもの

ジ
ン
」
で
は
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
和

食
の
つ
く
り
方
を
紹
介
す
る
な
ど
、
日

本
料
理
の
普
及
に
も
貢
献
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、
令
和
２
年
度

「
現
代
の
名
工
」
を
受
賞
し
た
。

２
０
１
９
年
に
な
だ
万
を
退
職
し
、

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
へ
移
籍
。
法

人
向
け
会
員
制
ク
ラ
ブ
「
ガ
ー
デ
ン

コ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
の
料
理
長
を
経
て
、

昨
年
９
月
か
ら
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
幕
張
の
日
本
料
理
顧
問
を
務
め
る
。

こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
経
験
を
活
か
し
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
宴
会
場
で
提
供
す
る
日

本
料
理
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
ほ

か
、
料
理
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
る
。

「
東
京
の
第
一
線
で
や
る
こ
と
に
こ

だ
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

営
業
が
ま
ま
な
ら
な
い
な
か
、
幕
張
で

地
元
の
顧
客
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
を
受
け
、
住
ん
で
い
る
千
葉
県

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
喜

ん
で
引
き
受
け
ま
し
た
。
地
元
の
新
鮮

な
素
材
を
活
か
し
た
料
理
で
、
新
た
な

フ
ァ
ン
を
開
拓
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

厳
し
い
親
方
か
ら
学
ん
だ

「
味
へ
の
こ
だ
わ
り
」

い
ま
や
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
人
気

料
理
人
の
黒
田
さ
ん
だ
が
、
駆
け
出
し

の
こ
ろ
は
、
師
事
し
た
親
方
の
あ
ま
り

の
厳
し
さ
に
、
一
度
は
修
業
の
道
か
ら

離
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
思
い
直
し
、
料
理
人
の
先
輩
の
紹

介
で
た
ま
た
ま
入
る
こ
と
が
で
き
た
の

が
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
な
だ
万
だ
っ
た
。

な
だ
万
の
初
代
総
料
理
長
だ
っ
た
熊く
ま

野の

保た
も
つ

氏
の
も
と
で
、
料
理
の
細
や
か
さ
、

奥
深
さ
を
学
ん
だ
。

「
親
父
（
熊
野
氏
）
は
50
過
ぎ
ま
で

煮
方
※１
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
店
で
修
業

を
積
ん
だ
『
完
璧
な
煮
方
』
と
い
わ
れ

た
人
で
、『
う
ま
い
』
と
い
う
こ
と
に

も
の
す
ご
く
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
例
え
ば
、
あ
る
日
、
厨
房
で
慌

た
だ
し
く
朝
食
の
準
備
を
し
て
い
る

と
、
煮
物
の
上
に
の
せ
た
絹
さ
や
を
見

て
、『
食
っ
て
み
ろ
。
う
ま
い
か
？
』
と

聞
く
ん
で
す
。『
青
味
※２
で
す
か
ら
、
そ

料理人の仕事は調理場を守ることですが、チャンスがあれば
新しいことにどんどんチャレンジして、自分の可能性を広げるべきです

※1　煮方……煮物を担当する人
※2　青味……料理の彩りをよくするために使う緑色の野菜
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あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
実
際
に
は
、

修
業
の
厳
し
さ
は
ど
の
業
界
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。
日
本
料
理
と
い
っ
て
も
、
い

つ
も
青
筋
を
立
て
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
笑
っ
て
や
る
と
き
だ
っ
て
あ
る
。

調
理
師
学
校
な
ど
で
講
師
を
務
め
る
と

き
は
、
そ
ん
な
話
を
し
な
が
ら
、
少
し

で
も
間
口
を
広
げ
て
、
日
本
料
理
に
進

む
人
を
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

現
在
の
職
場
で
は
、
料
理
長
と
い
う

立
場
で
は
な
い
分
、
若
い
料
理
人
た
ち

に
優
し
く
接
し
な
が
ら
日
本
料
理
の
楽

し
さ
を
伝
え
、
彼
ら
の
成
長
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

自
身
の
経
験
か
ら
、「
た
い
へ
ん
な

と
き
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
や
め
て
し
ま
っ
た
ら

そ
こ
で
終
わ
り
で
す
。
料
理
が
好
き
だ

と
い
う
気
持
ち
が
少
し
で
も
あ
る
な
ら
、

仮
に
店
は
辞
め
て
も
料
理
は
続
け
て
ほ

し
い
」
と
若
い
世
代
に
エ
ー
ル
を
送
る
。

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
幕
張
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Ｅ
Ｌ
：
０
４
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９
７
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７
７
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代
表
）

https://w
w

w
.new

otani.co.jp/m
akuhari/

（
撮
影
・
福
田
栄
夫
／
取
材
・
増
田
忠
英
）

ん
な
に
う
ま
い
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
け

ど
』
と
答
え
る
と
、『
う
ま
く
な
い
と

思
っ
て
い
る
も
の
を
な
ん
で
客
に
出
す

ん
だ
』
と
い
っ
て
、
ご
ま
を
す
っ
て
煮

汁
で
伸
ば
し
た
も
の
と
絡
ま
せ
た
ん
で

す
。
そ
う
す
る
と
、
青
味
の
絹
さ
や
さ

え
も
お
い
し
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
ど
ん
な
と
き
で
も
、
と
こ
と
ん
味

に
こ
だ
わ
る
姿
勢
を
教
わ
り
ま
し
た
」

厳
し
さ
だ
け
で
は
な
く

楽
し
さ
も
伝
え
て
い
き
た
い

厳
し
い
親
方
の
も
と
で
修
業
し
た
経

験
は
、
そ
の
後
の
自
分
の
「
芯
」
に
な

り
、
支
え
に
な
っ
て
き
た
と
感
謝
す
る

黒
田
さ
ん
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
現
代

の
若
い
料
理
人
に
対
し
て
は
、
彼
ら
に

合
っ
た
教
え
方
が
必
要
だ
と
話
す
。

「
調
理
師
を
目
ざ
す
若
者
の
な
か
で
、

日
本
料
理
を
希
望
す
る
人
は
少
な
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
理
由
の
一
つ
に
、
洋

食
や
パ
テ
ィ
シ
エ
な
ど
の
華
や
か
で
楽

し
げ
な
イ
メ
ー
ジ
に
対
し
て
、
日
本
料

理
は
厳
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
こ
と
が

料理教室は、参加者から「定期的に開催し
てほしい」との声が上がるほど人気に  ☆

☆は写真提供 ホテル
ニューオータニ幕張

レストランや宴会場が提供する日本料理全体
に目を配る。厨房を手伝うことも多い

若手指導にも力を注ぐ。料理教室で助手を務めた西
にし まい

米さん（写
真右）は「話の上手さも勉強になります」と語る

ホテル内には「千羽鶴」（写真）を
はじめ三つの日本料理店がある

昨年 11 月に初めて開催された
「黒田廣昭プレミアム賞味会＆
料理教室」  ☆

イベントを通じた地元の顧客開拓も黒田さんに期
待されている役割の一つ。写真は、なだ万時代の
弟子との料理イベントのために考案されたサンプ
ルメニューの数々　☆



脳
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
！

働くための

篠原菊紀（しのはら・きくのり）

1960（昭和 35）年、長野県生まれ。公立諏訪東京理科
大学医療介護健康工学部門長。健康教育、脳科学が専
門。脳計測器多チャンネルNIRSを使って、脳活動を
調べている。『中高年のための脳トレーニング』（NHK
出版）など著書多数。

2021.3 64

【問題の答え】

目標
１つ３分
合計12分

第45回
左側に描かれた線画を、中心線の反対側に鏡に写したように
描き足して、左右対称のイラストを完成させましょう。

鏡絵描き

　今回は鏡像です。頭のなかで左右対称をつくり描くとき、空間認知にかかわる
頭頂連合野、知的活動にかかわる前頭前野が活性化します。利き手でない方の手
で描くのもよいチャレンジです。

「最近、自分の話が通じなくなってきた」、「人の話を聞
いてもわからない」といったことが増えてきた人がいるか
もしれません。そのような人でも、若いころはいろいろな
人ときちんと会話ができていたし、物事の判断もできてい
たのではないでしょうか。
人は年齢を重ねると、若いときに比べてボキャブラリー
が豊富になり、物事に対する知識や経験も蓄えられます。
そして物事に慣れていくと、日常生活はほぼルーティンで

こなせるでしょう。
しかし、そうした慣れた脳の使い方では、理解力や判断
力をつかさどる前頭前野があまり活性化せず、衰えていく
ことになります。
そこで、今回の脳トレ問題に挑戦して、「できた！」、「わ
かった！」と感動してください。「惜しかった…」、「解け
なかった…」と悔しがってください。そういった感動や悔
しさの感情が加わることで、脳に大きなインパクトを与え
て、より活性化させることができます。

感情は大切

❶ ❷木 シャツ

❹リボン

❶木❷シャツ❹リボン ❸花びん

❸ 花びん
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（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構　各都道府県支部高齢・障害者業務課　所在地等一覧
　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構では、各都道府県支部高齢・障害者業務課等において高齢者・障害
者の雇用支援のための業務（相談・援助、給付金・助成金の支給、障害者雇用納付金制度に基づく申告・申請の受
付、啓発等）を実施しています。� 2021年3月１日現在

名称 所在地 電話番号（代表）
北海道支部高齢・障害者業務課 〒063-0804 札幌市西区二十四軒4条1-4-1  北海道職業能力開発促進センター内 011-622-3351
青森支部高齢・障害者業務課 〒030-0822 青森市中央3-20-2  青森職業能力開発促進センター内 017-721-2125
岩手支部高齢・障害者業務課 〒020-0024 盛岡市菜園1-12-18  盛岡菜園センタービル３階 019-654-2081
宮城支部高齢・障害者業務課 〒985-8550 多賀城市明月2-2-1  宮城職業能力開発促進センター内 022-361-6288
秋田支部高齢・障害者業務課 〒010-0101 潟上市天王字上北野４-143  秋田職業能力開発促進センター内 018-872-1801
山形支部高齢・障害者業務課 〒990-2161 山形市漆山1954  山形職業能力開発促進センター内 023-674-9567
福島支部高齢・障害者業務課 〒960-8054 福島市三河北町7-14  福島職業能力開発促進センター内 024-526-1510
茨城支部高齢・障害者業務課 〒310-0803 水戸市城南1-4-7  第５プリンスビル５階 029-300-1215
栃木支部高齢・障害者業務課 〒320-0072 宇都宮市若草1-4-23  栃木職業能力開発促進センター内 028-650-6226
群馬支部高齢・障害者業務課 〒379-2154 前橋市天川大島町130-1  ハローワーク前橋３階 027-287-1511
埼玉支部高齢・障害者業務課 〒336-0931 さいたま市緑区原山2-18-8  埼玉職業能力開発促進センター内 048-813-1112
千葉支部高齢・障害者業務課 〒261-0001 千葉市美浜区幸町1-1-3  ハローワーク千葉５階 043-204-2901

東京支部高齢・障害者業務課 〒130-0022 墨田区江東橋2-19-12  ハローワーク墨田５階 03-5638-2794
東京支部高齢・障害者窓口サービス課 　〃　 〃 03-5638-2284

神奈川支部高齢・障害者業務課 〒241-0824 横浜市旭区南希望が丘78  関東職業能力開発促進センター内 045-360-6010
新潟支部高齢・障害者業務課 〒951-8061 新潟市中央区西堀通6-866  NEXT21ビル12階 025-226-6011
富山支部高齢・障害者業務課 〒933-0982 高岡市八ケ55  富山職業能力開発促進センター内 0766-26-1881
石川支部高齢・障害者業務課 〒920-0352 金沢市観音堂町へ1  石川職業能力開発促進センター内 076-267-6001
福井支部高齢・障害者業務課 〒915-0853 越前市行松町25-10  福井職業能力開発促進センター内 0778-23-1021
山梨支部高齢・障害者業務課 〒400-0854 甲府市中小河原町403-1  山梨職業能力開発促進センター内 055-242-3723
長野支部高齢・障害者業務課 〒381-0043 長野市吉田4-25-12  長野職業能力開発促進センター内 026-258-6001
岐阜支部高齢・障害者業務課 〒500-8842 岐阜市金町5-25  G-frontⅡ７階 058-265-5823
静岡支部高齢・障害者業務課 〒422-8033 静岡市駿河区登呂3-1-35  静岡職業能力開発促進センター内 054-280-3622
愛知支部高齢・障害者業務課 〒460-0003 名古屋市中区錦1-10-1  MIテラス名古屋伏見４階 052-218-3385
三重支部高齢・障害者業務課 〒514-0002 津市島崎町327-1  ハローワーク津２階 059-213-9255
滋賀支部高齢・障害者業務課 〒520-0856 大津市光が丘町3-13  滋賀職業能力開発促進センター内 077-537-1214
京都支部高齢・障害者業務課 〒617-0843 長岡京市友岡1-2-1  京都職業能力開発促進センター内 075-951-7481

大阪支部高齢・障害者業務課 〒566-0022 摂津市三島1-2-1  関西職業能力開発促進センター内 06-7664-0782
大阪支部高齢・障害者窓口サービス課 〃 〃 06-7664-0722

兵庫支部高齢・障害者業務課 〒661-0045 尼崎市武庫豊町３-1-50  兵庫職業能力開発促進センター内 06-6431-8201
奈良支部高齢・障害者業務課 〒634-0033 橿原市城殿町433  奈良職業能力開発促進センター内 0744-22-5232
和歌山支部高齢・障害者業務課 〒640-8483 和歌山市園部1276  和歌山職業能力開発促進センター内 073-462-6900
鳥取支部高齢・障害者業務課 〒689-1112 鳥取市若葉台南7-1-11  鳥取職業能力開発促進センター内 0857-52-8803
島根支部高齢・障害者業務課 〒690-0001 松江市東朝日町267  島根職業能力開発促進センター内 0852-60-1677
岡山支部高齢・障害者業務課 〒700-0951 岡山市北区田中580  岡山職業能力開発促進センター内 086-241-0166
広島支部高齢・障害者業務課 〒730-0825 広島市中区光南5-2-65  広島職業能力開発促進センター内 082-545-7150
山口支部高齢・障害者業務課 〒753-0861 山口市矢原1284-1  山口職業能力開発促進センター内 083-995-2050
徳島支部高齢・障害者業務課 〒770-0823 徳島市出来島本町1-5  ハローワーク徳島５階 088-611-2388
香川支部高齢・障害者業務課 〒761-8063 高松市花ノ宮町2-4-3  香川職業能力開発促進センター内 087-814-3791
愛媛支部高齢・障害者業務課 〒791-8044 松山市西垣生町2184  愛媛職業能力開発促進センター内 089-905-6780
高知支部高齢・障害者業務課 〒781-8010 高知市桟橋通4-15-68  高知職業能力開発促進センター内 088-837-1160
福岡支部高齢・障害者業務課 〒810-0042 福岡市中央区赤坂1-10-17  しんくみ赤坂ビル６階 092-718-1310
佐賀支部高齢・障害者業務課 〒849-0911 佐賀市兵庫町若宮1042-2  佐賀職業能力開発促進センター内 0952-37-9117
長崎支部高齢・障害者業務課 〒854-0062 諫早市小船越町1113  長崎職業能力開発促進センター内 0957-35-4721
熊本支部高齢・障害者業務課 〒861-1102 合志市須屋2505-3  熊本職業能力開発促進センター内 096-249-1888
大分支部高齢・障害者業務課 〒870-0131 大分市皆春1483-1  大分職業能力開発促進センター内 097-522-7255
宮崎支部高齢・障害者業務課 〒880-0916 宮崎市大字恒久4241  宮崎職業能力開発促進センター内 0985-51-1556
鹿児島支部高齢・障害者業務課 〒890-0068 鹿児島市東郡元町14-3  鹿児島職業能力開発促進センター内 099-813-0132
沖縄支部高齢・障害者業務課 〒900-0006 那覇市おもろまち1-3-25  沖縄職業総合庁舎４階 098-941-3301
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申込みお問合せ先

視聴申込方法

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構　雇用推進・研究部 研究開発課
TEL：043‒297‒9527

主催●独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構    後援●厚生労働省

定価（本体 458 円＋税）

　昨年12月に東京で開催されたシンポジウムの模様を、オンデマンド配信します。
　高齢者が活躍するための「人事管理制度」や「高齢期の賃金・評価制度」をどのようにすべきか、その
効果や課題について、学識経験者の講演、企業の事例発表を通してみなさまとともに考え、生涯現役社
会の実現を目ざすイベントです。
　開催時の雰囲気や盛り上がりを、臨場感のある動画でご実感ください。

～生涯現役社会の実現に向けた～ 
　　  シンポジウム（オンデマンド視聴）申込受付中　　  　　  
東京
開催

※ 申込みの際に取得した個人情報は適切に管理され、当機構が主催・共催・後援するシンポジウム・セミナー、刊行物の案内等にのみ利用します。
利用目的の範囲内で適切に取り扱うものとし、法令で定められた場合を除き、第三者に提供しません。

❶

【お申込み専用URL】（上
記）からお申し込みくだ
さい。

申込みフォームの
表示

❷

各項目を入力し、「個人
情報の取扱いに関して同
意する」にチェックを入
れ、「入力内容の確認画
面へ進む」ボタンを押し
てください。

申込みフォームへ
入力

❸

入力内容をご確認後、「送
信する」ボタンを押して
ください。ご登録いただ
いたアドレスに申込確認
メールが配信されます。

入力内容の
確認と送信

❹

申込確認メールに掲載さ
れているURLから、動画
をご視聴ください。
（動画の視聴には、メー
ルに記載されている視聴
ID、パスワードが必要
です）

動画視聴

令和
 3年3月22日（月）

https://moushikomi.jeed.go.jp
シンポジウムお申込み専用URL申込み〆切

講 演1 「高年齢者雇用安定法改正について」 
   厚生労働省 職業安定局 高齢者雇用対策課

講 演2 「高齢社員の戦力化に向けた賃金・評価制度」 
   講師  今野 浩一郎氏（学習院大学 名誉教授 学習院さくらアカデミー長）

パネルディスカッション 
《テーマ》 「高齢社員戦力化に向けた活用戦略と賃金・評価制度」
   コーディネーター：今野 浩一郎氏　パネリスト：川崎重工業株式会社／太陽生命保険株式会社

プログラム

※ 専用フォームからのお申込みがむずかしい場合、下記お問合せ先に
ご連絡ください。お電話で対応させていただきます。


	表紙
	令和3年度 高年齢者活躍企業コンテスト
	リーダーズトーク
	もくじ
	高齢社員戦力化に向けた活用戦略と賃金・評価制度を考える
	日本史にみる長寿食
	江戸から東京へ
	特別企画

「産業別高齢者雇用推進ガイドライン」のご紹介
	北から、南から
	高齢社員のための安全職場づくり
	知っておきたい労働法Q&A
	高齢社員の心理学
	いまさら聞けない人事用語辞典
	労務資料
	令和3年度 高年齢者活躍企業コンテスト募集案内
	『70歳雇用推進マニュアル』のご案内
	BOOKS
	ニュースファイル 
	読者アンケート結果
	次号予告/編集後記
	技を支える
	イキイキ働くための脳力アップトレーニング！
	高齢・障害者業務課一覧
	～生涯現役社会の実現に向けた～ シンポジウム（オンデマンド視聴）申込受付中



